
    
      
        
      
    

  
    　

    　

    　

    　

    百合愛好会に入りましたが女の子と恋愛するつもりはありません！

    　

    水無月はな
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        序章　どうすればいいのか、わかりません！

        　

        「――三人で、楽しく気持ちよくなろぅ？」

        先輩の、物騒とも思える発言に須崎すざき美空みそらは怯むばかりだった。

        「なに言ってるの!?」

        有栖川結菜ありすがわゆなが血相を変えて叫んだ。

        いっぽうで、「楽しく気持ちよくなろう」と発言した先輩――泉いずみ小春こはるは結菜の言うことなどお構いなしに自身のブレザーのボタンを外してしまう。

        小春の乳房が露になると、

        「美空ちゃんっ……！」

        咎めるような調子で結菜に名を呼ばれた。

        結菜とアイコンタクトを取った美空は二度ほど首を縦に振って同意を示す。

        「なぁに、二人で目配せしちゃって。感じ悪いなぁ。ねぇ、触って……美空ちゃん」

        「ほぇっ!?」

        「美空ちゃんに、揉みまわされたいの」

        「だ、だめっ！」

        「結菜には聞いてない」

        乳房を晒したまま、小春が迫ってくる。

        「他人のおっぱいの感触、知りたくない？　私のおっぱい、好きにしていいから」

        「え、えっ……!?」

        小春に右手を掴まれ、無理に胸を触らされる。

        「あっ……！」

        「あぁん……」

        小春は身をよじって悶え、目を細める。

        「ゎ、私も……ッ」

        「えぇっ!?」

        するとどういうわけか、結菜まで服を脱ぎ始めたものだから、美空は戸惑わずにいられない。

        あぁ、もう――どうすればいいのか、わかりません！

        


        　

    

    
        第一章　百合愛好会ってなんですか？

        　

        見上げればそこには、澄み渡る青と舞い散る薄桃色のコントラストが広がっていた。

        その光景にいつまでも目を奪われていてはいけないと思うのに、美空みそらはその場からすぐには動けなかった。

        　

        雲一つない晴天の下、桜の舞い散る並木道を早足で歩き、美空は入学式の会場である葉菜女学園はなじょがくえんの体育館を目指す。

        （もうーっ！　体育館までがこんなに遠いなんて）

        校門を抜ければすぐだろうと高を括っていたのに、歩いても歩いても体育館に辿り着かない。

        校門から体育館までが、とんでもなく遠いのである。

        それもそのはず、葉菜女学園は初等部から大学部まで有する一貫校だ。いくつもの建物が複雑に配された広大なキャンパスは、一つの町だといっても過言ではない。

        初等部からこの学園にいたのならば道順も自然と覚えたのかもしれないが、美空はそうではない。願書を出しにきたとき、受験のとき、そして今――と、まだ三回しかこの学園を訪れていないので、『入学式・進級式会場はこちら』という案内看板を見ながら早歩きするしかなかった。

        息を切らせて体育館前の広場に到着する。担任と思しき先生が「新一年生、集合！」と言うので、美空は「なんとか間に合った」と心の中で呟き、ホッと胸を撫で下ろした。

        名を点呼され、その順に並び、列を成して体育館の中へ入る。

        入学式、といってもそれは外部入学の美空など数名に限ったことで、ほとんどの学生は持ち上がりだ。そのため、進級式がメインといっていいだろう。保護者の姿はほとんど見られない。美空の両親も、仕事の都合がつかず今日は来られなかった。

        一週間前まで両親と暮らしていた自宅はこの学園からはかなり離れたところにあるので、仕事の合間に顔を出すということも不可能だ。

        美空は親元を離れ、母方の祖父母の自宅からこの学園へ通う。もともと住んでいた場所には興味をそそられる学校がなかった。両親の家がある町はここよりも田舎で、学校の数自体が少なかった。

        美空の将来の夢は幼稚園教諭だ。葉菜女学園は教育機関への就職率が県内有数であることから、美空はこの学園を志望した。

        体育館での入学式、教室でのオリエンテーションを終えて帰宅する。一緒に帰る友人はまだいない。同じクラスに知り合いが一人はいるのだが、今日は休みだった。風邪をこじらせてしまって入学式には行けないのだと、昨日連絡があった。

        （もうグループができあがっちゃってるからなぁ……）

        外部入学の受験仲間は同じクラスにはならなかった。クラスメイトとは、まったく会話しなかったわけではないが、一緒に帰るほど仲良くなったわけでもない。

        （まぁ、まだ初日だし。さくらちゃんも、来週からは来られそうって言ってたし）

        気長にいこう、と心に決めて校門を出ると、桜並木を突風が吹き抜けた。

        薄桃色の花びらが舞い上がり風に乗った先に、その人はいた。

        美空は誘われるように、桜の木の下に佇む人の姿を見る。

        薄茶色のウェーブがかった長い髪の毛が桜の花びらとともに風にたなびいている。伏せられたまつ毛は長く、遠目からでも目鼻立ちがくっきりしているのがわかった。舞い散る桜はさながら、彼女を引き立てるよくできた背景だ。

        紺色にチェック柄の地模様が入ったブレザーからして葉菜女学園の学生には違いない。ただ、白いブラウスの襟元についているリボンの色が自分とは異なる。

        （黄色いリボン――ってことは、二年生だ）

        なにをするでもなく、両手に鞄を提げて俯いている。

        きっと、だれかを待っているのだろう。

        美空は彼女の隣を通り過ぎようとした。でもどうしてかその人のことが気になって、横目でチラリと彼女を見る。その人の目には光るものがあった。

        （えっ!?　泣いてる……？）

        美空はつい足を止めてしまう。しかし、そうして歩みを止めてしまったことをすぐに後悔した。これでは、声を掛けるべく立ち止まったように思われる。

        桜の木の下にいたその人がわずかに顔を上げた。ああ、やはり泣いている。大きな瞳は涙の膜で覆われていた。

        「あの、どうされたんですか？」

        足を止めて声を掛けたのは、この学園で一人でも多く知り合いがほしいという――潜在的な下心があったからかもしれない。

        その人は美空が声を掛けるなりハッとしたようすで顔を上げ、驚いたように目を見開いた。それから、桜色の唇をキュッと噛み締めた。

        「私の――……所属する愛好会が、潰れそうなの」

        そうしてまた、一筋の涙が目から零れ落ちて頬を伝う。

        「新入生が一人でも入ってくれれば――……」

        涙のヴェールに覆われた潤んだ瞳で見つめられれば、「はいそうですか」と言って立ち去ることなんてできなくなる。

        「なんの愛好会ですか？」

        その人はあまり唇を動かさず口早に「百合愛好会」と言った。

        「百合……」

        百合の花を愛でる会ということだろうか。

        心なしか、その人との距離が縮まった。彼女がこちらへ歩み寄ってきたものと思われる。

        その人が、目で訴えかけてくる。その瞳は相変わらず憂いをたたえていた。薄く開かれた唇が、よけいに同情心をくすぐる。

        「私でよければ、入りましょうか？」

        深く考えるよりも先にそう発言していた。すると、

        「えっ、本当？　やったぁー！」

        とたんにその人の表情が一変して、晴れやかなものになる。

        （――あれ？）

        美空は笑顔を引きつらせて首を傾げる。

        「よかったぁ～っ、嬉しいっ！　じゃ、さっそく行きましょ」

        手を掴まれ、来た道を戻る。

        「えっ、えっと、あのっ!?」

        先ほどまでの涙はいったいどこへやら。騙されたような気分になる。

        「あぁ――私、有栖川結菜ありすがわゆな、二年生。よろしくね、須崎美空ちゃん」

        「はい、よろしくお願いします――……って、あれっ？」

        反射的に挨拶を返したものの、首を傾げなければならない事態にばかり陥っている。

        私の記憶が正しければ、彼女――有栖川結菜先輩には名を名乗っていない。

        「あのっ――有栖川、先輩？　どうして、私の名前をご存知なんですか？」

        「外部入学の子は数人しかいないから、目立つのよ」

        結菜は前を向いたまま言った。

        「そ、そうなんですか……？」

        いまいち腑に落ちないが、そういう理由でなければ有栖川先輩が私を知っていることの説明がつかないので、無理に納得した。

        校門からふたたびキャンパスの中へ入り、校舎の階段を駆け上がっていく。この学園の建物のほとんどが土足で出入りできる。

        廊下を歩いていると、女の子たちに話しかけられた。彼女たちの襟元のリボンは緑なので、一年生だ。

        「有栖川先輩、こんにちは」

        結菜は笑顔で「こんにちは」と答える。すると、廊下の端にいた女の子たちは「きゃー！」と言って頬を赤らめた。

        そんなことが三度ほどあって、目的地に辿り着いた。

        「以前は社会科準備室だったのだけど、いまは『百合園ゆりぞの』って呼ばれてる。ここが、私たちの活動拠点」

        結菜は微笑みをたたえて、百合園の扉を開く。

        そうして視界に飛び込んできた光景に、美空は我が目を疑った。

        深く重なり合う唇。

        脱ぎかけの制服。

        露出した肩。

        なにもかもが淫靡で、見るに堪えられない。

        美空は慌てて目を逸らし、口をパクパクと動かすことで結菜に訴えかける。　なぜ、女の子同士が乱れた恰好で抱き合ってキスをしているのか、納得のいくように説明してもらいたい。

        結菜はその大きな瞳をパチパチと何度か開け閉めしたあと、

        「あら……？　もしかして、『百合』の意味……知らなかった？」

        薄く微笑み、美空の頬に片手を添える。

        「広義ではいろいろあるけど……端的に言えば」

        顎を掬われ、顔を上向かされる。

        「女の子同士で恋愛することよ」

        その言葉が、頭の中で複数回に渡って響いた。

        しばらく動けなかった美空だが、百合園の中から「どうしたの？」という声が聞こえたことで我に返った。

        「えぁっ、あのっ、私……！　その、そういう愛好会だとは知らなくて……！」

        両手を胸の前にかざして左右に振る。

        すると、結菜はいまにも泣き出しそうな顔になった。

        （そっか……私が入らなかったら潰れるかもしれないんだよね――）

        美空は胸の前にあった自分の両手をゆるゆると下降させる。

        （でも、女の子同士で恋愛――だなんて！）

        わかりました、女の子と恋愛しましょう――などという気には到底ならない。異性とだって、恋愛した経験がないのだ。いくらなんでもハードルが高すぎる。

        美空はしばし逡巡したあと、

        「な、名前だけ置いておくことに……していいですか？」

        「活動には参加しないってこと？」

        結菜の悲壮感は幾分か和らいだが、眉間には小さな皺が寄っていた。

        「女の子同士の恋愛……興味ない？」

        結菜の両手が伸びてくる。頬を覆った手のひらは、温かかった。

        「私――美空ちゃんに一目惚れしちゃったの」

        「……っ!?」

        思いもよらぬ発言に、今度は我が耳を疑う。

        （ひ、一目惚れ……!?）

        自分が絶世の美女だったのならば、「当然！」と納得したことだろう。

        しかし残念ながらそうではない。自分の見た目はすべてが平均点だと自負している。

        顔は良すぎず悪すぎず、身長は高すぎず低すぎず、胸の大きさにしてもまた然り。

        そんな平々凡々な自分がだれかに『一目惚れ』されるなんて、あり得るのだろうか。

        美空が訝しげな顔になっても、結菜は構わず言葉を継ぐ。

        「だから、名前だけなんて寂しいこと言わないで……これからも、百合園ここに顔を出してほしいな」

        美空は下唇を噛む。

        （私が有栖川先輩に一目惚れしたっていうんなら、あり得ない話じゃないと思うけど……！）

        結菜は、美しい。すべてが平均点以上だと思う。なにもかもが整っていて、見つめていたら目が離せなくなりそうだ。

        「ね……？」

        その淡い笑みが、どこか懐かしいような気がするのはなぜだろう。

        「か、顔を出すだけで……いいんですよね……？」

        そう言っておずおずと見上げれば、とたんに結菜の表情が晴れる。

        「ありがとう！　さ、中に入りましょ。愛好会のメンバーを紹介させて」

        部屋の中にいた二人の衣服の乱れは消えていた。机の前の椅子に座って微笑んでいる。

        承諾したものの、足を踏み入れるのはやはりまだ――躊躇ためらわれる。

        「美空ちゃん」

        一足先に百合園の中へ入った結菜が、極上の微笑みを浮かべて手を差し伸べてくる。その手を取らなければ、失礼になるような気がした。

        美空は結菜の結菜の手を取り、歩を進める。

        ああ、入ってしまった。

        ここは禁断の地だったのでは――と、後悔しても遅い。

        もう、入ってしまったのだから。

        「まずはこの愛好会の会長紹介から。こちら、三年生の温水莉乃ぬくみずりの先輩」

        紹介された莉乃は「よろしく」と言ってペコリと会釈した。黒髪のショートヘアが微かに揺れる。

        「それからこっちは、私と同じ二年生の泉小春いずみこはる」

        肩につかない程度の茶色いセミロングヘアに、赤いカチューシャを嵌めた小春が朗らかに「よろしくねー！」と言った。

        「一年の須崎美空です。……よ、よろしくお願いします」

        苦笑いしかできないのは、いまだに戸惑っているからだ。

        （なんでこんなことになっちゃったんだろ～!?）

        もしやキスを迫られるのでは、と内心ビクビクしていた。

        「どうぞ、座って」

        莉乃に促され、丸椅子に座る。その隣の丸椅子に、結菜が腰を下ろした。テーブルを挟んで正面に莉乃、斜め向かいに小春が座っている。

        「美空ちゃんは、もしかして外部入学？」

        小春が興味津々といったようすで話しかけてきた。

        「はい、そうです」

        「やっぱりー！　そんな感じがしたんだよね」

        美空は曖昧な笑顔を浮かべる。

        （小春先輩は、私のこと知らなかったんだ）

        「外部入学の子は目立つから」という結菜の説明が、ますます怪しいものに思えてくる。

        「どうして百合愛好会に入ろうと思ったの？」

        今度は莉乃に訊かれた。

        「あ――ええと……」

        百合の意味は知りませんでした、いまだって本当に入るかどうかわかりません、とは言いづらい。

        チラリ、と結菜のほうを見る。

        「私が強引に誘ったの。私、美空ちゃんに一目惚れしちゃったから」

        すると小春と莉乃は声を合わせて「ええっ!?」と驚嘆した。

        「結菜ちゃんが『一目惚れ』だなんて、珍しいね」

        莉乃は顎に手を当てて首を傾げる。いっぽう小春は、

        「ホント！　一目惚れして連れてきちゃうなんて……ビックリ。結菜ってそんなに強引な性格だっけ？」

        そうして、莉乃と同じように大きく首を傾げた。

        美空は三人から注目を浴び、居心地が悪くなる。

        （一目惚れされるような見た目じゃなくてごめんなさい……！）

        苦笑いを浮かべていると、下校を促すチャイムが聞こえてきた。

        三人には一緒に帰ろうと誘われたが、少しだけ寄るところがあると言って断った。

        美空は一人で学園の廊下を歩く。

        （そりゃ、仲のいい友達がほしいとは思ってたけど）

        小春と莉乃がキスをしていた場面がフラッシュバックする。

        （女の子同士で、キ……キス、なんて……！）

        いくらなんでも、仲が良すぎだ。

        瞬時に熱くなってしまった頬をパン、パンッと両手で叩いたあと、美空は保健室の扉をノックした。

        中から「はーい」と返事が聞こえてきたので、「失礼します」と言って引き戸を開けた。

        「あらっ？　美空ちゃん、今日はオリエンテーションが終わったら真っすぐ帰るって言ってなかった？」

        養護教諭の須崎美織すざきみおりが言った。彼女は美空の従姉だ。

        「うん……。そうしようと思ってたんだけど、ちょっと……いろいろあって……」

        「いろいろって？」

        「……まあ、いろいろ」

        そうして美空は口の端を引きつらせる。正直に言うのは憚られる。

        美織は微笑みを浮かべて「そう」とだけ返した。言いづらいことなのだと悟ったらしい。

        「友だちはできた？」

        「ええと……できた、のかな。三人ほど」

        「三人も？　よかったわね。少し心配してたのよね。ほら、あなた以外は持ち上がりだから、この学園に溶け込みにくいんじゃないかって」

        「は、はは……」

        曖昧に笑っていると、美織がコーヒーを淹れてくれた。

        美空はマグカップを受け取り、ふうふうと風を送って中のコーヒーを冷ました。

        


        　

        　

    

    
        第二章　用具室はこういうことをする場所じゃありません！

        　

        祖父母の家は閑静な住宅街の只中にある。

        そして、その三軒隣には遠縁の親戚である高藤たかとうさくらの家があった。

        美空はさくらの家の前で、彼女が出てくるのを待っていた。

        「ごめん、お待たせ！」

        玄関扉が開き、家のなかからさくらが出てくる。毛先に少し癖のあるダークブラウンのポニーテールがゆらりと大きく揺れた。

        「ううん。おはよう、さくらちゃん。風邪はもう大丈夫？」

        「うん、平気！　入学式のときは、ごめんね？　心細かったでしょ？」

        「あー……う、うん。さくらちゃん、早く良くなってほしいなぁって思ってた」

        美空が言うと、さくらははにかんだような笑みになる。

        「行こっか」

        「うん」

        さくらとともに学園へ向かって歩き出す。

        さくらは祖母の弟の子の、そのまた子どもだ。年末年始や盆など祖父母の家に帰省したときはよく顔を合わせていた。同い年の幼なじみである。

        「美空、葉菜女はなじょに入れてよかったね。幼稚園の先生になるのが夢って言ってたもんね」

        歩きながら、さくらが言った。美空は元気よく「うん！」と相槌を打つ。

        「幼稚園の先生って、あったかくて優しくて……いいよね」

        美空の両親は飲食店を経営している。共働きのため幼稚園行事に来られないことも多々あった。そのせいか、我が子のように優しく接してくれた幼稚園の先生に憧れを抱くようになったのである。

        さくらは美空を横目で眺め、口元をほころばせる。

        「美空なら、きっとなれるよ。優しい先生に」

        「そうかな……？　ありがと」

        美空はポリポリと頬をかきながら照れ笑いを浮かべた。

        歩くこと十分、葉菜女学園に到着する。教室に入るのも、さくらと一緒だと心強い。

        　

        休み時間になると、さくらとその友人が美空の席を囲んだ。

        「そのシャーペン、かわいいね」

        さくらの友人の一人が、美空の机の上にあったシャープペンシルを指さして言った。

        「美空はそのシャーペン――たしか、小学生のときから使ってるよね」

        「へえ、そうなんだ。美空ちゃんって物持ちがいいね」

        美空は「へへ」と言って笑う。

        ピンク色の小さな花のチャームがついたこのシャープペンシルは、夏休みに祖父母の家に帰省した折に出会った女の子がくれたものだ。

        女の子の名前は『アリス』。小学校一年生のときのことなので、アリスというのが本当の名前なのか、あるいは愛称なのかはっきりとは覚えていない。

        アリスと出会ったのは夕暮れ時の公園だった。どういうきっかけで仲良くなったのかはっきりしないが、夏の終わりに彼女がこのシャープペンシルをくれたことだけは記憶している。

        アリスと過ごしたのはそのひと夏だけだった。近々引っ越すのだと彼女は言っていたから、祖父母の家の近くの公園では遊ばなくなったのだろう。

        （アリスちゃん……いまごろ、どうしてるんだろ）

        年齢は、私とそう変わらないくらいだった。いったいどこでなにをしているのか、見当もつかない。

        　

        放課後になり、帰り支度を始める。

        「美空～。一緒に帰ろう」

        鞄に教科書やノートを入れ終えたところでさくらに声を掛けられた。美空は「うん」と返事をしたものの、

        「あっ……。ご、ごめん。私、まだ帰れないんだった」

        「えっ？　なんで？　あ、保健室に寄って行く？」

        養護教諭の須崎美織はさくらの親戚でもある。

        「ううん、違うんだ。ええと……その……」

        百合愛好会に入った、と言ったら、さくらはどう思うだろう。

        しかし、いつまでも黙り込んでいるわけにはいかない。

        「じつはね、私……百合愛好会に入ることになりまして……」

        「えっ、そうなの？　じゃあ私も一緒に――見学に、行こうかな」

        思いのほか軽い返答に、美空は「へっ？」と拍子抜けする。

        （さくらちゃん、百合の意味知ってるのかな？）

        女の子同士でキスをすることが『普通』の愛好会なのだと、知っているのだろうか。

        美空は思案顔で、さくらに視線を投げかける。

        「ん？　どうかした？　早く行こう」

        「う、うん」

        美空は自分の教室から『百合園』までの道を覚えていなかったが、さくらは知っているようだった。美空の少し先をどんどん進んでいく。

        「ねえ。さくらちゃんは、有栖川先輩って……知ってる？」

        「知ってる。この学園ではすごい有名人。だって、去年のミス葉菜女だもん」

        「ええっ!?」

        思わず立ち止まりそうになったが、さくらはどんどん先へ行く。美空はうろたえながらもさくらについていく。

        「顔よし、頭よし、運動神経よし――で、女の子が好き。有栖川先輩は相当人気あるよ」

        「そうなんだ……」

        だったら、私が愛好会を辞めてもすぐに代わりが見つかりそうなものだけど。

        そんなことを考えながら足早に廊下を歩く。さくらは身長が高いから足も長く、美空よりも歩幅が広い。

        「有栖川先輩って……ほれっぽいのかな」

        「えっ？　うーん……そういう噂は、聞いたことないな。女の子が好きだけど、特定のだれかを好きになったっていう話は、聞かない」

        話が一段落するころ、百合園に到着する。

        その部屋の前に立つと、とたんに緊張した。トクトクと胸を鳴らしながら、白い引き戸をコンコンッとノックする。

        中からはすぐに「どうぞ～」と間延びした返事が聞こえた。おそらく小春の声だ。

        （よかった、今日は――してないみたい）

        またキスシーンを目撃してしまったらどうしよう、と不安だったが、大丈夫そうだ。

        「失礼します」

        引き戸を開けながら百合園の中へ入る。部屋には結菜、それから小春と莉乃がいた。それぞれが、テーブルの上に教科書とノートを広げている。

        （勉強してたのかな）

        昨日のようなことのほうが珍しいのかもしれない。

        そう思えば少しは安心する。さくらの、百合愛好会に対する反応が薄かったのも納得がいく。

        三人の視線がさくらに集中していたので、美空は慌てて口を開いた。

        「友だちの高藤さくらちゃんです。見学させていただいてもいいですか？」

        「ええ、もちろん」

        そう答えたのは会長の莉乃だ。さくらは「ありがとうございます」と言って笑う。

        （さくらちゃんって、きっとどこででも上手くやっていけるタイプだよね）

        要領がよく、人当りもよい。いつもどっしりと構えていて、頼りがいがある。

        「勉強されてたんですか？」

        美空が尋ねる。答えるのは小春だ。

        「うん、そう。私が結菜に勉強を教えてもらってたの」

        美空は「そうなんですか」と言いながら結菜を見た。心なしか昨日よりも元気がないようだった。微笑んではいるが、どこか悲しげだ。

        「じゃあ、私たちも一緒に――課題をしても？」

        さくらが訊くと、三人から「いいよ」だとか「もちろん」という答えが返ってくる。

        テーブルを囲む椅子はあらかじめ六つあったので、美空とさくらが着席しても一つ余った。

        テーブルの左端から時計回りに小春、莉乃、結菜、それからさくらと美空が座っている。美空の正面は小春だ。斜め向かいに莉乃、斜め横に結菜がいる。

        鞄から課題のノートと教科書を取り出し、テーブルの上に広げる。

        その後は皆が黙々と勉学に励んだ。

        「――ちょっと休憩にしない？　お茶を淹れるね」

        そう言って小春が席を立つ。

        「あ、じゃあ私たちが」

        するとすぐにさくらが立ち上がり、美空に目配せをした。お茶汲みは一年生の仕事だ、と言いたいのだろう。

        「いいのいいの、気にしないで。お茶汲みは当番制で、今日は私の番なの。それに、さくらちゃんはお客様なんだし」

        「そうですか？　……では、お言葉に甘えて。ありがとうございます」

        さくらはふたたび椅子に座り、小さく頭を下げた。美空もそれに倣って「ありがとうございます」と礼を述べる。

        小春はふたたび「気にしないで」と言いながら部屋の隅へ歩く。白いガラス棚の中からティーカップを五つ取り出し、ガラス棚よりも低い別の棚の上に並べた。

        「美空ちゃん、さくらちゃん。コーヒー、紅茶、緑茶のどれがいい？　インスタントばっかりだけどね」

        さくらが先に答える。

        「あ、私は紅茶でお願いします」

        「私も」

        美空が言うと、小春は「オッケー」と答えてお茶を淹れ始めた。

        テーブルの上にずらりと並べられたティーカップの中身を見る。莉乃だけがコーヒーで、他は紅茶だった。

        結菜は紅茶にミルクを入れていた。さくらはなにも入れずにストレートで飲む。美空はというと、ミルクも砂糖もたっぷりと入れてから紅茶に口をつけた。

        小春がさくらに質問する。

        「ねぇ、さくらちゃんは百合愛好会のことどう思う？」

        「そうですね……。なんというか、未知の会です。メンバーの方の紹介がないと、こうして見学することもできないですよね」

        美空はちらりとさくらのほうを見やる。

        （えっ、そうなんだ）

        「そういう会則にしておかないと、あまり増えてもこの部屋に入りきれないしね」と莉乃が説明した。

        「女の子を愛でる会。それが、百合愛好会」

        抑揚のない声で結菜が言った。微笑していてもやはり、どこか晴れない表情だ。

        「もしさくらちゃんがこの会に入りたいって思うなら、私は大歓迎。莉乃先輩と結菜は、どう？」

        小春が訊く。莉乃は「もちろん、大歓迎」と答えた。

        「……私も」

        しばしの間があって、結菜が言った。

        「ありがとうございます。私も、百合愛好会に入りたいなって思ってたんです」

        さくらが微笑む。美空にはそれが作り笑いに思えてならなかった。先ほどの発言は、心からのものではないのでは、と邪推してしまう。

        「わぁ、嬉しい。一年生が二人も入ってくれて！」

        小春は胸の前で両手を組み合わせて首を傾げた。可愛らしい仕草だ。

        休憩を終えてふたたび課題に取り掛かる。小一時間が経つと、下校のチャイムが鳴った。

        五人で校門まで行く。小春と莉乃、結菜の家は美空とさくらの家とは反対方向だったので、校門を出て早々に別れることになった。

        美空はさくらと二人で桜並木を歩いて家へ帰る。

        「さくらちゃん、本当によかったの？　百合愛好会に入ることになっちゃったけど……。もともと、入りたかったわけじゃ――ないよね」

        「そうだけど……いいよ。美空一人じゃ心配だから」

        「ありがとう……！　さくらちゃんがいてくれたら、心強い」

        美空が言うと、さくらは穏やかな笑みになった。その笑顔はとても自然で、心からのものだとわかる。

        さくらを巻き込んでしまって申し訳ないという気持ちもあったが、美空は大きく安堵するのだった。

        　

        入学してまだ間もないが、毎日のように体育の授業がある。来月初めに体育祭を控えているからだ。

        美空は、体育の授業中はいつもさくらとペアを組んで準備体操をする。

        「さくらちゃんって体が柔らかいよねー」

        そう言いながらさくらの背や肩を押した。

        「……そう？」

        さくらは前を向いたままだ。振り返ることはなかった。

        （あれっ。体が柔らかいって言われるの、イヤだったのかな）

        不安になって、さくらの顔を覗き込む。

        「――ひゃっ！」

        身を屈めた拍子に体勢を崩して、さくらの胸に倒れ込む。とっさに目を瞑ってしまったので、頬に当たる柔らかいものがなんなのか、すぐにはわからなかった。

        「……っ!!」

        さくらが息を止めたのがわかった。美空が顔を上げる。すぐそばにさくらの顔があった。

        さくらの胸に顔を埋める状態になっていた美空は「ごめん！」と言って体を起こす。

        「ごめんね。どこも痛くない？」

        勢いよく倒れ込んでしまったので、負担をかけてしまったかもしれない。

        「……っ、へ、へいき……」

        珍しく上ずった声を出して、さくらは俯く。

        「本当？」

        さくらの表情が見たくて、下から彼女の顔を覗き込む。

        いままでに見たこともないくらい、さくらの顔は赤くなっていた。

        「えっ、本当に大丈夫？　もしかして熱がある？」

        さくらの額にそっと触れる。

        「へ、平気だってば」

        さくらは瞳を潤ませてそっぽを向く。

        そのようすが、熱に浮かされているような気がしてならなかった。

        「保健室で美織ちゃんに診てもらったほうがよくない？」

        「…………」

        さくらは無言で胸に手を当てて、「すう、はあ」と深呼吸をした。

        そうして顔を上げると、すっかりいつもと変わらぬ顔色に戻っていた。

        「心配してくれてありがとう。でも本当に平気だから。ほら、早く準備体操を済ませないと」

        さくらは美空のうしろに回り込む。さくらに背を押されながら、美空は「うん」とだけ答えた。

        　

        葉菜女学園のグラウンドは広大だ。

        トラックの一周は四百メートル。そのまわりには屋根つきのスタンドが配されている。市立の陸上競技場とそう変わらない、立派な造りだ。

        色別対抗リレーのメンバーに選出された美空は放課後、他学年の学生とバトンの練習をするためグラウンドにいた。

        「――美空ちゃん」

        美空は声がしたほうを振り返る。

        「有栖川先輩！　こんにちは」

        結菜はにっこりと微笑んで「こんにちは」と美空に挨拶を返す。

        「美空ちゃんとバトンの練習ができるなんて、嬉しいな。よろしくね」

        「えっ？」

        美空は首を傾げる。

        「あれ、まだ聞いてない？　リレーで美空ちゃんがバトンを渡す相手は、私なの」

        「わぁ、そうなんですね。よろしくお願いします」

        ペコリと頭を下げたあと、あらためて結菜を見る。

        紺色に白いストライプが入ったジャージはこの学園の指定のものだ。同じジャージを着ているはずなのに、自分のものとは別物のように見える。

        ジャージ姿でも様さまになるのは、結菜の美貌が成せる業だ。スタイルのよい結菜なら、きっとなにを着ても似合う。

        二人はバトンの練習を始める。バトンの受け渡しは最初からスムーズだった。結菜の受け取り方がとても上手いのだ。

        美空と結菜はグラウンドの端に並んで体操座りをして休憩を取る。

        「美空ちゃんは、その……さくらちゃんと、仲がいいの？」

        ポツリと、小さな声で結菜が言った。それは、質問するのをさんざん躊躇ったあとのようだった。

        「はい。遠縁の親戚で――幼なじみみたいなものです」

        「幼なじみ……」

        結菜は長いまつ毛を伏せて物憂げな顔をしている。

        「どうかしました？」

        「……ううん、なんでもない。練習、続けましょ」

        颯爽と立ち上がった結菜が右手を差し出す。その手を取らないのは失礼だ。結菜の手をしっかりと取り、立ち上がる。

        握った手は温かくて。

        どうしてか、ドキドキする。

        美空は自分の頬が赤くなっていくのがわかった。

        （先輩が、私に『一目惚れした』なんて言うから――）

        だからきっと、手を繋いだだけで変に意識してしまうのだ。

        「美空ちゃん？　顔が赤いね。まだ疲れてる？」

        「いっ、いいえ！　平気です、練習しましょう！」

        美空は引きつった笑みを浮かべて結菜の手を放し、反対の手に持っていたバトンをぶんぶんと何度も大きく振った。

        　

        リレーの練習を終え、バトンを用具室に戻しに行ったときだった。

        開けっ放しにしていた用具室の扉が突然、音を立てて閉まった。一瞬、閉じ込められたのかと思ったが、そうではなかった。

        「泉先輩……？」

        用具室は扉が閉まると薄暗くなる。目を凝らしてやっと、扉を閉めたのが小春だとわかった。

        「百合園から見てたよ。結菜とリレーの練習してるところ」

        小春がなにを言いたいのか、なんの用があって用具室にやって来たのか、美空には皆目見当がつかない。

        「楽しかった？」

        リレーの練習のことだろうか。

        美空は「はい」とだけ答える。

        「そっか……。じゃあ、私とも――楽しいことしよう？」

        にっこりと微笑んだ小春が近づいてくる。

        「え、えっと」

        楽しいこと、とはいったいなんなのだろう。

        「――っ、あのっ!?」

        楽しくおしゃべりをするだけならば、これほど近くに寄る必要なんてない。美空と小春のあいだにはほとんど距離がなかった。

        小春は美空の両腕を掴み、隙間なく胸を密着させる。

        「用具室に二人きり――ってなったら、することは一つしかないと思わない？」

        いたずらっぽく笑い、美空の胸を両脇から掴む。美空は思わず「ひぇっ！」と叫んだ。

        パクパクと口を動かしたあと、

        「よ、用具室は、こういうことをする場所じゃ……ない、です！」

        息も絶え絶えにそう言った。

        「こういうことって、なぁに？　美空ちゃんは、なにを想像してる？」

        そんな質問をされても、返答に困る。

        美空は「あの、ええと」と言いよどむばかりで、言葉を発することができない。

        「……まぁ、たぶん当たってるけど」

        口元の笑みを深くして、小春は美空の両頬を手で覆った。

        小春の顔が、だんだんと近づいてくる。小春と莉乃がキスをしているところを、鮮明に思い出してしまった。

        （こ、このままじゃ――）

        小春と、唇が重なってしまう。

        美空は小春の肩を掴んだものの、どうしてか力が入らず、迫りくる彼女の体を押しのけることができなかった。

        人生で初めての事態に陥って、動揺してしまい、手に力が入らないのだ。

        （どうしよう……！）

        ギュッと目を瞑ったときだった。

        ガラガラガラッと勢いよく用具室の扉が開いた。美空と小春は同時に扉のほうを見る。

        「……っ、美空ちゃん、あんまり遅いから……！」

        結菜は胸を弾ませて言った。美空と小春が密着しているのを目にするなり、眉をひそめる。

        「小春？　美空ちゃんになにをしようとしてたの」

        「ふふっ、見ればわかるでしょ？」

        結菜は眉間に皺を刻んだまま、小春の肩を掴んだ。

        「美空ちゃんが困ってるじゃない。離れて」

        「イヤよ。いまから楽しいことするんだもん」

        「美空ちゃんは、だめ」

        「どうして？　結菜が、一目惚れしたから」

        結菜はなにも答えない。

        「だったら、私だって。美空ちゃんのこと気に入っちゃったんだもん」

        開き直ったようすで小春は美空に抱きつく。

        「小春！　離れてってば！」

        「もう、しつこいなぁ。……ああ、そうだ。結菜もまざればいいじゃない」

        美空と結菜は絶句して目を丸くする。

        「三人で、楽しく気持ちよくなろぅ？」

        猫撫で声を出し、小春は自身のブレザーのボタンをおもむろに外していく。

        「なに言ってるの!?」

        結菜が声を荒げても、小春は制服を脱ぐのをやめなかった。ブレザーの前を開いたあとは白いブラウスのボタンに手を掛ける。

        美空は慌てふためくばかりで、なにか言うことも、その場から逃げ出すこともできない。

        見てはいけないと思うのに、両目はどうしてか小春の姿を捉えてしまう。

        制服の上からでも、小春の胸が大きいのは一目瞭然だった。

        白いブラウスまでもはだけると、胸の谷間がくっきりと浮かび上がる。美空はそれをジイッと凝視する。

        美空の視線を感じてか、小春は口元をほころばせてブラジャーの下端に指を引っ掛けた。もったいぶるように、ゆっくりと持ち上げる。

        ぷるんっという具合に二つの膨らみが明るみに出た。大きく、そして張りのある乳房を、ついまじまじと見つめる。見つめているという自覚が、このときはなかった。

        「美空ちゃんっ……！」

        視界がガクンッと大きく揺れた。

        二の腕を掴まれた美空は目を見開いて結菜を見る。結菜の瞳は潤んでいた。いまにも泣き出しそうな顔でふるふると首を横に振る。

        声にこそ出さないものの、「見てはいけない」と言っているも同然だった。

        美空は我に返り、コクコクと頷く。

        「なぁに、二人で目配せしちゃって。感じ悪いなぁ」

        大きな胸を堂々と晒して小春は美空に詰め寄る。

        「ねぇ、触って……美空ちゃん」

        「ほぇっ!?」

        素っ頓狂な声が出たことに対する羞恥心よりも、小春が胸を押しつけてくるほうが大問題だった。

        右腕は結菜に囚われている。空いている左腕のほうに、小春は乳房を押しつけて「お願い」とねだった。

        「美空ちゃんに、揉みまわされたいの」

        「だ、だめっ！」

        「結菜には聞いてない」

        ピシャリと言って、小春は上目遣いで美空を見る。

        「他人のおっぱいの感触、知りたくない？」

        どうしてすぐに「知りたくない」と言わなかったのだろう。

        美空はゴクッと喉を鳴らし、現実から目を逸らすように用具室の隅に視線を投げる。

        「私のおっぱい、好きにしていいから」

        「こっ、小春！」

        結菜の、咎めるような呼びかけを無視して小春は美空の手を掴んだ。そうして無理やり自分の胸へと美空の手を運ぶ。

        「あっ……！」

        手のひらにもたらされたのは、とてつもなく柔らかな感触。

        小春の胸に、触ってしまった。

        「あぁん……」

        高い声を上げる小春と、そしてその乳房から目が離せなくなる。

        そんな美空を、結菜は下唇を噛み締めて見つめていた。そしてなにを思ったのか、

        「ゎ、私も……ッ」

        結菜は苦々しげな表情のまま、ジャージのファスナーを勢いよく引き下ろす。

        「えっ!?」

        驚嘆する美空をよそに、結菜は襟元に紺色のラインが入った白いシャツの裾を勢いよく捲り上げた。

        桜色のレースのブラジャーは、とても結菜らしいと思った。それはきっと、結菜と初めて会ったのが桜の木の下だったから。

        結菜はその桜色のブラジャーを、グイッと引っ張り上げる。

        「……っ！」

        ふるりと躍り出た胸の美しさに、思わず息を呑む。

        大きさは小春のほうが勝るが、たっぷりとしているのには違いないし、なにより、絵に描いたような完璧なフォルムだった。肌は透けるように白く、見た目にも滑らかだ。

        （あ、有栖川先輩まで……！）

        めまいを覚える。くらくらしてきた。

        二人の乳房が腕に当たって、両側から挟まれている。身動きが取れない。

        「私のも……触って」

        結菜の声は震えていた。震え声で「お願い」と付け足し、美空の手を掴む。

        掴んできた手は弱々しく、振り払おうと思えば容易くできたことだろう。

        でも、美空はそれをしなかった。

        掴まれた手は糸がついた操り人形のようにゆっくりと上り、結菜の乳房まで届く。

        しっとりとしてすべやかな肌は、すぐに手のひらになじんだ。

        結菜に誘導されずとも、この手のひらを自らの意思で動かして乳房を揉み込みたいという衝動に駆られる。

        美空は自身の息遣いが荒くなるのを感じた。

        明らかに、興奮している。

        「美空ちゃん、私のこと忘れてなぁい？」

        小春にツンッと頬を突かれる。

        「あ、ぇ――えっと」

        小春の指摘どおりだったので、返す言葉がなかった。

        きちんと両手を動かさねば、などと思ってしまったが、

        （待って待って！　そもそもこの状況がおかしいんだってば！）

        必死に冷静になろうとする。

        体育用具室の中で、両手に乳房を収めているこの状況は常軌を逸している。

        そう、頭ではわかっているのに、両手は二人の乳房を掴んで離さない。結菜と小春にはいまだに手の甲を押さえられている。

        （振りほどかなくちゃ）

        手に力を込める。胸から手を放そうとしているのがわかったのか、結菜も小春もそうさせまいと押さえ込んでくる。

        （どうすればいいのーっ!?）

        美空は眉を下げて困り果てる。

        「流れに身を任せればいいの」

        困惑する美空の頭の中を読み取ったかのように小春が言った。

        「ほら、ゆっくりと揉みまわして……」

        諭すような声音だ。小春は美空の手を握り込んでぐるぐると円を描く。

        結菜はいっさい言葉を発しなかったが、思いつめたような顔で美空の手を誘導した。

        美空は両手でそれぞれ円を描き、二人の胸を揉む。

        そうして同時に二人の胸を揉んでいても、どうしてか結菜のことのほうが気になってしまう。

        結菜が、どんな顔をしているのか、どんな反応を示しているのか、気になって仕方がないのだ。

        「私と小春の――どっちが、いい？」

        不安そうな眼差しで結菜が見つめてくる。

        「美空ちゃんは、どっちのおっぱいが好き？」

        いっぽう小春はあっけらかんとしてそう言った。

        「……っ」

        結菜の乳房のほうが、手で揉むのにちょうどいい大きさだと思ったが、そんなことは口が裂けても言えない。

        「ぁ、う……っ。ゎ、わかりません……！」

        するとすぐに小春が「クスッ」と笑う。

        「美空ちゃんたら、けっこう優柔不断？」

        小春は微笑んだまま言葉を継ぐ。

        「いいと思う。私は好きよ、そういうの。だって、そのほうがみんなで楽しめるもの」

        大きく息を吐き、小春は美空の肩に頭を預ける。

        「そろそろ乳首も弄ってほしいな」

        「ちっ――!?」

        皆まで言えない。

        「そう、ち・く・び。それを弄ってもらわなくちゃ、ねぇ？」

        小春は結菜に同意を求めているようだった。

        しかし結菜は無言を貫く。頬を赤くして俯いている。

        「ね、美空ちゃん。早く乳首に触って」

        そんなことを言われればいやがうえにもその箇所を意識させられる。

        結菜も、小春も、薄桃色の先端はピンッと勃ち上がっていた。

        美空は「すう、はあ、すう、はあ」と何度も大きく息をした。

        自分自身を落ち着かせようと思ったが、上手くいかない。

        心臓はドクドクと激しく鳴りっぱなしだし、手のひらは汗ばんできた。

        「乳首を指で嬲ってくれたら、解放してあげてもいい」

        美空はピクッと肩を弾ませる。

        （泉先輩の言うとおりにして……早く終わらせよう）

        用具室の鍵は掛かっていない。

        リレーの練習をしていた学生は帰宅したとは思うが、先生がやって来る可能性だって十二分にある。

        「結菜の乳首も、ちゃんと弄ってあげてね」

        またも、美空は肩を弾ませた。

        ちらりと結菜のほうを見やれば、コクリと頷かれてしまった。

        （あぁ、もう……！）

        美空は深呼吸をして、両手の人差し指をそれぞれの乳頭にあてがい、上下に素早く動かした。

        「ひぁ、あっ……！」

        「あぁあ、ぁん……！」

        二人の嬌声が耳朶をくすぐる。興奮に拍車をかける。

        （ムズムズ、する）

        先ほどから脚の付け根に違和感がある。なにかが溢れ出しているのがわかる。

        そしてそれは、小春も同じだった。

        「ねぇ、見て。私のココ、もうこんなにトロトロになっちゃった」

        小春はスカートを捲り、濡れ染みができたショーツを見せつけてくる。

        結菜はどうなのだろうと気になったが、尋ねる勇気はなかった。結菜の頬は相変わらず紅潮している。唇を噛み締め、耐えるような表情を浮かべている。

        「美空ちゃん？　指、ずっと動かしていてね。私の乳首を、いじめ続けて」

        そう言いながら小春は自身のショーツに手を突っ込む。

        美空はギョッとして指の動きを止めたが、すぐに小春から「ほら、指が止まってる」と咎められたので、ふたたび指先に意識を集中させた。

        「……美空ちゃん」

        言葉少なだった結菜に呼びかけられ、振り返る。

        目の前が真っ暗になった。

        「ん――っ!?」

        結菜と唇同士を合わせているのだと自覚した次の瞬間には、キスは終わっていた。

        「好き……」

        切なげに呟きながら、結菜は美空の首筋に顔を埋める。

        （キッ、キ、キス……しちゃった……!!）

        ファーストキスを、女の子と交わしてしまった。

        動揺していると、耳たぶに生温かいものが這った。結菜の舌だ。

        「ぁ、うっ……有栖川、先輩……！　く、くすぐったい」

        耳の形に沿って舌で舐め上げられる。

        ぞくぞくとした戦慄わななきが脇腹から駆け上がってくる。

        「有栖川先輩っ……！」

        結菜は「んん」と唸るばかりで、舌を引っ込めようとしない。

        「美空ちゃん、指ゆーび。ちゃんと動かして？」

        小春の言葉と同時に、首筋にチクリとした鋭い痛みが迸った。

        「ぅ、あっ……!?」

        痛みはその一度だけではなかった。

        「う、ぅ……ッ」

        繰り返される小さな痛みに耐えながら、美空は懸命に両手の指を動かした。

        　

        体育祭当日は曇天だった。

        雲はそう厚くないが、かといって青空が見まみえそうにもない。

        グラウンドでさくらと一緒に準備運動をしていると、小春がやって来た。

        「美空ちゃーん、それにさくらちゃんも。おはよう」

        「おはようございます」とスムーズに挨拶を返すさくらとは対照的に美空はぎこちなく「おはっ、よう、ございます」と言った。

        「今日はお互い頑張ろうね」

        何事もなかったかのように微笑み、小春は上機嫌で去っていく。

        （なんであんなにいつもどおりなのーっ!?）

        用具室での出来事からまだ二日しか経っていないというのに、なぜあのように平然としていられるのだろう。

        （泉先輩って……よくわからない）

        てっきり、莉乃――温水先輩と「ラブラブ」なのだと思っていたから、よけいに戸惑ってしまう。

        （もしかして、だれでもオーケー……なのかな）

        女の子ならだれでも、の節操なしなのかもしれない。

        「美空？　泉先輩となにかあったの？」

        「へぁっ!?」

        美空は奇声を上げて両肩を大きく跳ねさせる。

        「やっ、べつに、なにも！」

        ぶんぶんと首を振って否定したが、さくらは訝しんでいるようだった。

        「……なにか困ったことがあったら、言ってね」

        「う、うん。ありがとう」

        さくらには、言えない。

        用具室で、結菜と小春の胸を揉み、乳首を弄りまわしたのだとは、言えない。

        （そんなこと話したら……絶対、軽蔑される）

        美空はぶるっと震え上がりながら、準備運動で上体を伏せるさくらの背を押した。

        　

        体育祭の開会式が終わると、そのあとはなにをするにも慌ただしかった。

        最終種目である色別対抗リレーまで、あっという間だ。

        入場門で整列する。美空のうしろには結菜がいた。

        結菜とは、用具室での一件のあと初めて顔を合わせた。

        「……美空ちゃん」

        呼びかけてきたのがだれなのか、顔を見ずとも声でわかる。

        「は、はいっ」

        カクカクとぎこちない動きで結菜のほうを向く。

        面と向かい合うのが気恥ずかしくて、視線が下がってしまう。

        「このあいだは……その、ごめんね」

        目を伏せていたので、結菜がどんな表情をしているのかわからなかった。

        美空は「い、いえ」と言うのがやっとだ。

        「リレー、頑張ろうね」

        目線だけを上向かせる。

        結菜はウェーブがかった薄茶色の髪の毛を頭の高い位置でひとまとめにしていた。穏やかに微笑むその顔に釘付けになる。

        （有栖川先輩ってほんと……きれいで、かわいい）

        トクンッと胸が鳴ったのは、なぜだろう。

        結菜に憧憬を抱いたからなのか、あるいはもっと別の感情によるものなのか。自分では――いますぐには、答えが出せない。

        「……どうかした？」

        結菜が首を傾げる。美空はまたも「いえっ」とだけ言って、にわかに熱くなっている自分の頬をぽりぽりと指でかいた。

        リレーの練習はじゅうぶん行っていたがやはり、観客がいるのといないのでは雰囲気が異なる。普段は閑散としているスタンド席だが、いまは人で埋め尽くされている。

        美空はトラック上に立ち、バトンが運ばれてくるのを待った。

        バトンを落としたり足をもつれさせて転んだりと、練習中には起こり得なかったことが起きてしまうのが本番というものだ。

        自慢ではないがリレーの選手に選ばれることはこれまでも多々あった。足はそこそこ速いほうだと自負している。

        ドッ、ドッ、ドッと胸が高鳴る。こうして、バトンを待っているときがいちばん緊張する。バトンをもらって走り出してしまえば、緊張の糸は多少緩む。

        美空は第二走者だった。第一走者――他クラスの一年生――からバトンを貰い、走る速度を上げる。

        第三走者である結菜までの距離は、百メートル。

        美空は結菜を目指して一心不乱に走る。

        バトンを持ってひた走るこの瞬間はいつも爽快だった。

        でもいまは、いつになく心が躍っている。

        なぜなのだろう――。

        「はいっ！」と大声で叫べば、すでに走り出していた結菜が右手をうしろに差し出す。バトンの受け渡しは、互いの顔を見ずに行う。走るスピードを落とさずにバトンを繋ぐためだ。

        美空は結菜の手のひらにバトンを押し当てる。結菜の手に握り込まれたのを確認して、バトンを放した。

        結菜の背中は瞬く間に遠くなる。

        美空は「はぁ、はぁ」と大きく息をしながらトラックから外れてグラウンドの中に腰を落ち着かせた。

        カーブに差し掛かった結菜を見る。

        それまでどんよりと曇っていた空が、急に晴れた。

        初夏の陽射しが結菜を照らして煌かせる。耳元がきらりと光ったのは、彼女が普段から身に着けている小花のピアスが陽の光を反射したせいだろう。

        美空はそれを見て、改めて思う。

        結菜は、やはり美しい。

        　

        体育祭を終え、ロッカールームで着替えをしているときだった。

        「ん……？　美空、ここ――虫刺され？」

        ジャージを脱ぐなり、傍らにいたさくらに首筋を指さされた。

        「うん？」

        美空は指で示された箇所を手で覆う。

        「べつに、かゆくもなんともないけど――」

        そう言ってしまったあとで、「あっ」と大声を上げる。

        （ここ――有栖川先輩にキスされたところだ……！）

        カッ、と頬が熱くなる。ロッカールームの鏡に映る自分は耳まで真っ赤だった。

        「あ……ええと、ちょっとは……かゆい、かな」

        引きつり笑いを浮かべる美空を、さくらは訝しげに見つめていた。

        


        　

        　

    

    
        第三章　両腕を縛られたらどうすることもできません！

        　

        今日は水無月祭。水に感謝する、葉菜女学園独自の催しである。

        水無月祭はおもに学園の大学部が主催する。美空はお客さん側だ。

        水無月祭のメイン会場である体育館に、さくらとともに到着する。

        「模擬店なんかもあるから、けっこう楽しいよ」

        濡れた傘の雫を払ってくるくるとたたみ、ビニール袋に入れながらさくらが言った。

        「そうなんだ？　よかった、朝ごはん少なめだったから、もうお腹ぺこぺこ」

        「じゃあ先になにか食べよっか」

        「うん」

        模擬店は体育館に入ってすぐ、右側にずらりと並んでいた。たこ焼きや唐揚げ、ポテトなど、食べやすそうなものがたくさん売ってある。

        模擬店の食べ物のほとんどが保温器に入れられていた。その場で学生が作っている、というわけではなさそうだった。

        「どうしよう、迷うね。……一通り買う？」

        冗談半分に言うと、さくらは、

        「そうだね。全部買って、二人でわけない？　ちょっとずついろいろ食べたい」

        「そうしよう！」

        模擬店で売られている食べ物はお小遣いでもじゅうぶん手が出る値段ばかりだ。一通り買い揃えたとしても、二人でお金を出し合えばそれほど高額にはならない。

        手始めにポテトを買いに行く。模擬店の売り子は赤縁眼鏡を掛けた小柄な大学生だった。

        「ありがとうございます」

        ポテトを受け取り、次の店へ。模擬店は横並びなので、テンポよく次々と食べ物を買い揃えることができる。

        食べ物が入った白いビニール袋を両手にいくつも提げて、ステージ前に並べられたパイプ椅子に座る。

        「ステージでなにかあるの？」

        「水の大切さを伝える寸劇――ってことになってるけど、ほとんどギャグって感じ。面白いよ」

        「それは楽しみ！」

        ポテトをつまみながら、劇が始まるのを待つ。

        上演時間ぎりぎりになると、ステージ前のパイプ椅子は学生や一般客でいっぱいになった。

        寸劇を見ているあいだじゅう、美空とさくらは笑いっぱなしだった。さくらの言うとおりギャグ路線で、とても面白かった。

        寸劇が終わるころには模擬店で購入した食べ物はすべてお腹の中に入ってしまった。

        「次は迷路に行こう」

        模擬店の反対側には幕で覆われた一角があった。そこは迷路になっていて、水に関するクイズに答えながら正しい道を選択し出口を目指すという、脱出ゲームのようなものだそうだ。

        「クイズの選択を間違えたら、どうなるの？」

        「行き止まりになっちゃうから、もとの場所まで戻るしかない。クイズは毎年違うけど、そんなに難しくないと思う」

        「そっか」

        さくらは「クイズは難しくない」と言っていたが、それは毎年この水無月祭に参加しているさくらだからこそだと思った。毎年参加していれば水に関する知識が増えていく。初めてこの催しに参加する美空には、どのクイズも難解だった。

        さくらがほとんどのクイズに正解したおかげで、スムーズに出口まで辿り着いた。脱出記念品のチョコレートを貰い、展示物コーナーへと歩く。

        「あ――」

        そこで、百合愛好会のメンバーと遭遇した。

        結菜、小春、莉乃の三人はいま来たばかりなのか、手には傘しか持っていなかった。

        「こんにちは」

        美空が言うと、さくらも続けて「こんにちは」と言った。

        「先輩方は、いまからまわられるんですか？」

        さくらの質問には莉乃が「うん、そう」と答える。

        次は結菜が、「美空ちゃんたちも、いまから？」と尋ねた。

        「いえ、私たちはもうほとんどまわり終えました」

        さくらが口早に答えると、結菜は「そうなの……」と呟いて残念そうな顔になった。

        「じゃあまた、百合園で。あ、そうだ……美空ちゃん」

        小春が近づいてくる。美空はつい身構えてしまう。

        「このあいだは楽しかったね。私と結菜と美空ちゃんで、またシよう？」

        「……っ!?」

        耳元でそんなことを囁かれては、縮み上がらずにはいられない。

        「さ、さようなら……！」

        ペコリと頭を下げて歩き出す。

        （さくらちゃんに、聞こえてないよね……!?）

        いったいなにをしたのか、もしも言及されたら困る。嘘を貫きとおす自信がない。自分は嘘が下手なほうだと思う。

        しかしさくらは小春の発言が聞こえなかったらしく、なにも訊いてこなかった。

        美空はホッと胸を撫で下ろし、展示物を見る。精緻な模型がいくつも展示してあった。

        （私も、大学部になったらこういうのを造ることになるのかな）

        細かな作業が好きなので、楽しみだ。

        展示物を見終えた美空とさくらは体育館をあとにして帰路につく。

        外は相変わらずの雨だった。梅雨なので仕方がない。

        しとしとと降り続く雨の中をさくらと二人で歩く。

        「……家、遊びにくる？」

        もうあと数分で自宅に着くというころになって、さくらにそう提案された。

        とくに用事もなかったので、美空は「うん」と二つ返事をする。

        さくらの家の車庫には車が一台もなかった。

        「お邪魔します」

        「両親とも出掛けてて、いないよ」

        美空は「そっか」と相槌を打ってさくらの家に上がり込む。

        リビングに入るなり、さくらにソファに座るよう促された。

        「あぁ、喉渇いた」

        その言葉のあと、さくらは首を傾げる。

        「あれ？　ドリンクサーバーの場所が変わってる。お母さんたら、また模様替えしたんだ」

        ポツリとぼやいて、さくらはドリンクサーバーに空のグラスをあてがった。ジュースがなみなみと入ったグラスの一つを美空に手渡す。

        「はい、どうぞ」

        「ありがと」

        グラスを受け取り、香ったのは柑橘系の匂い。

        （なんのジュースだろ？）

        色はなく透明だから、見た目からはわからない。

        飲めばわかるだろうと思って口をつける。

        「んっ？」

        口に含んだのはほんの少しだったが、違和感を覚えた美空はすぐに飲むのをやめた。

        （これって――）

        もう一度、匂いを嗅ぐ。顎に手を当てて「うーん」と考え込んだあと、

        「ねえ、これ……お酒じゃない？」

        隣に座っている幼なじみを見る。さくらが手にしていたグラスはすでに空だった。先ほど「喉が渇いた」と言っていたから、一気に飲み干したのだろう。

        「ふぇ？」

        「さ、さくらちゃんっ！」

        さくらの顔は真っ赤になっていた。

        「だっ、大丈夫？」

        美空は自分が持っていたグラスと、それからさくらが手にしていたグラスをローテーブルの上に置く。

        ふと、冷蔵庫に貼られた紙切れが目に入った。

        『さくらちゃんへ。右側のドリンクサーバーにはお酒を入れているから、飲まないでね』

        美空はサァッと青ざめる。

        「それ、やっぱりお酒だ！」

        するとさくらが「ヒック」としゃっくりをした。

        「さくらちゃん？　もしかして、酔っ払っちゃった……？」

        「んむぅ……」

        さくらの瞳はどこか虚ろだ。

        「お、お水はどこだろう――」

        勝手のわからない他人の家だ。まして、さくらの母親が模様替えをしたらしいから、美空にはますますわからない。

        それでもやはり、水かお茶を探して飲ませたほうがいいだろう。

        そう思い至って、ソファから立ち上がろうとしたとき。

        急に視界が反転して、ソファに倒れ込む。

        目の前には、さくらの顔。

        「みそらぁ……」

        いまにも唇が触れてしまいそうな位置でさくらは言う。

        「先輩たちと、なにをして……楽しんだの？」

        そうしてまた「ヒック」としゃっくりをして、美空の頬にちゅっとくちづけた。

        （さくらちゃん、間違いなく酔っぱらってる！）

        美空は「気を確かに持って！」と叫んだ。しかしさくらは、

        「私とも、シようよ――」

        美空の耳元で囁き、ふたたび頬に唇を押し当てる。

        「わゎっ……」

        美空は片目を細めてさくらの肩を掴んだ。なんとかして押しのけようとしたが、びくともしない。さくらのほうが身長が高いから、私よりもきっと体が重い。

        「さくらちゃん……っ！」

        大きな声で呼びかけたものの、さくらはなにも答えなかった。

        さくらの息遣いは熱く、荒い。そんな吐息を、ひっきりなしに首筋に吹きかけられる。くすぐったくてたまらない。

        さくらの片手が緩慢に動いて、美空の胸を撫で上げる。

        「……ッ！」

        さくらはいったいどうしてしまったのだろう。いや、酔っぱらってしまったのはわかる。

        （酔っぱらって、人肌が恋しくなった――とか？）

        どれだけ考えても、さくらの頭の中は計り知れなかった。胸をぐにゃぐにゃと揉まれている理由が、わからない。

        「し、しっかり、して……！」

        いつも毅然として、めったなことでは狼狽えず、頼りになる『さくら』はどこへいってしまったのだろう。

        いまは「んん」と唸るばかりで、美空の言うことなどまるで聞いていない。

        このままではいけない。

        なにもできずにいたら――用具室の二の舞だ。

        美空はガシッと力強くさくらの手首を掴んだ。

        さくらの目がほんの少しだけ見開かれる。

        「……抵抗するの？」

        いままでに聞いたことのない、低い声だった。

        さくらはおもむろに身を起こし、制服のスカートのベルトをするすると外していった。

        「ひゃっ!?」

        さくらは美空の両腕を頭上でまとめる。いましがた外したばかりのベルトを美空の手首に巻きつけ、自由を奪っていく。

        「さっ、さく、さくらちゃんっ！」

        思いもしない行動に、美空は慌てふためく。

        「美空が悪い」

        不機嫌顔でそう言って、さくらは「はぁ」とため息をついた。心なしか目が据わっている。

        さくらは自身の制服のボタンに手を掛けて外し、ブレザーを脱いだ。唇を一文字に引き結び、淡々と制服を脱いでいく。

        両手の自由がきかず身動きの取れない美空は、さくらから目を逸らすしかなかった。

        （本当に、どうしよう……！）

        なにか打開策はないかと考えを巡らせるが、名案は思いつかない。なにが『正解』なのかわからないけれど、とにかくこのままではまずい。

        不意に、さくらの手が胸元を掠めた。美空は正面に目を向ける。

        「――!?」

        気がつけばさくらは身に着けていた制服をすべて脱いで――裸になっていた。

        さくらの乳房は結菜や小春に比べると小ぶりだった。腰はよくくびれており、全体的に体の線が細い。

        （――って、私ったら……！）

        さくらの裸体をジロジロと見た挙句、百合愛好会の先輩方と比較してしまった。

        美空が罪悪感に苛まれているあいだ、さくらは髪の毛を束ねていた桜色のシュシュまでも外して床に放り投げた。

        さくらのダークブラウンの髪の毛が彼女の肩や胸元にふわりと広がる。

        「両手を縛っちゃったから、制服を脱がせられない……」

        残念そうにぼやいて、さくらは美空の胸元を乱していく。

        「あっ――」

        ブラウスのボタンを外されても、手も足も出ない。手首はベルトに、両足はさくらのお尻に抑え込まれている。

        ピンク色のブラジャーが明るみに出る。背のホックはそのまま、無理やり捲り上げられた。

        さくらは露になった美空の胸を無言で見下ろした。

        いっぽう美空は、自分のほうが先にさくらの裸体を見てしまったものだから、見られても文句は言えないと思った。

        （こんなにジロジロ見られると恥ずかしいけど……見ないで、なんて言えない）

        他人と比べてしまった罪悪感もあいまって、なにも言うことができない。

        「美空の胸……きれい」

        その言葉とともにさくらの両手が膨らみを撫でる。

        「ひぁっ！」

        脇腹のあたりを、触れるか触れないかの加減でツツツッとなぞられ、くすぐったさが込み上げてくる。

        「さくらちゃんっ、くすぐったい！」

        「……くすぐったい、だけ？」

        さくらは悩ましげに大きく息を吐く。小ぶりの乳房が微かに上下した。

        「じゃあ、気持ちよくなるようにしなくちゃね……」

        とろんとした顔つきでそう言って、さくらは両手で円を描く。

        「ぅ、ひゃっ……！」

        二つの膨らみを手のひらで覆われ、ぐるぐると揉みまわされる。

        こんなこと、異性はおろか自分でもしたことがない。

        「やっ、やめ……やめて、さくらちゃん……！」

        「……イヤ」

        さくらはぷぅっと頬を膨らませて、

        「乳首を弄らないと、だめ？　気持ちよくならない？」

        首を傾げ、美空の胸飾りを凝視する。

        「あぁ、それとも……私のと、擦り合わせる？」

        さくらの人差し指が、胸の先をツンッと押す。

        「きゃっ！」

        悲鳴を上げると、さくらは口元を嬉しそうにほころばせた。人差し指の先で美空の乳頭をクニクニと押し嬲る。

        「ぁっ……！　や、ゃっ……だめっ……！」

        「でも、硬くなってきたよ？　美空の乳首――」

        「そ、そんな……ぁ、あぁっ」

        乳首を二本の指で挟まれ、ギュッ、ギュッと強く引っ張り上げられる。

        「やっ、やぅ、う……うぅ！」

        いけないと思うのに、そうして指で刺激されると気持ちがよくなる。

        美空は「やめてぇ」と言いながら首を横に振った。動かせる部分はそこしかない。

        「引っ張られるの、イヤ？　じゃあやっぱり、擦り合いっこするしかないね」

        艶っぽく笑って、さくらは上半身を低くする。興奮しているのか、先ほどにも増してさくらの息遣いは荒かった。

        「もうちょっとで、触れ合いそう……。私と、美空の乳首」

        薄桃色の先端同士が、ちょんっとわずかにぶつかり合う。

        「あぁぁんっ！」

        大声を上げたのはさくらだ。美空はその声に驚いてビクッと体を弾ませる。

        「あ、どうしよ……。ちょっとだけでも、すごく気持ちいい。いっぱい擦り合ったら、どうなっちゃうんだろ……！」

        さくらは瞳を潤ませて口角を上げる。「はぁ、はぁ」とますます呼吸を荒くして、乳頭を美空のものに押しつけた。

        「はぅんっ！　あっ、あぁ……イイ……！」

        懸命に肩を揺すり、乳頭を擦りつけてくる。

        肉欲を丸出しにした、こんな幼なじみは――知らない。

        どうしてだとか、いけないことをしているという、疑問や背徳感がないまぜになって、美空の瞳を潤ませる。

        「こんなに、イイなんてっ……。あ、あぅ、んんぅ！」

        困惑する美空をよそにさくらは快楽に耽っていた。美空はそれを呆然と眺める。

        いま目の前にいる幼なじみが、これまでとは別の人間のように思えてならなかった。

        さくらは口を半開きにして目を伏せ、自身の脚の付け根に右手を伸ばす。

        見てはいけないとわかっているのに、さくらが自分の秘所を指で弄るようすを視界に捉えてしまう。

        「はぁっ、きもちぃ……っ！」

        割れ目の奥にある小さな豆粒を人差し指ですりすりと擦りながら、さくらは高らかに喘ぐ。

        「ぁっ、ぁんっ……！　も、イきそ……ぁ、ふぁっ」

        幼なじみの頬の赤みが強くなる。眉間には深い皺が刻まれていた。苦悶した表情を浮かべて絶叫する。

        「あぁああぁあぁっ！」

        さくらの下半身がビクッ、ビクッと痙攣する。そういう振動が伝わってきた。

        「ふ……」

        こと切れたようにさくらは美空の胸に突っ伏す。手は股間に添えられたままだ。

        そのまま動かなくなってしまったので、美空は焦った。

        「え――あ、あの、さくらちゃん……？」

        呼びかけても反応がない。

        「さくらちゃんっ!!」

        大声で呼びかけても、結果は変わらなかった。

        耳を澄ませば、すぅすぅという寝息が聞こえてくる。

        「眠っちゃったの？」

        やはり、返事はない。

        美空は「はぁ」と大きく息を吐いたあとで、ハッとして目を見開く。

        （私の手、縛られたままだ！）

        胸元は乱れているし、さくらに至っては裸だ。

        こんな状態を、さくらの両親に見られたら――。

        美空の顔がサァッと青ざめる。

        「さくらちゃんっ、起きて！」

        「んん……」

        美空は何度も「さくらちゃん」と呼びかけて幼なじみを起こそうとしたが、さくらは「んん」だとか「むぅ」と唸るばかりでまったく目を覚まさなかった。

        「ど、どうしよう……」

        途方に暮れている場合ではない。

        さくらが目を覚ましてくれない以上、自力でどうにかするしかない。

        美空はベルトが巻きついている両手首を力いっぱい動かした。少しでも緩めば、ベルトを抜けさせることができる。

        「う、うぅっ」

        がんじがらめにされているせいでなかなか解ほどけない。

        「んーっ！」

        歯を食いしばって両手に力を込める。手首を上下左右にめちゃくちゃに動かす。

        「あ、っ――」

        手首の締めつけが幾分か緩くなった。

        ベルトを噛んで引っ張りながら、さらに緩ませる。

        「はぁ……よかった」

        両手は自由になった。

        しかし、安堵している場合ではない。さくらの両親がいつ帰ってくるかわからない。

        美空はさくらの肩を掴んだ。自分の体を横へずらして、さくらをソファに横たえる。

        裸のさくらをそのままにして帰るわけにはいかない。まずは自分の制服を正して、それからさくらに服を着せた。

        さくらの服はリビングのあちらこちらに散らばっていたので、かき集めるだけでも大変だった。

        「ふう……」

        さくらに制服を着せ終えた美空は額ににじんだ汗を手の甲で拭って立ち上がる。手近にあったブランケットをさくらの体に被せたあと、

        「さくらちゃん、この家の鍵を探させてね」

        寝ている幼なじみに向かって断りを入れ、鞄の中を漁る。さくらの家の鍵はすぐに見つかった。

        玄関から外へ出た美空はさくらの家を施錠し、鍵はポストに入れた。

        傘をさして祖父母の家へと歩きながら、美空は大きなため息をつくのだった。

        　

        翌日、学校へ行くころ。美空は気が重かった。

        先に行ってしまおうかとも考えたが、それもどうかと思ったので、結局はいつもの待ち合わせの時間にさくらの家へ行った。

        「おはよう、美空」

        玄関から出てきたさくらは至って普段どおりだった。

        「お、おはよう……」

        いっぽうの美空はあからさまにぎこちない。

        しかし、そんな美空をさくらはあまり気にしていないようだった。

        二人は学校へ向かって歩き出す。

        「ねえ、私……昨日、どうしたっけ」

        「へっ!?」

        「家に帰って、ジュースを飲んだところまでは覚えてるんだけど……」

        さくらは歩みを止めず顎に手を当てて首を捻る。

        「もしかして、なにも覚えてないの？」

        「なにも――って、なに？　……私、なにかした……？」

        「うっ、ううん！」

        美空はぶんぶんと首を横に振る。

        「さくらちゃん、ジュースとお酒を間違えて飲んで、酔っぱらっちゃったみたいだよ。それで、ソファで寝ちゃったから……私は、すぐに帰ったんだー……」

        棒読みになってしまった。

        わざとらしかっただろうか。

        嘘だと、ばれてしまうだろうか。

        「そっか……。ごめんね、美空」

        さくらは申し訳なさそうに眉を下げた。

        「ううん、気にしないで」

        美空はにっこりと笑う。上手く笑えている自信がなかったが、別段、怪しまれはしなかった。

        （よかった……）

        なかったことになるのがいちばんいい。

        （……私も、早く忘れよう）

        さくらの淫靡な姿を、いつまでも覚えていてはいけない。

        


        　

        　

    

    
        第四章　百合愛好会の合宿は刺激が強すぎです！

        　

        「夏休みなので、合宿をしまぁす！」

        百合園に入るなり、部屋の中にいた小春が叫んだ。

        美空は何度も瞬きをして首を傾げる。さくらはというと、「合宿ですか？」と小春に問い返した。

        「最近は毎年、行ってるの。小春のお父様が所有してる、プライベートビーチつきの別荘に」

        答えたのは結菜だ。

        「夏休みの後半、一週間くらいを予定してるけど、美空ちゃんとさくらちゃんの都合はどう？」

        シャープペンシルを手に持ったまま莉乃が言った。

        「特に予定はないです」

        さくらが答えた。美空は自分の席につきながら「私もです」と言う。

        「じゃあ、全員参加ね！　あぁ、楽しみ！」

        小春は満面の笑みになって、テーブルの上に教科書と課題のノートを広げた。

        「夏休みの宿題ですか？」

        さくらが小春に尋ねる。

        「そう。合宿までに宿題を全部終わらせること。それが、合宿に参加する条件なの！」

        「えぇえっ!?」

        大声を上げて驚嘆したのは美空だ。

        「がっ、合宿までに全部……ですか!?」

        なにを隠そう、美空は夏休みの課題をぎりぎりに終わらせるタイプなのである。

        「もしかして美空ちゃん、宿題はぎりぎり派？」

        結菜は顎に手を添えて微笑んでいた。優美な仕草だ。

        美空はコクコクと頷く。

        「わからないところでつまずいちゃって、進みが悪くなるんです」

        「それなら、大丈夫。私が教えてあげる」

        「本当ですか!?　ありがとうございます」

        美空は胸の前で手を組み合わせて結菜を見た。あぁ、先輩が女神に見える。

        夏休みの課題にはいつも苦労しているから、教えてくれる人がいるというだけで気が楽になる。

        「美空。私も、わかる範囲で教えてあげるから」

        「さくらちゃんも、ありがとう！」

        安心しきったようすで笑う美空を、結菜とさくらが見つめる。美空の専属教師となった二人の視線が絡むことは、一度もなかった。

        　

        夏休みの課題に取り組むため、美空は毎日のように百合園へ通った。

        梅雨が明けるととたんにうだるような暑さに見舞われ、学園まで徒歩十分ほどとはいえ堪える。

        さくらと一緒に汗だくになって通学路を歩き、百合園へ入る。

        「おはようございます。泉先輩、温水先輩」

        「おはよう」

        百合園には小春と莉乃が先にいて、課題に取り組んでいた。

        「あぁ、涼しい……！」

        美空はテーブルの脇に荷物を置いて椅子に腰掛け、背もたれに体を預けてエアコンの涼やかな風を満喫した。

        百合園は冷暖房完備だ。

        夏休みだが、あらかじめ先生に愛好会の活動日を申請しておけばエアコンやポットなどは普段どおり自由に使えるそうだ。

        （有栖川先輩は、まだみたい）

        トイレにでも行っているのだろうかと思ったが、そもそも結菜の荷物がない。まだ来ていないようだ。

        美空が課題のノートをテーブルの上に広げると、ガラガラッと音を立てて百合園の扉が開いた。

        「みんな、おはよう」

        その声で扉のほうを向く。白いワンピース姿の結菜が、そこにいた。

        （わぁ……。今日もかわいい）

        夏休みのあいだは私服で登校できる。

        この何日か、結菜の私服を目にしているが、いずれもモデルばりに素敵なのである。

        （そもそもスタイルがいいっていうのもあるけど……センスも、いいんだろうな）

        裾に細やかなレースが施してある、軽やかで清楚なマキシ丈のワンピースだ。

        先端に薄茶色の玉がついた細いリボンと、裾よりもいっそう精緻なレースが胸元を飾っていた。

        そしてその向こう側には、美しい乳房があって――。

        （わっ、私ったら……！）

        美空は慌てて視線をノートに戻す。

        用具室で見た結菜の乳房を、鮮明に思い出した。

        これでは、ワンピースの向こう側を透視してしまったようだ。なんともいたたまれない。

        花のチャームがついたシャープペンシルを手にして課題のノートを見ていた美空だが、ペン先は少しも動かない。

        美空の斜め隣に腰を下ろした結菜がノートを覗き込んでくる。

        「わからないところがあるの？　どこ？」

        「あ、ええと――」

        すると、横からさくらが話しかけてきた。

        「有栖川先輩はご自分の宿題をなさっていて大丈夫ですよ。私が美空に教えますから」

        結菜は顔を上げ、微笑みを崩すことなく言う。

        「そういうさくらちゃんこそ」

        「私は、もうほとんど終わりましたから」

        「私もよ。夏の宿題はもう全部、終わってる」

        美空は結菜とさくらの会話を聞いて、感心するばかりだ。

        （二人とも、すごい）

        夏休みが始まってまだ一週間も経っていないというのに、課題が終わっているとは。信じられない。

        「ふふっ。美空ちゃんったら、罪な女の子！」

        正面の椅子に座っていた小春が口元に手を当てて笑う。美空は首を傾げた。

        「泉先輩、あの――なにがですか？」

        「やだ、無自覚？　まぁいいけど。それはそれで、面白いし」

        美空は頭に疑問符を浮かべる。いったいなにが『罪』なのだろう。

        「ねぇ。美空ちゃんは……私とさくらちゃん、どっちに教えてもらいたい？」

        「えっ!?」

        結菜に詰め寄られ、美空は困惑する。

        「美空？　先輩のお手を煩わせるのは、気を遣うよね」

        さくらに顔を覗き込まれる。

        「あ、あの、ええと――」

        正直なところ、教えてもらえるのならどちらでもいい。

        しかしそうとは言えない。かといって、どちらかを選べばどちらかの気を悪くしてしまうようで、答えに窮する。

        「結菜、それにさくらちゃん。美空ちゃんに教える科目を分けたらいいんじゃない？」

        見かねたようすで莉乃が言った。

        「……そうですね」

        結菜は笑っていたが、「まだ納得いかない」と顔に書いてあるような気がした。

        「そうですね、そうしましょう。有栖川先輩の得意科目はなんですか？　私は数学と理科です」

        さくらが結菜に尋ねた。

        「私は、国語と英語。さくらちゃんは理系科目が得意なのね。じゃあ、ちょうどいいわね。文系科目は私、理系科目はさくらちゃんが教える、ってことで」

        「わかりました」

        美空は結菜とさくらの顔を交互に見たあと、「ありがとうございます」と言いながら深々と頭を下げた。

        　

        結菜とさくらの指導のもと夏の課題をすべて終わらせた美空は晴れやかな気持ちで電車に乗った。

        小春の別荘までは電車で一時間ほどだという。

        百合愛好会の面々は鈍行の対面電車に横並びで座った。端から、莉乃、小春、結菜、美空、さくらの順だ。

        「美空ちゃん。チョコ食べる？」

        結菜が手に持っているのは個包装された生クリーム入りのチョコレートだ。

        「はい！　いただきます」

        甘いものに目がない美空はすぐに飛びつく。

        結菜からチョコレートを貰うと、

        「美空はチョコならホワイトのほうが好きだよね」

        そうして今度はさくらに、板状のホワイトチョコレートを渡された。

        「ありがと」

        美空は喜々としてホワイトチョコレートを口に入れる。

        「……ふつうのチョコは、嫌い？」

        「むっ!?」

        結菜のほうを見やれば、先輩は悲しそうな顔をしていた。

        「いえっ、そんなこと！　ふつうのチョコも好きです。というか、甘いものならなんでも」

        そう言いながら、結菜から貰ったチョコレートの包みを開けて食べる。

        「そう？　……よかった。美空ちゃんの好きなもの、嫌いなもの……いろいろ知りたいな。教えて？」

        結菜が身を寄せてくる。右腕に結菜の胸が押し当たる。心臓がドキンッと大きく鳴った。

        「美空は本当、甘いものに目がないですよ。いつだったかな……親戚で集まったとき、だれかから貰ったお土産のクッキーを美空が一人で食べちゃって」

        「さっ、さくらちゃん！　それ、小学生のときの話だから！　いまはさすがに、独り占めなんてしないから」

        「ほんとに？」

        さくらは目を細めてクスクスと笑っている。

        「さくらちゃんは、美空ちゃんのこと……たくさん知ってるのね」

        「幼なじみで、血の繋がりもありますから」

        「そう……」

        それきり結菜は黙り込んだ。さくらも、なにも言わない。

        （な、なんだろう……この空気）

        なんとなくだが、重い。場の空気が、重いような気がしてならない。

        「あっ、あとどれくらいですかねー？」

        小春と莉乃のほうを向いて問いかけた。

        「あと十分くらい。みんなの水着姿、楽しみだなーっ」

        うきうきとしたようすで小春が言った。

        （水着……）

        結菜は、どんな水着だろう。色は、白に違いない。結菜の私服は白をベースにしたものが多い。きっと、好きな色なのだろう。

        （あれ……？　私も、有栖川先輩のこと……）

        もっと知りたい、と思ってしまった。

        好きな色だけでなく、好きな食べものや嫌いな食べもの、休日はなにをしているのだろうか――というようなことが、気になり始める。

        （今度、聞いてみよう）

        いまは――みんなの前では、尋ねづらい。

        　

        到着駅のホームはとても小さかった。

        海の向こうに、ソフトクリームさながらの夏雲が広がっている。

        天気は快晴。海日和である。

        小春の別荘は駅から歩いてすぐのところにあった。ペンション風のものを想像していたがそうではなく、一般的な住宅とそう変わりなかった。むしろ、このあたりの住宅の中でもひときわ目を引く、広大な建物だ。

        真っ白な壁が太陽の光を反射していた。建物はおそらく三階建てだ。砂浜よりもずいぶんと高い場所にある。眺めがよさそうだ。

        「……泉先輩のおうちって、お金持ち？」

        頭の中に浮かんだ疑問をぽつりと口に出す。それには莉乃が答える。

        「泉ホールディングスって、知らない？　小春はそこの社長令嬢だよ」

        「えぇっ!?　じゃあ、お嬢様なんですね」

        「それを言うなら、結菜もそうかな。結菜のお父さんはお医者さんだから」

        「そうなんですか」

        ちらりと結菜を見る。目が合うと、結菜は嬉しそうに微笑んだ。美空は曖昧に笑い返す。

        （私、どうしたんだろ……！　有栖川先輩の顔を見ると、なんだか緊張する――）

        心臓が、トクトクと脈を刻み始めるのだ。

        美空は一人、小さく首を横に振る。

        「さ、みんな入って入って」

        小春の先導で別荘に入る。玄関もそうだったが、通されたリビングも広々としている。

        「この別荘は、定期的に管理をしてくれる人がいるの」

        小春の説明を聞き、室内に埃が溜まっていない理由がわかった。

        「夜はシェフを呼んでるから、食事は心配ないわよ」

        まさに至れり尽くせりだ。

        「部屋はいくつもあるから好きなところを使って。水着に着替えて、海へ行きましょ！」

        小春はそう言うなりさっそく服を脱ぎ始める。美空は「ありがとうございます」と口早に礼を述べてその場をあとにした。

        「美空ちゃん、どの部屋にする？」

        「そうですね……どうしましょう」

        探検さながら部屋の扉を開けては中を確かめる。どこもベッドとソファが設えてあって、快適そうだ。

        「三階が、いちばん眺めがいいわよ。――って、私の家じゃないけど」

        いたずらっぽく笑って結菜は美空とさくらを三階へ誘う。莉乃は、小春と一緒にリビングに残ったようだった。

        三人で階段を上り、いちばん手前の部屋に入る。

        「わぁっ、本当……！　絶景ですね」

        美空は窓際に立ち、海を一望した。

        「三階には三部屋あるから、ちょうどいいと思わない？」

        美空、結菜、さくらの三人で三階を使おうという提案だ。

        「美空ちゃんはこの部屋を使う？　それとも、ほかの部屋も見てから決める？　どの部屋も海側に窓があるから、そう違いはないけど」

        「そうなんですね。それじゃあ、ここを使わせてもらいたいです。先輩とさくらちゃんがよければ」

        「私はいいわよ」

        「私も」

        部屋割りが決まると、結菜は「またあとでね」と言って身を翻した。さくらもそのあとに続いて部屋を出ていく。

        美空はあらためて部屋の中を見まわした。ベッドは二人でも眠ることができそうだし、ソファにしても三人は座れる。

        気前よく部屋を貸してくれた小春に感謝しつつ、美空は水着に着替えた。

        （有栖川先輩とさくらちゃんは、まだかな？）

        三階の廊下で二人を待っていたが、いっこうにやってこない。

        （もう先に行っちゃった？）

        そう思い至って、階段を下る。

        リビングへの扉を開けるなり、美空はドアノブを持ったまま固まった。

        「あ、美空ちゃん。早かったね」

        「……っ!?」

        美空は金魚のようにパクパクと口を開け閉めした。すぐには言葉が出てこない。まさに絶句だ。

        「い、いぃ、いっ、泉先輩!?　そっ、その水着……ッ」

        「うん？」

        小春はモデルさながら身をくねらせる。

        「あぁ、そっか。美空ちゃんは見るの初めてだっけ」

        傍らにいた莉乃が言った。莉乃は見慣れているのか、驚いているようすはなかった。

        小春の水着は一般的なものから大きく外れていた。

        肌を覆う部分が著しく少ないのだ。水着――というよりも、これはもう、ほとんど『紐』だ。

        乳首や足の付け根の部分だけ紐の幅が大きくなっているものの、それ以外は非常に細く、なにも身に着けていないに等しい。紫色の、煽情的な水着だ。

        「ふふっ、似合うでしょ？」

        小春は相変わらず、腕を上げたり足先をほんの少しずらしたりしてポーズを決めている。

        「……っは、はい」

        美空は引きつった笑みになる。ほとんど『紐』の水着に似合うも似合わないもあるだろうかと思ったが、常日頃性欲を丸出しにしているような小春にはたしかに『似合う』のかもしれない。

        「美空ちゃんはワンピースタイプか。イエローがよく似合ってる」

        美空は莉乃に「ありがとうございます」と言ったあとで、「温水先輩も、よくお似合いで」と言葉を足した。

        莉乃の水着は、ごく一般的な黒色のビキニだ。飾り気のないシンプルな水着だが、黒色のショートヘアによく合っていてスタイリッシュだ。

        「――あっ、美空ちゃん！　先に下りてたのね」

        結菜とさくらがリビングにやってくる。

        結菜の水着を見るなり、美空は心の中で「やっぱり！」と叫んだ。

        ホルターネックの白い水着は、美空が想像していたとおりのものだった。結菜の、豊満で形のよい乳房の谷間がくっきりと浮かび上がり、その下に薄手のレースが幾つも重ねられている。

        「……ん？　どうかした？」

        美空の視線を感じたらしい結菜が首を傾げる。薄茶色のポニーテールがヒラリと揺らめいた。

        「いっ、いえ。すみません、なんでもないです」

        結菜の水着姿を見つめてしまっていたことに気がついた美空は慌てて視線を逸らし、曖昧に微笑んだ。

        「……私の水着、どう？」

        その一言でさくらのほうを見る。

        さくらの水着は胸元に桜色のフリルがふんだんに施されていた。長い髪の毛をまとめているのは、彼女の定番である桜色のシュシュ。水着の色と揃いだ。

        「すごく似合ってる！　かわいい」

        美空が言うと、さくらは「ありがと」と返してほんのりと頬を赤くした。

        「さーっ、海へ行きましょう！」

        小春の掛け声で皆が海へ向かう。ビーチサンダルを履いて海へ続く白い階段を下り、砂浜に出る。

        穏やかな白波の立つ海が視界いっぱいに広がっていた。そして水平線の向こうには真っ白な入道雲。眼前にはその二つしかない。

        小春の家のプライベートビーチなので、当然ながら私たちのほかにはだれもいない。

        駆け出した小春と莉乃のあとを追って海に入る。天高く昇った太陽が肌を焦がす。美空は夢中で海水をかきわける。

        「あはははっ」という笑い声がビーチにこだまする。海水を浴びせ合うだけでも楽しいのは、なぜだろう。

        泳ぐのに飽きれば次は砂浜で遊ぶ。小春が別荘からビーチボールを持ってきた。

        じゃんけんをして、チームと審判を決める。

        「はい、みなさん。怪我のないようにお願いしますね」

        じゃんけんで大負けして審判になった莉乃が慇懃無礼にそう言った。

        （結局、学年別のチームになっちゃった）

        美空とさくらチーム対、結菜と小春チームである。

        首からホイッスルを下げた莉乃が右手を掲げ、試合ゲームが始まる。

        結菜が「いくよー」と言ってサーブをする。ビーチボールが放物線を描く。

        「――っと！」

        走って手を伸ばさなければ届かない位置にボールが落ちてきた。結菜はそこを狙って打ったのだろうか。もしそうだとしたら、結菜はバレーが上手い。

        なんとかしてボールを拾うと、さくらが相手側へ打ち返してくれた。

        どこにボールが返ってくるか予想していたのか、結菜は難なくボールを受け取り小春に繋ぐ。

        「たぁっ！」

        一丁前なのは掛け声だけだった。小春は手を振りかざしたものの、ボールには当たらず空を切る。

        「あぁっ……ごめん、結菜」

        「気にしないで。まだまだこれから！」

        結菜と小春は小さくハイタッチをして互いを励まし合う。

        その後も何度かラリーを交わしたが、ボールを落とすのは決まって小春だった。

        （ねらい目は泉先輩だな）

        試合をするからには、相手が先輩であろうと勝ちたい。

        小春は懸命にボールを取ろうとするものの、砂浜に転んでばかりいる。どうやら運動音痴のようだ。

        いっぽうで結菜は抜け目がない。ボールを取るのも、アタックするのにもミスがなく、確実にこなしている。

        美空は小春に向けてボールを打ち込んだ。

        「もーっ！　どうしてそう、取りにくいところに！」

        ぼやきながらも小春はボールに向かって手を伸ばす。しかし小春の手がボールに触れることはなく、そのまま体勢を崩して砂浜に倒れ込んだ。

        「あぁん、もぅ……」

        「大丈夫？　小春」

        駆け寄った結菜の手を取り小春が立ち上がる。

        「――あっ!!」

        美空が大声を上げる。そのせいで注目を浴びたが、いまはそれどころではなかった。

        「い、泉先輩！　見えてますっ……！」

        小春が身に着けている『ほぼ紐』の水着が横にずれて、薄桃色の乳頭が垣間見えていた。

        ところが小春はそれを隠しはしなかった。開き直って、

        「見～た～わ～ね～」

        と言いながら両手をわきわきと動かす。

        「こうなったら、みんなおっぱいを出して！」

        「へぁっ!?」

        頓狂な声を上げる美空をよそに、小春は手始めにすぐそばにいた結菜に襲いかかる。

        「こっ、小春！　ちょっ――ゃんっ……！」

        結菜が着ていた白いレースの水着は下へずらされ、豊かな乳房がその上に乗っかる恰好になった。

        その卑猥な姿を、つい見つめてしまう。

        「もとに戻しちゃだめだからね！」

        「えぇーっ!?」

        結菜は困り顔で胸元を押さえている。大きな乳房は腕だけでは覆いきれない。隠れているのは薄桃色の部分だけだ。

        そんな姿もまたいい、と思ってしまった。これは――重症だ。

        むき出しのままの小春の乳房よりも、絶妙に隠された結菜の胸元のほうが気になるのだ。

        （私……有栖川先輩に、惹かれてる……？）

        それが憧れなのか、あるいはもっと別の感情によるものなのか、わからなかった。けれど、なんにしても惹かれているのには違いない。

        美空が考え込んでいるあいだに小春はネットを回り込んでこちら側に来ていた。

        「次はさくらちゃんよぉ～」

        さくらは「ひっ」と悲鳴を上げて胸元を押さえる。

        「やっ、やめてください、泉先輩！」

        さくらが声を荒げても、小春は怯まない。

        「このビーチでは私がルールよ！　だって、私のビーチなんだもの！」

        一理ある。小春の家が所有するビーチと別荘を無償で使わせてもらっているのだ。それを言われてしまったら、なにも口ごたえできない。

        「だ、だからって、そんな……！」

        それでもなお抵抗するさくらの水着の紐を小春は強引に解いて脱がせる。それから小春は、桜色の水着を「えぃっ！」と言いながら遠くへ放り投げた。

        「きゃっ！」

        さくらは胸元を押さえてその場にしゃがみ込む。

        「さぁ……次は美空ちゃーん」

        ニヤニヤとした面持ちで小春が近づいてくる。

        美空は胸を押さえて後ずさる。

        「わ、私のはワンピースタイプですから」

        結菜のように水着をずらすことはできないし、さくらのようにトップスだけ脱ぐということもできない。

        「問題ないわ。全部脱げばいいんだから」

        「んぁっ!?」

        あんぐりと口を開けて驚愕する。

        「ぜっ、全部脱ぐって――!?」

        美空はその場に棒立ちになる。小春に両肩を掴まれてしまい、動けない。

        いちばん近くにいたさくらに助けを求める。目線で訴えかけるものの、幼なじみはしゃがみ込んだままこちらを見上げるばかりで、駆けつけてはくれない。

        結菜はというと、ネット越しにこちらを凝視している。

        「だれも助けちゃくれないわ。だってみんな、美空ちゃんの水着を脱がせたいと思ってるんだもの」

        そんなこと、あるわけない。

        「あぁっ――」

        肩紐を摘ままれ、下にずらされる。足先まで一気に、勢いよく水着を脱がされた美空は両腕でとっさに胸を隠した。

        「ひゃっ！」

        水着を無理やり、足先から抜けさせられた。砂の上に尻もちをつく。

        「莉乃先輩も、おっぱい出してくださいね」

        小春は美空の黄色い水着を持ったまま莉乃を指さした。

        「はいはい」

        そうして莉乃は自ら黒いビキニを上にずらし、乳房を晒す。

        あたりをぐるりと見まわして、小春は満足そうに「うん、うん」と頷いた。

        「これで、フェアにビーチバレーができるわね」

        いや、ムチャクチャだ。

        「フェアじゃないです！　私だけ裸じゃないですかぁ……！」

        「つべこべ言わないの！　はい、ゲーム再開！」

        「えぇ～っ!?」

        相手側のコートに戻った小春がビーチボールを高く打ち上げた。

        いつまでも胸元を隠したままでは試合ができない。

        「うぅっ」

        美空は涙目になって唸りながらも両手を前に出してボールを受ける。アンダーハンドパスだ。

        ボールはいい具合に空中に浮かび上がったが、さくらはそのボールを相手側のコートに打ち込んでくれなかった。

        「へっ？　さくらちゃん？」

        やはり、こんな恰好でビーチバレーをするなんて馬鹿げているだろうか。あるいは、胸を晒しているのが恥ずかしくて動けないのだろうか。

        けれど、さくらは自分の胸を隠すでもなく私を見ているだけ。

        「ちょっとぉー！　早くボールを戻してーっ！」

        小春の叫び声で、さくらは我に返ったようだった。

        「す、すみません」

        小春に水着を脱がされたことを根に持つようすもなく、さくらはボールを相手側のコートに転がす。

        次は結菜がサーブをする番だ。

        結菜はおずおずとボールを拾う。美空はそれを見てゴクッと喉を鳴らした。

        （なにをしても絵になるなぁ……有栖川先輩は）

        結菜が腕を振れば、形のよい乳房がふるっと弾む。美空は結菜から視線を外すことができない。

        美空のすぐ近くに、ボトッと音を立ててビーチボールが落下する。

        「美空……！」

        「あっ。ぁ……ごめん」

        連続二失点だ。気を引き締めなければ、負けてしまう。

        美空は結菜の姿を視界に入れないよう努めた。ところが、そうなると結菜の視線が気になり始める。きっと自意識が過剰なのだ。

        美空とさくらはその後もミスを連発し、結局は大差で負けてしまった。

        「おっぱい作戦、大成功！」

        ふふんと鼻を鳴らす小春を、美空は砂浜の上に両手をついて恨めしく見上げるのだった。

        　

        小春が呼んだシェフの料理フレンチを堪能したあと、五人はすっかり暗くなった砂浜で花火をする。

        「ふさげるのはなしね。危ないから」

        莉乃が小春に言った。小春はつまらなそうに「はぁい」と言って唇を尖らせる。そのようすを見ていたさくらが、

        「泉先輩って、温水先輩の言うことは聞くんですね」

        「どうかな。聞いてくれないことのほうが多いよ」

        莉乃が答えると、小春は「莉乃先輩の言うことならなーんでも聞きますよ？」と冗談めかして笑った。

        「ところでさくらちゃん。それに美空ちゃんも。いい加減、苗字で呼ぶのやめてくれない？」

        「えっ？」

        ぽつぽつと消えていく線香花火を眺めていた美空は顔を上げ、小春を見る。

        「小春先輩、って呼んでよ。ね？　莉乃先輩と結菜も、名前で呼ばれたいでしょ？」

        すると、結菜と莉乃は大きく頷いた。小春だけでなく結菜と莉乃も、もしかしたら以前からそう思っていたのかもしれない。

        美空は笑顔で口を開く。

        「わかりました。小春先輩、莉乃先輩。……結菜先輩」

        結菜の名前を口にするときだけ、どうしてか緊張した。

        名前を呼ばれた三人は嬉しそうに微笑む。

        「莉乃先輩。もっと激しい花火はないんですか？」

        小春はそう言って、莉乃が持っていた花火の袋を漁った。

        「激しいの――って……派手なもの、ってこと？」

        「そうそう。なんかこう、バーンって感じの」

        「んー……」

        莉乃が取り出したのは噴出花火だった。莉乃は噴出花火の側面に記載された説明書きをスマートフォンのライトで照らし出して読む。

        「少し遠くに設置してくるから、待ってて」

        それから、海側へと歩いていった。

        着火を終えたらしい莉乃が砂を蹴って早足で戻ってくる。

        間もなくして花火が打ち上がる。

        闇色の澄み切った空と果てしない海に迸る閃光に目を奪われる。

        さざ波の音と、花火のパチパチという音。

        視界の隅に、閃光に照らされた結菜の横顔を捉える。

        すべてが、美しかった。

        　

        「みんな、お風呂の準備をして屋上に集合すること！」

        花火の後片付けをするなり小春が言うので、美空は「屋上ですか？」と尋ねた。

        美空の疑問には莉乃が答える。

        「屋上に、海を見渡せる展望風呂があるの」

        「展望風呂！」

        いち別荘にそんなたいそうなものがあることに驚く。

        「そういうわけだから、早く支度してきてね～。私と莉乃先輩でお風呂の準備をしておくから」

        「わかりました、ありがとうございます」

        美空は部屋へ行き、着替えとタオルを持って屋上へ向かう。

        脱衣所には一番乗りだった。莉乃と小春はすでに浴室の中にいるらしい。二人が先ほどまで着ていた服が棚の上に置いてある。

        美空は手早く服を脱いだ。ビーチと違って、風呂の脱衣所だと裸になってもなんの抵抗感もない。

        家から持ってきたバスタオルを体に巻きつけ、浴室への扉を開ける。

        「わぁっ！」

        海に面した壁は天井まですべてがガラス張りだった。屋内とはいえ凄まじい開放感である。

        「いらっしゃい、美空ちゃん」

        小春と莉乃はそれぞれ風呂椅子に座って体を洗っていた。

        シャワーと蛇口はちょうど五つ、設えてある。

        美空は二人に倣って先に体を洗うことにした。

        莉乃の隣の風呂椅子に座り、シャワーハンドルを捻り頭から湯をかぶる。

        「ギャラリーも来たことだし……莉乃先輩、する？」

        小春の小さな囁き声が耳に届く。

        （ん……？）

        シャワーの湯を止め、顔についた湯雫を手のひらで拭って目を開ける。

        そうして横を見ると、小春と莉乃が抱き合っていた。それだけでなく、舌同士を絡め合わせている。

        「――っ!?」

        美空はギョッとして、少しも動けなくなる。

        美空の視線に気がついた小春がニィッと笑う。

        「美空ちゃんもまざる？　あぁ、でも……すぐに結菜たちが来ちゃうよね。それに今日は私、されたい気分だしぃ……」

        莉乃の胸に自分の胸を擦りつけながら小春はねだる。

        「莉乃せんぱぁい……私、気持ちよくなりたい」

        「んん……」

        曖昧に返事をして莉乃は身を屈めた。上半身を低くして、小春の乳房の先端を舌でペロリと舐め上げる。

        小春の乳頭は見るからに硬く、莉乃の舌を弾く。

        「あぁあんっ……！」

        気持ちよさそうに喘ぐ小春を前にして、足の付け根がにわかに疼く。

        （みっ、見ちゃだめだ！）

        心の中で叫んで、美空は二人から目を背けるべくグルンと体ごとあらぬほうを向いた。

        ちょうどそのとき、ガラガラッと音を立てて浴室の引き戸が開いた。

        「美空ちゃんは支度が早いね」

        のほほんとした調子で言いながら、バスタオルを巻いた結菜が入ってくる。そのあとにさくらも続いた。結菜と同じように、体にはバスタオルを巻いている。

        二人は莉乃と小春がなにをしているのかすぐには気がつかなかった。

        二、三歩ほど風呂床を進んだあと、まずは結菜が足を止める。

        「――っ、小春！　莉乃先輩も……ッ」

        結菜とさくらがやって来ても、莉乃は小春の乳頭を口に咥くわえたままだった。

        さくらは結菜の視線を追い、同様に立ち止まる。

        「なっ、な……！」

        驚きのあまり言葉にならないようだった。

        小春は皆の注目を集めても、まったく動じない。それどころか、

        「結菜とさくらちゃんで、美空ちゃんを気持ちよくしてあげたら？」

        いったいなにを言いだすのだろう。

        「二人がしないんなら、私が――」

        結菜は小春が言い終わる前に「だっ、だめ！」と言葉をかぶせ、美空に近寄る。

        「ゆっ、結菜先輩!?」

        まさか、小春のおかしな挑発に乗せられてしまったのだろうか。

        結菜は思いつめたような表情になって風呂床に膝をつく。

        「わ、私だって」

        ためらいがちにそう言って、さくらもまた結菜と同じように膝を折り、濡れたタイルの上に座った。

        結菜とさくらの二人の手が同時に伸びてきて、バスタオルの端を掴む。

        体に巻きつけただけのバスタオルは、二人の手で容易く拭い去られた。

        裸を見られるのなんていまさらだ。ビーチでは全裸だったのだから。

        それなのに、とたんに恥ずかしくなる。

        きっと、小春と莉乃がおかしな行為ことをしているせい――。

        「美空ちゃん……。乳首、舐めていい？」

        諭すような声音で結菜が語りかけてくる。美空は「うん」とも「いや」とも言えない。

        （乳首を、舐める――だなんて……！　そんな恥ずかしいこと）

        されたくないと思ういっぽうで、舐められたらいったいどんな心地になるのだろうという興味も少なからずあるのが情けない。

        現在進行形で莉乃に乳首を舐められている小春は、それはもう気持ちがよさそうだ。

        「気持ちよく、してあげる――」

        結菜は身に着けていたバスタオルを外してタイルの上に落とした。完璧な裸体を晒して、美空に手を伸ばす。

        「わ、私だって」

        さくらは慌てたようすで自身のバスタオルを剥ぎ取って床に放った。

        結菜とさくらの手が、両側から迫りくる。

        「あ、っ……二人とも、ちょっとまっ――ぁ、あっ……！」

        結菜とさくらの二人に同時に乳房を掴まれた美空は動揺してパクパクと口を動かした。

        （なんでこうなるのーっ!?）

        先輩と幼なじみに胸を揉まれている。こんなこと、許されるのだろうか。

        自分自身が、いったいだれに許しを請うているのかわからないが、とてつもない背徳感に苛まれる。

        「痛くない？　美空ちゃん」

        結菜が気遣わしげに訊いてくる。

        「い、痛くは……ないです、けど」

        結菜の手つきはとても優しい。いたわるように、ゆっくりと揉みまわされる。

        「美空……？　どういうふうにしたら、気持ちいい？」

        さくらもまた探るような手つきには違いなかったが、結菜に比べて些いささか性急だ。

        （どういうふうにしたら――って言われても）

        こうしてほしい、などと口に出すのは憚られる。そもそも、どうすれば『気持ちいい』のか自分自身、それを知らない。

        「ゎ、わからない」

        答えに窮した美空は俯いた。そんな美空を、結菜とさくらはジィッと見つめる。

        「……結菜先輩。美空の胸を触ったのは、私のほうが先です。乳首の擦り合いっこだって、したんだから」

        さくらのその言葉で美空は顔を上げ、大きく目を見開いた。

        （さくらちゃん――あのときのこと、覚えてたの!?）

        ではなぜ、知らないふりをしたのだろう。

        「美空ちゃんっ……本当なの？」

        悲痛な面持ちで結菜が身を乗り出す。美空は「あ、う、その」と言いよどむばかりで、はっきりと発言できなかった。

        （だって、結菜先輩――いまにも泣き出しそう……）

        ふっくらとした薄桃色の瑞々しい唇をうっすらと開けて瞳を潤ませる結菜に、美空はなにも言うことができない。

        黙り込む美空を見て、結菜はキュッと口を引き結ぶ。

        「でも、私だって……！　美空ちゃんと、き……キス、したもの」

        すると今度はさくらが「なっ!?」と声を荒げた。

        「ふふぅん、いい具合に張り合っちゃって」

        面白がるような声音だった。いや、小春はきっと、この状況を十二分に面白がって愉しんでいる。

        小春は胸先をしゃぶる莉乃の黒いショートヘアを撫でながら言う。

        「手と指で勝負したらいいんじゃない？　結菜とさくらちゃんのどっちが、美空ちゃんを絶頂させられるかしら」

        おかしなこと、言わないで！

        しかしそれを口には出せない。口に出そうものなら、小春になにをされるかわかったものではない。

        「あの、結菜先輩。さくらちゃんも……どうかお気を確かに」

        そう言うのが精いっぱいだった。

        二人ともきっと、夏の日射にあてられてしまったのだ。そうでなければ、女の子同士でこんなこと――。

        「乳首……摘まむね」

        美空の言うことには構わず、結菜はそう宣言して手指を動かす。

        二本の華奢な指先が、美空の胸の先端をそっと挟む。

        「ふぁっ……！」

        思いがけず妙な声が出たので、慌てて口を押さえた。

        「美空っ……私も、触るから」

        さくらはいつになく緊張した面持ちで美空の乳頭に指を添える。

        「んんっ」

        口を両手で押さえているので、くぐもった声になった。

        右の乳首は結菜には捻りまわされ、左側はさくらには引っ張りまわされる。

        （なにこれ、なにこれっ……！）

        快いなにかが足先からジワジワと込み上げてきて、脳天まで届く。それが一度ではなく、ひっきりなしにやってくる。

        快感を覚えている。そのことに戸惑う。

        （気持ちよくなっちゃって、いいの？）

        女の子同士というだけで背徳的なのに、一対一ではなく二対一で体を弄まさぐられている。

        こんなこと、きっといけない。

        「ん、ぅっ……うぅ……ッ」

        ところが、いけないと思えば思うほど快感に拍車がかかっていくようだった。

        しだいに息遣いが荒くなり、口から漏れ出る嬌声が大きくなっていく。

        「あっ、あぁっ……！　ん、はぅっ、うぅ」

        そんな声を出すこと自体、恥ずかしいのに、止まらない。

        「美空ちゃんの乳首、すごく硬くなってる。感じてるのね」

        恍惚とした微笑を浮かべて結菜が言った。

        結菜先輩の言うとおりだと思う。けれど、なにも言葉を返せない。

        「私が弄ってるほうだって、カッチカチなんだから」

        負けじとそう言って、さくらは指先に力を込める。

        「んぅっ！」

        「あ、ごめん――痛かった？」

        さくらに顔を覗き込まれた美空は無言で首を横に振る。すると、結菜の手が頬を覆った。そのことに気を取られていると、いつの間にか結菜の顔が右の乳房のすぐそばにあった。

        「ぁっ」

        赤い舌が出てきて、薄桃色の尖りを下から上へと一舐めする。

        「ふあぁああっ！」

        美空の体が大きく揺れる。

        「結菜先輩、抜け駆けですっ！」

        憤慨して、さくらも結菜に倣って身を屈める。それから、美空の乳頭を舌でペロリと舐め上げた。

        「あぅう、うっ」

        結菜とさくら、それぞれの舌が乳首を弾き、弄もてあそぶ。

        羞恥心と背徳感と快楽が一緒くたになって、大波のごとくドッと押し寄せてくる。

        「は、あぁっ……やぁっ……！」

        美空はその大波にのみ込まれて、どんどん流されていく。

        結菜の滑らかな手のひらが太ももをすうっと撫で上げた。それだけでゾクゾクとした戦慄わななきが迸る。結菜の右手は少しの躊躇いも見せず脚の付け根まで達して、秘裂を辿った。

        「はふぅっ……！　んっ、んんッ」

        さくらは、結菜が美空の秘所を弄り始めたことに気がついていない。乳頭を舐めしゃぶるだけで手いっぱいのようだった。

        （結菜先輩の指っ……どうして、こんなにイイの……!?）

        結菜の指はぬめり気を帯びていて、ほんの少し動くだけでも「あぁああっ！」と大声で叫んでしまうほど気持ちがよい。

        ぬるりとした指先が割れ目の中にある豆粒を摘まむと、いっそう快感を煽られた。

        「ゃっ、そこ……あぅ、あぁうっ！」

        自分自身ですらそこを弄ったことはない。いけないことのような気がして、手を出せなかった。

        しかし結菜は容赦なく豆粒を指で摘まみ上げて、押し捻る。

        「あっ、ぁっ、んぁあぁっ！」

        意思とは無関係に口は高い声を発し、両足や腰が小刻みに揺れる。

        胸先を這う二つの舌、そして、秘めやかな箇所を嬲る指先。

        理性はどこへいってしまったのだろう。

        倫理観とはなんだろう。

        そして『百合』とは――。

        さまざまな想いが頭の中を飛び交う。そうして、ひどく混乱する。目の前が、白くぼやけていく。

        「あぁああっ、ひぁああぁッ――……!!」

        美空は絶叫しながら体を仰け反らせた。美空の叫び声が浴室の中でこだまする。

        「やだ、美空ちゃんたらもうイッちゃったの？」

        つまらなそうな口ぶりだったが、小春は依然としてこの状況を心から愉しんでいるようだった。

        「莉乃せんぱぁい。アレ、して」

        莉乃はすぐに「うん」と二つ返事をして、右手の中指を小春の体内へと突っ込む。

        絶頂したばかりの美空はそのようすを呆然と眺めていた。

        莉乃は小春の胸蕾を左手で捏ねながら、秘所に突き入れた右手の中指をゆっくりと前後に動かす。

        「ぁん、はぁんっ！　イィ……ッ！　ぁん、あぁあんっ！」

        小春は腰をくねらせて、自身の乳房の片方を掴んでその先端を指で弄った。

        ぐちゅ、ぐちゅっと水音が立ち始める。

        「見られてると、ほんと興奮するっ……！　ぁあ、もぅ……出ちゃいそう――……!!」

        そのあとすぐ、小春は先ほどの美空と同じように絶叫した。

        それと同時に、小春の陰部から半透明の液体が噴出し、莉乃の胸や腹を濡らす。

        満足げな顔になって、小春は言う。

        「は、あぁ……明日は、みんなで潮吹こうねぇ……？」

        　

        展望風呂から部屋に戻った美空は倒れ込むようにベッドに突っ伏した。

        （眠いのに……眠れない）

        それもこれも、今日という一日があまりにも刺激的すぎたせいだ。

        ふかふかのベッドの上でゴロンと寝返りを打ったとき。

        コン、コン、と控えめなノック音が響いた。

        「はい……？　どうぞ」

        部屋に鍵は掛けていない。

        扉がゆっくりと開く。廊下の明かりが、室内に射し込む。

        「結菜先輩……！」

        白いパジャマ姿の結菜は申し訳なさそうな顔をして、うしろ手に部屋の扉を閉めた。

        「ごめんね、もう眠るところだったよね……」

        「いえ、平気です。どうされました？」

        「うん、ちょっと……その……」

        胸に手を当てて浮かない顔をしている結菜を見て、美空は何事だろうと思って身構える。

        美空の表情が強張ったからか、結菜は慌てたようすで両手を胸の前にかざして、

        「あっ、違うの。襲おうと思って来たわけじゃないの。ただ、美空ちゃんと話がしたくて」

        胸の前にかざした手を、ゆっくりと下げながら結菜は目を伏せる。

        「さっきは、ごめんね。私ったら、ついムキになって……」

        「そんな――ええと……」

        私は大丈夫ですから、と言うのもどうかと思う。ではどう言うのが正解なのだろう。

        （気持ちよかったです、ありがとうございます――？）

        瞬時にカァッと頬が熱くなる。

        （そんなこと、口が裂けても言えない……！）

        恥ずかしくて、言えない。

        結菜に『絶頂させられた』という事実を脳が明確に認識してしまい、とたんに羞恥心が燃え上がる。

        「ねぇ……よかったら、美空ちゃんのこと――教えてくれない？」

        「私のこと……ですか？」

        「そう。なんでもいいの。……というか、なんでも教えてほしい、っていうほうが正しいかも」

        美空はベッド脇の円卓の上に置いてあった傘つきの間接照明のスイッチを押し、ソファの前に立った。すると結菜もそばにやってきた。二人で並んで白いソファに座る。

        「知りたい、美空ちゃんのこと」

        淡いオレンジ色の光に照らされた、結菜の穏やかな笑顔を目の当たりにすると、心を優しく撫でつけられたような心地になった。

        「わ、私も……結菜先輩のことが、知りたいです」

        「えっ？　私？」

        結菜は意外そうに目を丸くして首を傾げたが、すぐにまたもとの笑みに戻った。

        「いいよ。でも、まずは美空ちゃんから。血液型と誕生日は？」

        「Ｏ型です。誕生日は五月十九日です」

        「あぁ、誕生日もう過ぎちゃったのね……」

        結菜は残念そうにため息をついた。

        「それじゃあ――そうね、好きな食べものと嫌いな食べものを教えて」

        「好きな食べものは、ええと……ハンバーグ、ですかね。嫌いな食べものは、ピーマン」

        「ふふっ、それってなんだか、小さな子どもみたい」

        「えっ!?」

        美空は顔を引きつらせる。

        「あぁ、ごめん。悪口じゃないの。かわいいなって思ったの」

        そうして結菜は口元に手を当ててふたたび「ふふっ」と笑う。

        「じゃあ次。将来の夢は？」

        「幼稚園の先生です」

        「すごい。もう決めてるのね」

        「なれるかどうかは、わかりませんが」

        美空は苦笑する。もっと勉強を頑張らなければ、夢を叶えるのは難しいだろう。

        「そろそろ結菜先輩のことをお尋ねしてもいいですか？」

        「んー……まだまだ聞きたいことはあるんだけど……ひとまず、いいわよ」

        「先輩が私に訊いたこと全部、教えてください」

        結菜は困り顔で「えぇっ？」と言ったが、素直に答えてくれる。

        「血液型はＢ型。誕生日は十二月二十二日。好きな食べものはパスタ全般。嫌いな食べものは特になし。将来の夢は、考え中よ」

        「なるほど」

        「うん？　なにが『なるほど』なの？」

        「いえ、結菜先輩って白がよくお似合いになるから、十二月生まれなのが納得だったんです。雪のイメージというか」

        「私……白が似合う？」

        「はい。白いワンピースも白い水着も、そのパジャマも……全部」

        すると結菜は、透き通るような白い肌を赤く火照らせた。

        「ありがとう。でも、照れる……」

        ぼそぼそと言って、結菜は俯いてしまった。

        （かっ、かわいい）

        先ほど結菜は美空に「子どもっぽい」と言ったが、結菜のほうがそうだ。赤い顔で唇を引き結んで俯いているさまは、少しばかり幼く見える。

        （不思議……。結菜先輩の血液型とか誕生日とか、そういうこと……少し知っただけなのに、前より身近に感じる）

        その後も二人は互いのことを質問し合った。

        お互いの理解がどんどん深まっていく。

        あっという間に、日付をまたぐ時間になる。

        「ねぇ……。私も一緒に、ここで寝ていい？」

        「えっ？」

        膝の上に置いていた両手がピクッと跳ねる。なぜ動揺してしまったのか、このときはわからなかった。

        「ど、どうぞ」

        ベッドは広い。二人でもじゅうぶん、眠ることができる。

        「ありがとう」

        結菜は極上の微笑みをたたえて立ち上がる。美空もすぐにソファを立ち、ベッドへ向かった。

        「おやすみ、美空ちゃん」

        「おやすみなさい」

        ドッ、ドッ、ドッと胸が鳴る。

        結菜との距離は、五十センチほど。

        女の子同士で、同じベッドで眠るというだけだ。

        それなのにどうして、こんなにも緊張してしまうのだろう。

        胸を高鳴らせる美空をよそに、結菜はすぐに寝息を立て始める。寝息といっても、よく耳を澄ませなければ聞き取れないくらい微かなものだ。

        （まつ毛、すごく長い）

        結菜が目を開けているときだってまつ毛の長さは実感していたが、目を閉じるとますますそうだった。

        （それに、お肌ツヤツヤ）

        なにを食べて、どういう生活をしたらこれほど肌のキメが細かくなるのだろう。

        （この唇と……キス、したんだよね――）

        ふっくらとした唇を、つい見つめてしまう。

        どうしてか先ほどよりもさらに目が冴えて、眠れなくなる。

        美空はぶんぶんと首を左右に動かすことで邪念を振り払う。

        （やめやめっ。もう、なにも考えない！）

        美空は寝返りを打って結菜に背を向け、ギュッと固く目を閉じた。

        


        　

        　

    

    
        第五章　学園祭にメイド喫茶はつきものです！

        　

        夏休み明け、始業式の日。美空は保健室を訪ねた。

        「始業式のあとに決まってやって来るわねぇ、美空ちゃん？」

        養護教諭の美織は冗談っぽくそう言って美空にマグカップを渡す。

        「決まって、って……。たまたま、入学式とか始業式のあとに寄ってるだけなのに」

        「季節の変わり目は悩みの季節、ってね。……どうかした？」

        「うん……」

        思いきって美織に相談すれば、きっと楽になる。

        ただ、その『思いきり』がなかなかつかない。

        美空はひとまず、マグカップの中のコーヒーを一口だけ啜った。ミルクと砂糖がたっぷりと入っていて、甘い。

        マグカップに入った甘いコーヒーをすべて飲み干すころには、心身ともに落ち着いていた。

        「じつは――」

        空からになったマグカップを手に持ったまま、美空は話し始める。

        話をしているあいだずっと、美織は微笑みをたたえて「うん、うん」と真摯に聞いてくれた。

        「そう……いろいろあったのね」

        美織の表情はもうずっと変わらない。

        穏やかで、しかしなにを考えているのかわからない。

        美織は口に弧を描いたまま言う。

        「女の子同士で恋愛してもいいじゃない。青春に間違いなんてない。あまり深く考えずに、楽しんでみたら？」

        美空はパチパチと何度も瞬きをする。

        「た、楽しむ？」

        「うん。楽しんじゃうの。それから、自分のやりたいようにするの」

        美織は椅子から立ち上がり、美空の前に座り込んむ。そうして美空を下から見上げて、

        「そのほうがきっと、後悔しない」

        そう言いながら、美空の手にあった空のカップをそっと掠め取った。

        「コーヒーのおかわりは？」

        「あ、もう要らない。ありがとう」

        美空は「うーん」と唸りながら腕組みをする。

        「無理にそうしなさいって言ってるわけじゃないから。一意見として聞いてね。……というか、私ならそうする、っていうだけ」

        「美織ちゃんは、楽しんじゃうんだ」

        すると美織は、マグカップを片手に持ったままバチッとウィンクをした。

        　

        放課後の教室では学園祭の出し物決めがなされていた。

        候補はお化け屋敷、メイド喫茶、展示――と、なんともスタンダードなラインナップだ。

        クラス内で様々な意見が取り交わされたが、結局は多数決でメイド喫茶に決定した。

        クラス会議を終えて百合園へ行くと、さっそく学園祭の話題になった。

        「クラスの出し物は決まった？」

        ななめ向かいの席に座っていた結菜に尋ねられた。

        「メイド喫茶です」

        すると結菜よりも先に小春が発言する。

        「メイド喫茶？　わーぉ、絶対行く」

        美空は引きつった笑みを見せる。「お待ちしております」とは言えなかった。

        小春が来ると思うと、それだけで少し不安になる。

        （小春先輩、メイドたちにエッチないたずらなんてしないよね!?）

        この先輩ひとならその可能性は十二分にあり得る。想像しただけで空恐ろしくなった。

        「結菜先輩たちは、なにをされるんですか？」

        「お～ばけやぁ～しきぃ～」

        小春はお化けさながら両手を胸の前に提げてそう言った。

        美空はお化けの真似をする小春には構わず「お化け屋敷ですか」と反芻する。

        「私はナースのお化け役なの」

        結菜が、困ったように笑う。

        結菜には白いナース服が似合うと思うが、お化け仕様だとどんなふうになるのだろう。楽しみだ。

        「莉乃先輩のクラスは、なんですか？」

        さくらが尋ねた。

        「展示だけ。葉菜女以外の大学に進む受験生もいるからね」

        そう答えた莉乃は、どことなく物憂げだった。

        　

        学園祭の準備が始まると、百合園にはなかなか行けなくなった。それは結菜や小春も同じのようだった。

        「わぁ、さくらちゃん絵が上手！」

        さくらが描いたメイド服のデザイン画を、机の反対側から覗き込んだ美空は声を上げて感嘆した。

        教室にはほとんどの学生が残っていた。学園祭の準備には皆が積極的だ。

        「ほんと、さくらはこういうの得意よね」

        クラスメイトが言うと、さくらはほんのりと頬を朱に染めた。

        「こういうの、好きだから」

        聞けば、さくらは毎年の出し物で衣装を担当することがほとんどだそうだ。それも、衣装チームのリーダーである。

        （そういえばさくらちゃんは昔から、縫い物が得意だった）

        クマやウサギの、手縫いのぬいぐるみを何度かプレゼントされたことがある。

        「ねぇ、美空。このあと少し時間ある？」

        「うん。特に予定はないよ」

        「じゃあ、私の家に来てくれない？　採寸して、メイド服のサンプルを作りたいの」

        「わかった」

        教室での作業を早めに切り上げた二人はさくらの家へ向かう。

        玄関で靴を脱いで「お邪魔します」と言うと、さくらの母親がリビングから顔を出した。

        「あら美空ちゃん、いらっしゃい。どうぞ、入って」

        美空はあらためて「お邪魔します」と言いながら階段を上り、さくらの部屋へ行く。

        （さくらちゃんの部屋に行くの、何年ぶりだろ）

        中に入ってまず目に飛び込んでくるのは桜色のカーテンだ。これは、さくらがミシンで縫って作ったものだ。

        ほかには、手作りのぬいぐるみや小物が出窓や棚に所狭しと並んでいる。いつか訪れたときと、そう変わっていない。強いて言えば、ぬいぐるみの数が増えている。

        「ごめん、さっそく採寸させて。ブレザーを脱いでくれる？」

        さくらが棚からメジャーを取り出す。

        美空は鞄を床に置き、制服のブレザーを脱いでから「どうぞ」と採寸を促す。

        さくらは真剣な表情でメジャーを動かし、美空の肩幅や手足の長さを測ってはその都度、ノートに書き留めて、手際よく採寸していった。

        ところが、バスト部分に差し掛かるととたんにさくらの手がまごつく。

        なにを慌てているのか、手にしたメジャーを美空の胸に当てることができない。

        ようやく胸にメジャーがまわったかと思えば、刺激的なまでにギュッと締め上げられ、美空は「うひゃっ！」と珍妙な声を上げる。

        「ご、ごめん」

        「うっ、ううん……」

        さくらは視線を彷徨わせながら、

        「乳首に、当たっちゃった……？」

        そんなことを訊いてくるものだから、美空はドキリとする。

        「あ、え――っと……」

        そのとき、コンコンッと部屋の扉がノックされた。すぐに扉が開く。

        「お茶とお菓子よ。よかったら食べて」

        さくらの母親が笑顔で部屋の中に入ってくる。

        さくらが美空の胸にメジャーを当てていることを、不審に思っているようすはなかった。学園祭の衣装作りをしている最中だと、さくらの母親は知っている。

        （た、助かった……！）

        そのままさくらと二人きりでいたのではまた、妙な事態に陥っていたかもしれない。

        美空はホッと一安心して、さくらの母親に「ありがとうございます、いただきます」と礼を述べた。

        　

        学園祭当日は見事な秋晴れだった。

        雲一つない空と、涼やかな秋の風。暑くも寒くもない、ほどよい気候。まさに学園祭日和である。

        （さくらちゃん、大丈夫かな……）

        さくらお手製のメイド服を着た美空は教室の一角、厨房スペースで準備に追われていた。

        さくらはメイド服を作るのに根を詰め過ぎたらしく、熱を出して休んでいる。せっかくの学園祭だというのに、残念だ。昔から、さくらは頑張りすぎて熱を出すきらいがある。

        （さくらちゃんのぶんまで頑張ろう）

        美空は意気込んで、料理のチェックを始める。

        看板メニューのオムレツは食堂――プラネテリアと呼ばれている――で、あらかじめ調理されたものを使う。

        オムレツにケチャップでハートマークを描いてから客席に振る舞うという、メイド喫茶ではおなじみのやり方だ。

        ソフトドリンクはペットボトルから注ぐ。飲食店を催すクラスは毎年大賑わいになると聞いたものだから、美空は始まる前から緊張していた。

        「――おかえりなさいませ、お嬢様」

        飲食店でのアルバイト経験のない美空は、そう言うだけでいっぱいいっぱいになった。「いらっしゃいませ」ならまだしも、見ず知らずの人に「おかえりなさいませ」とは、なんとも言いづらい。

        「すみませーん、注文いいですかー？」

        「は、はいっ」

        手を挙げている女性客のもとへ行き、エプロンのポケットから花のチャームがついたシャープペンシルとオーダー票を取り出して注文を受ける。

        「オムレツが三つ……オレンジジュースが一つ、ウーロン茶が二つ……ですね」

        復唱してペコリと頭を下げ、厨房へ急ぐ。

        「オーダー、お願いします」

        いましがた記入したオーダー票を厨房係に渡す。すると、料理を運ぶよう頼まれた。

        「三番テーブル、ね」

        赤いハートマークが描かれたオムレツの皿を両手に持ち、テーブル番号を確かめながら料理を運ぶ。

        「お待たせいたしました、メイドの愛情がたっぷりこもったオムレツです」

        たんに「オムレツです」と言えないのは、クラスの方針で「愛情たっぷりをアピールしよう」と決まったからだ。

        女性客はクスクスと笑いながら、オムレツを見て「美味しそう」と言い、フォークを手に取った。

        そうしてまた別の客が手を挙げ、注文を受け、厨房に注文を通し、料理を運び――というのを、ひたすら繰り返す。

        （つ、疲れる……！）

        慣れないというのもあるが、客が次から次にやって来るので、息つく暇がない。

        時間が経つのがあっという間だった。正午を迎えると教室に入りきらない客が廊下に並ぶ。昼食の客が掃けると、デザートを注文する人が増え――という具合に、客足はいっこうに途絶えなった。

        人がまばらになるころには、陽が沈みかけていた。

        （やっと余裕が出てきた）

        そう思ったのも束の間、教室にやって来たその人を見て美空は心臓を大きくドキンッと跳ねさせる。

        「結菜先輩……！」

        結菜は血まみれのナース服を着ていた。

        あぁ、白いナース服がよく似合う。そんな無垢な衣装に散らされた赤が、ミステリアスな美しさを演出している。

        「やっほー。遊びに来たよ」

        小春もまた血まみれだったが、ナースではなくバニーだ。莉乃は、普段どおり制服を着ている。

        「みなさん、おかえりなさいませ。どうぞ、こちらのお席へ」

        美空は三人を窓際の席に案内した。

        「美空ちゃん、手慣れたもんじゃない」

        小春が言った。美空は「朝からずっとしてましたから」と返す。

        「ご注文は、どうされますか？　……といっても、オムレツもケーキも完売してしまったので、ソフトドリンクくらいしかないのですが」

        すると莉乃はソフトドリンクのメニューを見ながら、

        「私、オレンジジュース」

        莉乃が持っているメニュー表を覗き込みながら小春が「私も」と便乗する。

        結菜はというと、少しのあいだ悩んだ末に「じゃあ私も」と、全員がオレンジジュースを注文した。

        「かしこまりました。少々お待ちください」

        小さく頭を下げて厨房へ行き、紙コップにオレンジジュースを注ぐ。厨房の人間はほとんどが出払ってしまっていた。

        トレイに紙コップを載せ、結菜たちの席へ運ぶ。

        「ねえ、美空ちゃんの休憩はいつ？」

        結菜に尋ねられる。

        「休憩――というか、仕事が終わるのはもうすぐです。喫茶は夕方までなので」

        学園祭自体は夜まで続くが、メイド喫茶の営業は十八時までだ。

        「そう。じゃあ、このあと……一緒に過ごさない？」

        「はい！」

        一気に疲れが吹き飛んだのは、なぜだろう。結菜と一緒にいられると思うと、それだけで心が弾んだ。

        店の後片付けは後まわしにして、結菜たちとともに教室を出る。

        「私、ちょっとお手洗い」

        結菜が言うので、美空は「あ、私も」と同調する。

        「じゃあこの際だから、二手に分かれる？」

        莉乃が提案すると、結菜はすぐに「そうですね」と頷く。

        「またね、結菜。美空ちゃんも」

        小春が小さく手を振る。

        「はい、また」

        美空もまた、右手を振り返した。

        四階の端のトイレに人はいなかった。この階の催しはすべて夕方までだから、一般客の姿はもちろん、学生もいない。

        用を足して洗面台で手を洗っていると、

        「美空ちゃん、そのメイド服すごくよく似合ってる」

        傍らで手を洗っていた結菜がぽつりと言った。

        「……さくらちゃんの、手作り？」

        「あ――……その……そう、です」

        どうしてすぐに肯定できなかったのだろう。

        やましいことや、うしろめたいことなんてなにもないというのに。

        「美空ちゃん、その服すごく似合ってるから……メイドらしくご奉仕してもらいたいな」

        どこか気だるそうな微笑みを向けられ、心臓がドクッと鳴る。

        結菜のそんな表情、初めて目にした。

        「なぁんて――」

        「し、します」

        私はいま、なにを口走ったのだろう。

        美空は内心、慌てながらも言葉を継ぐ。

        「このあいだのお礼……というか、お返しというか」

        結菜に奉仕したい。

        そう思ったのは間違いなかった。

        結菜は唇をうっすらと開け、もともと大きな目をさらに見開いて言葉もなく驚嘆していた。

        結菜は冗談で言ったのだ。それなのに――と、いまさらながら恥ずかしくなる。

        メイド服の紺色の裾をクイッと引っ張られる。そうして、個室に入るよう促される。

        美空はゴクッと喉を鳴らした。

        人目を盗んで、二人で個室に入る。

        結菜が個室の内鍵を掛ける。そうなればもう、美空が『奉仕』することに同意したも同然だ。

        キスしたい。

        そんな衝動に駆られるのは、なぜ？

        ところどころに赤い絵の具がついたナース服の肩をそっと掴む。

        ドクン、ドクン、ドクン。

        メイド喫茶で奉仕しているときだって、いまほどは緊張しなかった。

        呼吸が小刻みになる。「すぅ、はぁ、すぅ、はぁ」と短時間で繰り返す。

        顔を近づけると、結菜はゆっくりと目を閉じていった。

        瞳が完全に閉ざされたのを見計らって、唇と唇を重ね合わせる。

        「ん――」

        結菜の、小さな呻き声。

        私とキスするの、イヤじゃ――ない？

        自分から唇を押しつけることがこれほど勇気のいるものだとはいまのいままで知らなかった。

        美空はすぐに唇を離し、結菜のようすを伺う。

        結菜はとろんとした表情を浮かべていた。嫌がっているふうではなかった。

        （も、もういっかい……）

        ところが、二回目のキスは失敗に終わる。

        うまく距離感がつかめず、唇同士がぶつかってしまった。

        「ごっ、ごめんなさい！」

        「ううん」

        結菜は穏やかに微笑み、小首を傾げる。

        美空はその笑顔を「かわいらしいなぁ」と呑気に眺めていたが、

        （奉仕――って、どうすればいいんだろ!?）

        そう思い至って、顔面から血の気が引く。

        （結菜先輩を、気持ちよくする……ってことだよね）

        どうすれば、気持ちよくなる？

        夏の合宿を思い起こす。

        自分がされて『気持ちよかったこと』を結菜にもすればよいのではないか。

        視線をゆっくりと下へ走らせて、結菜の胸元を見る。

        ナース服の向こう側にある膨らみを、露にしたいと思った。

        「し、失礼します……」

        前置きして、ナース服のボタンに手をかける。

        白いくるみボタンは外しづらくて、手間取ってしまう。いや、緊張しているから手元がおぼつかないのかもしれない。

        結菜の鎖骨が見まみえる。それだけで、下腹部のあらぬ箇所がトクッと脈づいた。

        自分自身の脈動をうるさく感じながら、ナース服の前を開いていく。

        透け感のある白いレースのブラジャーに包まれた豊かな乳房が露呈する。くっきりとした谷間に釘付けになっていると、

        「そんなに、見なくても……」

        弱々しい声が頭上から降ってきた。

        美空は小さな声で「すみません」と返す。

        （だって、あんまり綺麗だから――）

        つい、見つめてしまうのだ。

        美空は結菜の腰のあたりまであるナース服のボタンをすべて外した。それから、ナース服の内側に両手を入れ、背中側へとまわり込ませる。

        （ブラのホックは……どこだろう）

        他人の下着のホックを外した経験などない。ゆえに、要領を得ない。

        「ひゃっ、ん……！　美空ちゃん、くすぐったい」

        美空はまたも「すみません」と謝る。

        （私、謝ってばっかり）

        しかしそれが億劫にはならなかった。『奉仕』をやめようとは思わない。

        それはきっと、結菜の体を弄りたいという欲求があるから。

        なんとかして、手探りで結菜の下着のホックを弾く。ブラジャーが緩むと、結菜は視線を彷徨わせて胸元に手を当てた。

        （恥ずかしい、のかな……？）

        逆の立場になって考えれば――たしかに、この上なく恥ずかしいだろう。

        だってここは学校で。いつだれがくるともわからないトイレの個室なわけで。

        そんなところで、大切な箇所を他人に晒そうとしているのだ。

        とたんに背徳感が込み上げてくるもののやはり、やめようという気にはならない。

        結菜の胸を見たい。そして、弄りまわしたい。

        ふと、美織の言葉が頭の中に浮かんだ。

        （思いきり、楽しむ――）

        それは、気の向くままに行動するということ。

        欲望のままに、美空は手を動かす。

        結菜の両手を手のひらで包み込んで肌の温もりを確かめる。結菜の両手ごとブラジャーの下端を掴んで、捲り上げた。

        「ぁっ……」

        小さな声だったけれど、耳のすぐそばで――吐息交じりに響いたせいで、脇腹のあたりがゾクゾクッと震えた。

        結菜の乳房は、もう何度も目にしたことがある。

        それなのに、血に濡れたナース服の乱れた胸元から覗く乳房は新鮮で、そしてなにより卑猥だった。

        （どうしよ……なんか、呼吸が……）

        結菜の胸を、ただ見ているだけだというのに自分の息遣いが荒くなっていくのがわかって焦る。

        なにかされているわけではないし、結菜の乳房をどうこうしているわけでもない。いまからこんな調子で、大丈夫だろうか。

        美空は深呼吸をして自身を落ち着かせる。

        ゆっくりと両手を上げて、結菜の乳房を脇から掴んだ。

        「ぁうっ……」

        手のひらで軽く持ち上げると、その柔らかさがよくわかった。

        結菜の肌はすぐに手になじんだ。滑らかで、少しばかりしっとりしている。

        美空は両手で覆った結菜の乳房を上下左右に動かして揉みまわす。

        「ゃんっ、あぁ、あっ……！」

        薄桃色の先端はもともと尖った形をしていたが、それがいっそう顕著になった。尖りきって、見るからに硬い。

        （指で摘まんでも、いいのかな）

        指先を胸の中心へ向かってそっと滑らせる。薄桃色の際を指の腹で擦ると、結菜はそれまでよりも高い声で「あぁあっ！」と喘いだ。

        （やっぱり、ココが感じるんだ）

        美空は一呼吸置いて、薄桃色の屹立を指のあいだに挟む。

        「ひゃうっ！」

        結菜の両肩がビクンッと跳ね上がり、個室の扉がガタッと音を立てる。

        「あ――結菜先輩。その……」

        「ん、うん……ッ」

        美空がみなまで言わずとも、結菜は理解を示してコクコクと頷き、口元を手で覆った。

        あまり大きな声を出しては、だれかに気づかれてしまうかもしれない――この、淫らな行いを。

        瞳を潤ませ、胸を晒し、口を押さえる結菜の淫靡さといったら、上に出る者はきっといない。

        指のあいだに挟んだ二つの乳頭はとてつもなく硬かった。

        美空はふたつの胸飾りを指の腹で丁寧に擦り合わせる。

        「んっ、んぅ……うぅっ」

        結菜は必死に嬌声を堪えているようだった。そのさまがいじらしく思えて、美空は胸の奥がキュッと締めつけられる。

        （かわいい……かわいいっ）

        他人に――いや、人に限らず物でも、これほど強烈な感情を抱いたのは初めてだった。

        結菜のことがかわいくて、この手でもっと弄りまわしたくてたまらない。

        硬度を増した胸の先端を、引っ張り上げるようにして刺激する。

        「んっ、んっ、んぅ……っ」

        小刻みな嬌声を上げ、結菜は身悶えする。

        （あぁ――どうしよう）

        込み上げてきた感情が勝手に言葉を紡ぐ。

        「結菜先輩……っ。キス、したいです」

        美空が言うと、結菜は口元を覆っていた手を左右に退けた。

        こちらの要望をすぐに受け入れてもらえたのが嬉しくて、美空は吸い寄せられるように結菜の唇に自分のそれを押しつける。

        「ンッ……」

        きっと、思考がうまく働いていない。なにか考えるよりも先に行動している。

        柔らかな唇と、硬い胸蕾のコントラストを肌で感じて、思考が麻痺している。

        美空は結菜の口から頬、耳たぶ、それから首筋へと唇を移動させて、どんどん下降していった。

        膝を折り、結菜の乳房を眼前に捉える。間近で見ても、その美しさは少しも損なわれなかった。鮮やかな薄桃色だ。

        おそるおそる舌を出して、尖りの下端をチロリと舐める。

        「ふぁっ！」

        急に大きな声が聞こえたので、美空は驚いて舌を引っ込めた。

        「ぁ――ごっ、ごめんなさい」

        謝ったのは、結菜のほう。

        舐めてもよいか尋ねるべきだっただろうか。

        結菜は口を押さえて「あの、ええと」となにやら言いよどんでいる。

        「声……気をつけるから……続けて……？」

        結菜の顔は耳まで真っ赤だった。

        美空はコクンと大きく頷いて、舌先を乳頭にあてがう。

        結菜の乳首は指で触れたときよりも硬く感じる。そこが、先ほどよりも凝り固まったからなのか、あるいは指と舌の感じ方の違いでそう思ったのか――。

        「んくっ、う……うぅ、うっ……！」

        結菜の体がピクン、ピクンッと小さく揺れる。

        声は堪えていてもらわなければいけないとわかっているのに、もっと大きな声で喘いでもらいたくて舌を素早く蛇行させる。矛盾している。

        舌で舐めているだけでは物足りなくなって、美空は大きく口を開けて胸先にかぶりついた。

        「んうぅうっ!!」

        くぐもっていても、吐息交じりの嬌声が耳朶をくすぐり加虐心を煽る。

        （もっと、感じてほしい）

        美空は口をすぼめ、無我夢中で舌を動かし、硬い蕾を舐め転がした。

        「あっ、ぁっ……！　美空ちゃん――」

        結菜の腰が揺らめく。それだけでなく、内股を擦り合わせ始めた。

        （さわってもらいたい……のかな？）

        そういうサインとしか思えないが、じかに触れるのは躊躇われる。自分の秘所にだってほとんど触れたことがないのに、他人のものとなるとよけいにハードルが高くなる。

        （下着越しに、なら……）

        白いスカートの中に右手を潜り込ませ、脚の付け根を探る。

        ショーツのクロッチ部分を指先でそっとたどり、割れ目を確認する。

        （このあたり、かな？）

        快楽を生む敏感な豆粒は、どこだろう。

        美空はその箇所がすぐにはわからず、指先を絶え間なく動かした。しかしその不規則な動きがかえって結菜に快感を与える。

        「ンッ、ンン……ふっ、う」

        結菜は眉根を寄せ、瞳に涙の膜を張る。

        （あ――あった）

        ようやくそれを見つけた美空は、ショーツ越しに肉粒を押した。

        「んんぅっ!!」

        結菜が色好い反応を示すので、調子づいて淫核をノックする。

        （あぁ、でも……擦るほうが、気持ちいいよね）

        そう思い至った美空は結菜の花芽をすりすりと擦り立て始めた。それが、結菜に追いうちをかけることになる。

        「ゃっ、も――だめっ……んんんっ、ん、んぅうぅう――……ッ!!」

        結菜は両脚をガクガクと大きく震わせながら果てを見る。

        指先から伝わってきた脈動が、身と心を満たしてくれた。

        結菜が絶頂したことの幸福感で、舞い上がっていた。

        だから、ほかのことにまで気がまわらなかったのだ。

        美空はこのとき、大切なものを落としてしまっていることに、少しも気がついていなかった。

        


        　

        　

    

    
        第六章　一目惚れは本当ですか？

        　

        「――ない、ない、ないぃっ!!」

        学園祭を終えて帰宅した美空は自室で慌てふためいていた。

        泣きながら鞄の中をひっくり返して、それを探す。

        制服のポケットや、メイド服のポケットもすべて探した。

        それでも、見つからない。

        花のチャームがついたシャープペンシルが、どこにもないのだ。

        「うぅ……」

        ぼろぼろと涙を流しながら鞄を逆さにして振ってみる。なにも、出てこない。

        「……どこかに落としたんだ」

        だれに言うでもなく美空は呟いた。

        学園祭のときはずっと忙しくしていたからきっと、落としたことに気がつかなかったのだ。

        メイド喫茶で働いていたとき、最後のほうはオーダー票には記入せずにソフトドリンクを準備していた。きちんとオーダー票に記入をしていれば、シャープペンシルを落としたことにすぐに気がついただろうに――と、後悔しても始まらない。

        （明日、朝早く学校に行って……探そう）

        明日は学園祭の代休だが、学校はきっと開いている。

        （大丈夫……きっとすぐに見つかる）

        行動範囲はそう広くなかった。

        教室か、あるいは結菜と一緒に行ったトイレだ。

        （トイレの、個室……）

        美空は結菜との行為を思い出して、ボッと赤面する。

        （――って、そんな場合じゃないから！）

        そう言い聞かせて、美空はパン、パンッと両頬を叩いた。

        　

        翌日、美空は朝早くに家を出て学校へ向かった。

        校門は閉まっていた。門の脇にある警備室の男性に学生証を見せて「忘れ物をした」と言うと、すんなり学校の中に入れてもらえた。

        葉菜女学園の構内にはまばらだが人がいた。車も何台か停まっている。大学部の人が研究に励んでいるのだろう。

        美空は真っ先に教室へ向かった。

        メイド喫茶をしていたときと違って、教室に開けた空間はなく、いつもどおり整然と机が並んでいる。

        下を向き、ごみの一つも見逃さないつもりで床を調べる。教室の端から端まで、隈なく探す。

        ――ない。

        教室に落としていないのだとしたら、やはりトイレだ。

        四階のもっとも奥まったところにあるトイレへ行き、結菜と二人で入った個室の床を見まわす。

        ――やはり、ない。

        美空はサァッと青ざめた。

        （だれかに拾われちゃった……？）

        もしくは、家へ帰る途中で落としてしまったのだろうか。

        ここへ来る途中だって下ばかり見て歩いた。それでも、見つからなかった。

        なぜあのシャープペンシルにこだわるのか、自分のことなのに理由はわからなかった。

        ただ、ずっと使い続けているものだから愛着がある。そうやすやすと手放せない。

        美空はガクリと首を垂れてうなだれた。

        　

        休日明けの授業はまったくといっていいほど身が入らなかった。

        さくらはいまだに体調を崩して学校を休んでいる。見舞いに行ったほうがいいだろうかと、そんなことをぼんやりと考えながら百合園へ向かった。

        「美空ちゃん、お疲れ様～」

        「お疲れ様」

        百合園には小春と莉乃だけだった。結菜の姿はない。

        「お疲れ様です。……結菜先輩はお休みですか？」

        「ううん。少し遅れて来る。学園祭の後片付けがまだ残ってるんだって」

        そういう小春は後片付けを手伝わなくてよいのだろうかと思ったが、口には出さなかった。

        「さくらちゃんは？　まだ熱があるの？」

        莉乃はテーブルの上に頬杖をついて思案顔を浮かべている。

        「そうみたいです。だいぶん下がった、っていうメッセージはもらったんですけど……ひとまず今日まで休むそうです」

        「そう……心配だね。早くよくなるといいけど」

        莉乃の言葉に、美空と小春はコクコクと頷いてさくらの身を案じる。

        （あ、今日のお茶当番は私だ）

        美空は自分の席にはつかず、すぐにお茶の準備を始める。

        （莉乃先輩はコーヒー。私と小春先輩は、紅茶）

        ティーカップとソーサーを三つずつ、トレイの上に並べ、そのうちの二つには紅茶のティーバッグを、もう一つにはドリップコーヒーをセットした。

        ポットからお湯を注ぐ。初秋とはいえまだ暑い日が続いているが、百合園の中はエアコンが効いていて涼しいので温かい飲みものでも問題ない。

        紅茶とコーヒーを淹れ終わった美空はトレイの両端を掴んでテーブルへ歩いた。

        「どうぞ」

        「うん、ありがとう。美空ちゃん、前より配膳がうまくなった気がする。メイド喫茶で働いたからかな」

        莉乃が冗談めかして言った。

        「じゃ、美空ちゃんのお茶当番のときは毎回メイド服でご奉仕してもらっちゃおうかな」

        小春が意味ありげな笑みを浮かべる。冗談か本気かわからない。

        「い、イヤです！」

        椅子に座り、紅茶が入ったティーカップのハンドルを摘まみながら美空が言うと、小春は「ちぇっ」と残念そうに唇を尖らせた。

        三人はなにをするでもなく、たわいない話をして過ごす。

        （……結菜先輩、まだかな）

        美空は壁に掛けられた時計をチラリと見る。もうすぐ下校時間だ。

        「なぁに、美空ちゃーん。さっきから時計ばっかり気にして。私たちとおしゃべりしてるだけじゃ、物足りない？」

        「えっ!?　そっ、そんなことないです、すごく楽しいですよ！　……そろそろ、カップ片づけちゃいますね」

        美空は三人分のティーカップとソーサーをトレイに載せてそそくさと立ち上がり、洗面台まで運ぶ。

        カップを洗いながら、いましがた小春に言われたことを考える。

        （結菜先輩がいないと物足りない、か……）

        先ほどはつい勢いで否定したが、もしかしたら小春の言うとおりかもしれない。小春と莉乃と話をしているあいだもずっと、結菜のことが頭から離れなかった。

        （私……結菜先輩のこと――）

        そのとき、ガラガラッと勢いよく百合園と扉が開いた。

        「遅くなっちゃった……！」

        結菜のその声と同時に、下校を促すチャイムが鳴り響く。

        「あ……」

        結菜は引きつり笑いを浮かべて、

        「い、一緒に帰ろう」

        と言うのだった。

        美空は結菜と小春、莉乃と一緒に校門へ向かう。

        （結菜先輩に会えたのはよかったけど……）

        結菜とは帰り道が違うので、一緒にいられるのは校門までだ。歩いて数分の、ほんの少しの時間しかない。

        「それじゃ、美空ちゃん。また明日」

        「はい。お疲れ様でした」

        ペコリと会釈をして帰路につく。

        家へ向かって歩き始めてすぐにことだった。

        「――美空ちゃんっ！」

        その声がだれのものなのか、考えずともわかる。

        うしろから呼び止められた美空は声がしたほうを振り返った。

        「結菜先輩！　どうされたんですか？」

        結菜が駆け寄ってくる。美空は驚きつつ、内心はとても喜んでいた。

        結菜は美空の前に立つと、胸に手を当てて息を整えた。

        「ねぇ、美空ちゃん。なんだか、その……元気がないみたいだけど。もしかして、学園祭でのこと……気にしてる？」

        「へっ？　あ、いえっ――違います」

        普段どおりにしていたつもりだが、顔に出ていたのだろうか。

        「じゃあ、どうして……？」

        心配そうに顔を覗き込まれれば、白状するしかない。

        「じつは……大切にしていたシャーペンを失くしてしまって、ちょっとへこんでるんです。あちこち探したけど、見つからなくて」

        「そうなの……」

        悲痛な面持ちになってしまった結菜を見て、心苦しくなる。

        「でも、もういいんです。見つからないものは、仕方がないので……だから先輩も、そんな顔しないでください」

        美空が言うと、結菜の眉間の皺がますます深くなった。結菜は薄桃色の唇をキュッと引き結んで、唸るように「うん」と言った。

        　

        「美空ちゃん、ご飯よ～」

        階下から祖母の声が響いた。

        「はーい」

        美空は私室を出て、階段を下りようとする。

        ふと、廊下の窓の外に目がいく。初めは、葉菜女学園の制服を見つけ、そしてその人の顔を見て、美空は一人「えっ!?」と大声を上げた。

        美空は階段の手すりを持って駆け下り、玄関へ向かう。

        バタバタと走る美空に祖母が「美空ちゃん、どうしたの？」と声を掛ける。

        「大切な人が来たの！」

        そう答えて、玄関扉を押し開けた。

        とっさに出た言葉ほど真実を語るものだ。

        「あっ――……」

        門扉の前に結菜が立っていた。インターホンを押すべく右手を掲げていた。呼び鈴を鳴らさずとも美空が家から出てきたので、驚いているようだった。

        「結菜先輩っ、どうしたんですか!?」

        スリッパで玄関のアプローチを下り、門扉を開ける。

        「ごめんね、急にお家に押しかけてきて」

        「いえ、そんな」

        結菜の額には汗がにじんでいた。ここまで、結菜が走ってきたというのが明らかだった。

        「美空ちゃんが失くしたシャーペン、って……これだよね」

        結菜の手に握られていたのは、見慣れたシャープペンシルだ。

        「――っ、はい！　そうです、それです！」

        「廊下の、窓枠のところに……あったの。だれかが、拾って……置いていたみたいね」

        結菜がふわりと笑う。

        「――はい、どうぞ」

        うしろから射す夕陽。

        差し出された手。

        風が吹いて、揺らめくウェーブヘア。

        そうして蘇る。

        その一瞬、時が止まってしまったのかと思った。いや、あるいは巻き戻されたのだ。

        夏の終わり、夕暮れ時。

        どこか哀しげに笑う彼女の姿が、頭の中に明確に蘇る。

        「アリスちゃん」

        口が、意思とは無関係にひとりでに言葉を紡いだ。

        あらゆる思考のプロセスをすっ飛ばして出た言葉だったのかもしれない。

        それはきっと、直感。

        どうしていままで気がつかなかったのだろう。

        結菜は、アリスの面影を多分に残している。

        このシャープペンシルをくれたのは、幼いころの結菜だ。

        「……思い出して、くれたの？」

        少し震えた、か細い声で結菜が言った。

        花のチャームが揺れて、シャープペンシルが美空の手に渡る。

        美空は小さなシャープペンシルを両手で包み込んで胸に抱き、コクン、コクンと何度も大きく頷いた。

        「……っ」

        結菜の両腕が伸びてくる。抱き寄せられたのか、あるいはそこへ自ら飛び込んだのか、わからない。

        結菜の体は温かくて、なにもかも溶かされそうになる。

        「私っ……美空ちゃんのこと、知ってたんだから」

        耳元で響く、優しい声。

        「さくらちゃんだけが、美空ちゃんの幼なじみじゃ――ないんだから」

        その言葉は些か力強く発された。

        「一目惚れした、っていうのは、本当。でも、入学式の日じゃない。もっとずっと、前のこと」

        美空はシャープペンシルを握ったまま、結菜の背をそっと抱きしめ返す。

        「あのとき――初めて出会ったとき、結菜先輩はどうして泣いていたんですか？」

        「さぁ、忘れちゃった。でも……声を掛けてくれた美空ちゃんのことは、よく覚えてるの。あのころの私、すごく泣き虫だったのよね」

        結菜が顔を上げる。

        そうして、見つめ合う。

        「夕陽に照らされた美空ちゃん……すごく綺麗だった。もちろん、いまだって綺麗だと思うけど」

        「そっ、そんな！　私なんて、全然――結菜先輩のほうが、百万倍……ううん、一千万倍以上、綺麗です」

        「なぁに、それ。そんなことないのに」

        チリン、チリン、と鈴のようななにかが鳴る音がした。

        それが自転車のベルだと気がついた二人は、互いの体を抱くのをやめて門扉下の階段に並んで座った。間もなくして、自転車に乗った少女たちが目の前を通り過ぎた。

        「私も、以前はこの近くに住んでたの。でも引っ越しすることになって……それで、別れ際にこのシャーペンをあげたの。私のこと、いつまででも覚えていてほしくて」

        「すみません、忘れてしまっていて」

        「ううん、いいの。ちゃんと思い出してくれたから」

        結菜は制服のスカートの上に置いていた自分の指を絡め合わせて手遊びする。

        「入学式の少し前に、外部入学する子の名前を聞いて……それで、校門で待ってたの。美空ちゃんに会えるかもしれない、と思って」

        それは結菜にとって恥ずかしい告白だったのか、俯いてしまう。結菜はくぐもった声で美空に告げる。

        「私に、声を掛けてくれてありがとう」

        「そんな……！　こちらこそ、その……。見つけてくださって、ありがとうございました」

        美空は花のチャームを人差し指に絡めて持ち上げた。

        「……うん。私は、何度だって見つけるよ」

        なにもかも包み込むような穏やかな笑みは、きっと――いや、絶対に忘れない。

        


        　

        　

    

    
        終章　このまま溺れてしまいそうです！

        　

        美空はとある覚悟を決めた。

        自覚した気持ちを、自分の中にだけ留めていてはいけないと思った。

        言葉にしなければ、他人ひとには伝わらない。

        放課後、熱が下がり登校してきたさくらとともに百合園へ行く。そのあいだずっと、美空の面持ちは緊張に満ちていた。

        百合園にはすでに小春と莉乃、そして結菜がいた。

        「さくらちゃん、大丈夫？」

        百合園に入るなり莉乃が尋ねる。

        「はい、もうすっかり。元気になりました」

        さくらは笑顔でそう答えて自分の席につく。美空はというと、相変わらず緊張していた。

        美空は椅子に座り、「すう、はあ」と深呼吸をする。

        「私っ……結菜先輩のことが好きです！」

        全員がいっせいに美空を見た。

        莉乃は無表情だった。小春は口に手を当てて小さく「わーぉ」と言う。

        結菜は、なにか言いかけていたのか口を開けたまま固まっていた。

        そしてさくらの瞳からは、大粒の涙が零れる。

        ガタンッと大きな音を立ててさくらは椅子から立ち上がり、身を翻して百合園から出ていく。

        「――っ、さくらちゃん！」

        そう叫んだのは結菜だ。美空は、どうすることもできず戸惑っていた。

        「……美空ちゃん。さくらちゃんを追いかけて」

        そう言った結菜の表情があまりにも悲痛なものだったので、美空は尻込みする。

        「早く！」

        鬼気迫る表情で結菜にまくし立てられた美空は慌てて「はいっ」と返事をして腰を上げた。

        百合園から出て、きょろきょろとあたりを見まわす。さくらのうしろ姿が、廊下の角に消えていく。

        美空はさくらを追って走り出す。

        （さくらちゃん、どうして――）

        思い当たる節がまったくないわけではなかった。薄々、そうではないかと思っていた。だからこそ、皆の前で言った。

        階段を駆け上がるさくらを下から追う。

        屋上は普段は施錠されているはずなのに、どうしてか今日は鍵が掛かっていなかった。

        秋風が吹きすさぶ屋上で、さくらと向かい合う。互いに息が切れている。

        「私……っ、病み上がりなのに……ひどいよ、美空……！」

        そうしてまた、さくらの瞳から涙が零れる。

        「ごめんっ、さくらちゃん……！　でも、私――結菜先輩のことが、好きなの」

        はっきりとした言葉にすると、それだけで想いが溢れだす。

        この感情は、だれにでも抱けるものではない。

        「……知ってる。……ううん、知ってた」

        さくらの目から水粒が絶え間なく噴き出て、滝のようになる。

        「そうじゃないかって、思ってた……！」

        涙に濡れた顔をさくらは自身の両手で隠すように覆う。

        「美空だって、知ってたでしょ？　私が美空のことを、好きなの」

        美空は小さな声で「うん」と言いながら頷いた。

        「私の気持ちに応えてくれることは、絶対にない？」

        間を置いてはいけないと思った。さくらに、誠実に向き合いたい。

        「ない。ごめん……さくらちゃん」

        さくらは顔を手で覆ったまま膝を折り、その場に崩れ落ちる。さくらの手指の隙間から涙が零れ、無機質なコンクリートの上に散る。

        美空とさくらは互いに一言もしゃべらず、しばらくその場にいた。美空は立ち尽くし、さくらは座り込んですすり泣く。

        「ごめん、美空。私……ひとりになりたい」

        泣き止んださくらが言った。

        「でも――」

        「大丈夫、飛び下りたりしないから。約束する。だから……もう、帰って」

        美空はふたたび小さく「うん」と返事をして、その場をあとにした。

        百合園に戻ると、すぐに莉乃に状況を尋ねられる。

        「さくらちゃん、どうだった？」

        「その……ひとりになりたいそうなので、帰ってきました」

        「話はちゃんとできたの？」

        「はい」

        すると小春が「じゃ、私たちの番かな」と言って立ち上がる。

        「莉乃先輩、行きましょ」

        「ええ」

        莉乃は自分とさくらのぶんの鞄を右手に提げて、扉の前に立つ。

        「さくらちゃんのことは私たちに任せて、あとは二人で楽しんで。せっかく両想いになったんだから」

        「へっ!?」

        赤面したのは、美空と結菜の二人とも。

        小春は明るい調子で「ばいばーい」と言って手を振り、莉乃とともに部屋を出ていった。

        百合園に残された美空と結菜は、互いの顔を真正面から見ることができない。なんとなく、気恥ずかしかった。

        （両想い……）

        結菜のことが好きだ、と自分自身が認めるまでに時間がかかってしまったのはやはり、同性だからだ。

        女の子同士なのに、と思うところが、いまだってまったくないとは言いきれない。

        それでも、好き。

        周囲にどう思われようとも、結菜のことが好き。この感情はもうごまかしようがないし、隠すのも嫌だと思ったから告白した。

        「なんだか、信じられない……。本当に、私のこと……好き？」

        目を伏せたまま、結菜は言葉を足す。

        「それは友達としての『好き』とは――」

        「違います」

        きっぱりと否定すると、結菜は驚いたような表情になった。

        その場に棒立ちになっている結菜に、一歩、二歩と近づいていく。

        「友達としての『好き』なら、心も体も欲しいなんて――思わない」

        あぁ、私はなにを口走ったのだろう。

        でも、本当のことだ。思ったままを、正直に口にしただけなのだ。

        「も――美空ちゃんっ……！　なんで、そんな……嬉しいこと、言うの」

        結菜の目の前に立ち、彼女の手を取る。

        「だって、好きだから」

        結菜の手は温かい。いつでも温かく、優しく私に触れてくる。

        結菜の両手が頬に添っていた。

        つい先ほどまで、視線を合わせるのも恥ずかしかったのに、いまは反対に目を逸らせない。

        吸い寄せられるように、互いの顔の距離が縮まっていく。

        まばゆそうに目を細める結菜の、この表情かおも――好き。

        触れれば柔らかいこの唇も、大好き。『好き』が溢れて、止まらない。

        「んん……」

        甘い声に性欲をくすぐられる。下半身の奥底が、トクッと小さく脈を刻んで疼く。

        結菜の制服の胸元を掴んでしまったのは、完全に無意識だ。そうしようと思ったしたことではない。

        きっと、渇望しているせい。

        結菜のことを、心の底から欲しいと思っている。

        「ん、うっ!?」

        呻いたのは美空だ。驚きのあまり出た声だ。

        口腔に、生温かいなにかが入り込んできた。

        その正体は一つしかないのだが、すぐには理解できず、困惑する。

        （こ、これって……結菜先輩の、舌――）

        肉厚な舌が上あごや下あご、そして歯列までも舐めまわすので、美空は「ふっ、ううぅっ」と喘いで狼狽うろたえる。

        「……イヤだった？」

        ほんの少しだけ唇を離して結菜が訊いてくる。

        美空は間髪入れずにぶんぶんと首を振り、「イヤなわけないです」と答えた。

        「結菜先輩の舌、熱くて……気持ちいい」

        惚けたようすで美空が言うと、結菜は瞬く間に頬を赤くした。

        「美空ちゃんたら……！」

        結菜は恥ずかしそうに目を細め、美空の両頬をすりすりと摩る。

        「やっぱりまだ、信じられない――」

        恍惚とした顔は絶世で、そして艶あでやかだ。

        美空は結菜の不安を払拭するつもりで「好きです」と明言する。

        するとまた唇が重なって、熱い舌が割り入ってくる。

        「ふっ……んぅ、んん」

        互いの鼻から抜ける息がやけに官能的だった。舌の根元を絡め取られた美空は息苦しさを感じながらも、その快感に酔う。

        （舌を絡め合わせるって、こんなに気持ちいいんだ……）

        結菜の舌先が、私の舌の根元をくすぐるのがたまらない。

        心地よさの中にむずがゆいなにかが混ざっていて、どうにもいたたまれなくなる。

        大きく息を吐き出すと、自然と唇同士が離れた。

        「……美空ちゃん」

        確認するような呼びかけ。

        なにを確かめられているのかわからないのに、美空は首を縦に振ってしまう。

        結菜となら、なにをしてもいい。いや、なんでもしたい。

        大きく頷いた美空の制服のボタンを、結菜は一つ一つ外していく。長袖の白いブラウスの正面が開け広げになる。

        （もっとかわいい下着をつけていればよかった）

        ピンク色を基調にした小花柄の少女趣味のものだ。子どもっぽくて恥ずかしくなる。

        結菜は美空の小花柄のブラジャーを指でツツッと辿った。

        「美空ちゃんは子どものころから、花柄が好きだよね」

        思わぬ指摘を受け、「へっ？」と声を上げる。

        「よく、こういう小花柄の服を着てたから……あのシャーペンをプレゼントしたの。気に入ってもらえるかな、と思って」

        「……っ！　あ、ありがとうございます」

        嬉しい。でも、照れる。

        （私のこと、見ててくれたんだ。そんなに、考えてくれてたなんて……）

        それに引きかえ私はどうだろう。

        結菜が『アリス』だと、これまでまったく気がつかなかった。シャープペンシルを失くしてしまうというきっかけがなかったら、ずっと気がつかないままだったかもしれない。不甲斐ない。

        「結菜先輩っ、なにか欲しいものはありませんか!?」

        突然、美空が大声でそんなことを訊いてきたので驚いたらしく、結菜は高い声で「えっ？」と言った。

        「どうしたの、急に」

        「いえ、その……。シャープペンシルをいただいたお礼と、見つけてくださったお礼になにかお返しがしたくて」

        「んー……お返し、かぁ……」

        小花柄のブラジャーのカップの中心で、結菜の細い指先がくるくると円を描く。

        「美空ちゃんが、欲しい。ほかにはなにもいらない」

        結菜が、頬をピンク色に上気させてそう言うものだから、美空もまた両頬を火照らせる。

        「ゎ、わたっ……私だけで、いいんですか？」

        「うん。美空ちゃんじゃなきゃ、だめ」

        「どうして、ですか……？」

        好かれているのは嬉しいが、その理由がいまいちわからない。

        「美空ちゃんのどこが好きか、ってこと？」

        コクコクと頷けば、結菜はわけを教えてくれる。

        「そうね……。たくさんあるけど、いちばんは――」

        はにかんだような笑みになって、結菜は言う。

        「泣いている人を、放っておかないところ」

        結菜の左手が、熱を帯びた美空の頬を撫でる。

        「子どものときも、好きって思ってたけど……。いまのほうが、もっと好き。美空ちゃんのこと、どんどん好きになっていく」

        美空はますます顔が熱くなった。いまならきっと火だって噴ける。

        温かな手のひらが頬から首筋へと下りて、鎖骨を撫で、背中へとまわり込む。小花柄のブラジャーのホックを、プチンと弾かれる。

        胸の締めつけがなくなると、身も心も解放的になった。

        結菜の手が肌を撫でることに、慣れたわけでは決してない。恥ずかしいという気持ちは多分にあるが、それよりも、触れられたいという欲求のほうが強くなっている。

        結菜の両手は背をゆっくりと撫で上げたあと、前面へとやってきた。無防備になった膨らみを、下から掬い上げる。

        「ぁ、ん……っ」

        乳房を持ち上げられるだけで妙な声が出てしまう。緩くなったブラジャーの内側に隠れている乳頭はきっと、触れられずとも勃ち上がっている。

        結菜は美空の双乳をふにふにと左右に揺らした。

        「はぅ、う……んんぅ」

        胸の上にはブラジャーがのっかったままだ。乳房は、じかに見られているわけではない。それなのに、結菜の視線が胸元に注がれているというだけで羞恥心が込み上げてくる。

        見ないで、とは言わない。むしろ、じろじろと見られたい。我ながら淫乱だ。どうしてそうなってしまったのか、わけもいきさつも語れない。自分でも知らず知らずのうちに、自然とそうなった。

        （結菜先輩……。いつまでこうしてるんだろ……？）

        胸の上にのっているだけの下着を早く拭い去ってほしいのに、結菜は胸を揉むばかりで下着を退けようとはしない。

        自分で自分の下着を捲り上げて乳房を見せつけるのは、恥ずかしい。

        （恥ずかしい、けど――）

        結菜に乳房を揺さぶられて、乳頭が下着に擦れるのがもどかしい。もっと明確な刺激が欲しくなる。

        美空はおずおずと両手を脇まで持ち上げた。結菜は、なにも言わない。微笑んだまま注視してくる。

        ブラジャーの両端に指を掛け、ひとおもいに捲った。捲ってしまった。

        美空の行動に対して結菜が驚くことはなかった。予想していたのだろう。

        「見てもらいたいの？」

        諭すような、優しい声音。

        美空は小さく頷く。

        「美空ちゃんたら……エッチ」

        「うぅ……」

        脚の付け根にある小さな豆粒がヒクッとうごめく。責められるような言葉を浴びせられ、快感を覚えている。

        「そうやって自分でブラジャーを捲り上げてるの……すごく、いい」

        結菜は悩ましげなため息をつく。

        「私の心臓ね、さっきからずっとドキドキして……落ち着かないの」

        首筋に結菜の柔らかな髪の毛が触れる。こんなふうに肩に顔を埋められると、少々くすぐったい。

        「私――美空ちゃんを見て、すごく興奮してる」

        吐息交じりの艶っぽい声を耳に吹き込まれた美空は、なにをされているわけでもないのに「あぅっ！」と喘いだ。

        「うん？　どうしたの？」

        結菜はとぼけているのか、本当にわからないのか、判別がつかない。

        「結菜先輩の……息が、くすぐったくて」

        「ふふ……そう？」

        結菜は唇を尖らせて美空の首筋に「ふうっ」と息を吹きかけた。

        「やぁっ！」

        美空の両肩がビクリと跳ね上がる。

        「結菜先輩、いじわるです……！」

        「うん、ごめんね……。でも、美空ちゃんがかわいいから、いけないの」

        さも「だから仕方がない」というような言いまわしをして結菜は美空の首筋を舌で舐め上げる。

        「あぅうっ……！」

        美空は顎を引く。そうして、ゾクゾクとした甘い戦慄わななきをやり過ごそうとする。

        （結菜先輩、ドキドキしてるって言ってたけど）

        私のほうがそれ以上に、心臓をバクバクと動かしている自信がある。

        結菜に、翻弄されっぱなしだ。

        「いじわるばっかりしちゃうかもしれないけど……嫌いにならないでね……？」

        結菜を嫌いになるなんて、まったくもって想像できない。

        それに『いじわる』といってもきっと、私が本心から嫌がることはしないのではないかと――そう思った。

        「いじわるな結菜先輩も、好きです」

        美空が言うと、結菜の口角がクイッと上がる。

        「積極的に『いじわるされたい』ってこと？」

        「そ――そういう、意味では……うーん……あるような、ないような」

        「はっきりしないなぁ」

        目を細め、結菜は美空の胸飾りをツンッと一回だけ突いた。

        「ひゃっ!!」

        不意打ちだった。会話の途中でそんなことをされるなんて、思ってもみなかった。

        「美空ちゃんは、どういう『いじわる』がお好み？」

        乳輪の際をゆっくりと擦りながら結菜は美空に頬ずりをする。

        「結菜先輩がしてくださることなら、なんでも……」

        「え～？」

        すると、乳頭に結菜の指先が触れた。しかしそれはとても微かで――羽根で撫でつけられているようだった。

        「気持ちいい……？　美空ちゃん」

        「ん、んっ……気持ち、いぃ……です」

        もっと強く触れて欲しいとも思ったが、この微細な刺激がきっと後々さらなる快感を生むのだろう。美空はそう直感した。

        （物足りない、けど……それが、いい）

        美空はゆっくりと長く息を吐き出す。

        （でも、私ばっかり気持ちよくなってる）

        自分ばかりがいい思いをしていたのでは心苦しいというのに加えて、結菜の胸を見たいという欲求も募っていた。

        （嫌がられるかな……？）

        美空は結菜の制服のブラウスめがけて緩慢に両手を伸ばす。胸元のボタンに手を掛け、試しに一つだけ外してみた。

        「――ぁ」

        結菜は小さく声を発したものの、「やめて」とは言わない。

        （いい、ってことだよね）

        すぐに調子づいて、美空は次々と結菜の白いブラウスのボタンを外していった。

        ただ、結菜の白い下着が露になると、急に強く乳首を摘ままれたので、手元がおぼつかなくなる。

        「んぁ、あっ……！」

        これは、明らかな『いじわる』だ。

        「結菜、せんぱぁい……っ」

        美空が音ねを上げると、結菜は頬を桃色にして「ふふ」と笑った。

        （いじわるされても、見たい）

        乳頭をどれだけ強く摘ままれても、結菜の乳房を見たいという気持ちは揺るがない。

        美空は結菜の指先にもたらされる快感に必死に耐えながら、なんとかして白いブラジャーを捲り上げた。ブラジャーのホックは外していないので、結菜の乳房は上から締めつけられ、その大きさがよりいっそう強調される。

        「美空ちゃん、強引」

        「ふ、うぅっ……。ごめん、なさい」

        謝りながら、結菜の乳房をしげしげと眺める。薄桃色の先端が尖っているのがいじらしい。見られるだけで興奮するのは、お互いに同じのようだ。

        （擦り合いっこ、したい……）

        提案するべきか否か、迷う。

        「結菜先輩」

        呼びかければすぐに「ん……？」と優しい声音が返ってきて、顔を覗き込まれる。

        「ち、乳首を……その……ええと」

        擦り合う、という一言がなかなか言えない。

        「乳首が、なぁに？　どうするの？　美空ちゃん」

        どこかニヤニヤとした面持ちで結菜は美空の胸先を突く。

        「うぅ、んっ……」

        いじわる宣言をされたのだから、と覚悟はしていたが、なかなか酷だ。

        「……擦り合いたい、です」

        「なにと、なにを？」

        美空は口をへの字に曲げたあとで観念する。

        「私と……結菜先輩の、乳首を」

        結菜は、極上の笑みになる。

        「私もよ」

        結菜の両手が背にまわり、体を抱き寄せられる。

        そうしてぶつかり合うのは、四つの乳房。

        柔らかなもの同士が重なる、えもいわれぬ感覚は病みつきになる。

        「あ、ぁっ……気持ちいい」

        「まだ、擦り合いっこしてないよ？」

        クスッと笑って結菜が言った。

        「それでも、気持ちいいんです。結菜先輩の胸、柔らかい……」

        「美空ちゃんだって」

        「ん、んんっ……」

        美空は息遣いを荒くして、結菜の頬にちゅっとくちづけた。無性にそうしたくなった。

        「ンン……どうしたの？」

        「ちゅって、したくなりました」

        「ちゅっ、って？」

        クスクスと笑う結菜の胸の両側をそっと掴む。それから、自分の肩を左右に振った。

        それぞれの乳首が擦れ合う。快い摩擦を生む。

        「あっ……ゃあ……ん！　もっと、じらそうと思ってたのに……ぁ、あっ」

        「も……待てない、です」

        美空は懸命に体を揺すった。乳首同士が擦れ合うことでもたらされる快感は、指でされるのとは大きく異なる。

        互いの秘めやかな箇所を擦りつけているのだという自覚が、快さを助長している。

        「ぁ、あぁ、あっ……！　美空ちゃん、はげし……ぃ、んんぅっ……！」

        「だって、結菜先輩の乳首……硬くて……あぅ、うぅう……！」

        乳首の擦り合いに夢中になる美空を宥めるように、結菜は右手を下方へ伸ばす。美空の太ももをすうっと撫で上げ、脚の付け根を指でくすぐる。

        「ひぁ、あぁっ！」

        いきなりそんなところに触れられては困る。だって、そこは濡れているから。

        「いっぱい、感じてるね……美空ちゃん」

        嬉しそうにそう言って、結菜は上体を低くする。

        「あ――」

        もっと胸同士をぶつけ合っていたかったのに。

        これもきっと、『いじわる』。

        結菜は床の上に膝をつき、美空の紺色のスカートを捲り上げた。ショーツのクロッチ部分を下から見上げる。

        「丸い染みができてる」

        言われずともわかっていたことだ。それでも、羞恥の熱が瞬時に頬へと立ち上る。

        「この染み、もっと広げていい？」

        「ふっ……？」

        それがどういうことなのか、わかるようでわからない。

        頭の中に疑問符を浮かべる美空をよそに、結菜は赤い舌を出す。

        美空の太ももに手を添えて、ショーツのクロッチ部分を舐め始めた。

        「にゃっ……！」

        「にゃ？」

        結菜は美空の言葉を反芻して、すぐにまた舌を出して丸い染みを舐める。

        「い、いえっ、結菜先輩っ……！な、なにを――」

        「さっき言ったとおりのことだよ？」

        ――ショーツの染みを、広げる。

        たしかにそうだ。そのとおりだ。

        「で、でもっ、こんな……っ」

        ショーツの染みは、結菜の唾液で間違いなく広がる。それだけでなく、内側から溢れるものでも濡れ染みは大きくなるだろう。

        「だめですぅ……！」

        涙目になって叫ぶ。恥ずかしくて仕方がなかった。

        「だめは、だーめ」

        結菜は舌を引っ込めてくれない。

        美空は口元を押さえて「あぁ、あぁあっ！」と喘いだ。

        結菜の舌先が割れ目の奥をぐりぐりとえぐっている。

        恥ずかしいのに気持ちいい。両脚がガクガクと震えだす。

        （下着越しでもこんなに気持ちがいいんだから……もし、じかに舐められたら）

        想像すると、それだけで快感が高まる。

        それと同時に、またも『されてばかり』だと思った。

        （私も、結菜先輩を気持ちよくしてあげたい）

        美空は願いを口にする。

        「私も、したい……です。結菜先輩の大切なところを、舌で舐めたい」

        「ん――ありがと……。でも、今日は……いい。だって、こうして美空ちゃんのを舐めてるだけで……私、イッちゃいそうなんだもん」

        結菜の人差し指がショーツの端を持ち上げる。

        「あっ」

        咎めるように叫んでも、結菜の指は構わずショーツの内側へと潜り込む。

        「ゃっ、結菜せんぱ――ぃあっ、あぁあっ！」

        愛液で濡れそぼった秘所そこを、結菜は華奢な指先でかき乱す。

        「んぁっ、あぁっ……ひぅう、うっ……！」

        目の前に星が飛び始める。きっと錯覚だけれど、それくらい気持ちがよくて、わけがわからなくなった。

        「美空ちゃんっ……」

        切羽詰まったような声がしたあと、ショーツを下にずらされる。足の付け根が開け広げになっても、恥ずかしさよりも快感のほうが先に立つ。結菜にそこを見られているという悦びが、全身を駆け巡る。

        結菜が口を開けた。美空の陰唇にキスをして、舌で淫核を嬲り始める。

        「ひあぁああっ！」

        美空の体が上下に跳ね、二つの乳房がふるりと弾む。

        結菜の舌でじかに触れられたら――と、ついさっき想像した。頭の中で思い描いたものよりも、圧倒的だった。凄まじいまでの快楽が湧き起こり、美空を恍惚境へと導く。

        「やっ、ゃっ、ぅっ……やぁあぁあぁああぁ――……!!」

        快楽に溺れて脈動する美空の腰元をしっかりと掴み、結菜は陰唇にくちづけたまま微笑んだ。

        


        　

        　

    

    
        番外編　私だけを見てほしいのに。

        　

        私の好きな人は、いつも気まぐれ。

        いっそ残酷なくらい奔放だったらいいのに、そうじゃない。

        弱っているときには必ず、優しい言葉を掛けてくれる。

        でも、どれだけ私が求めても百パーセントは応じてもらえない。

        しょせん、私も――あの子にとっては、数多くいる女の子のうちの一人なのだ。

        　

        温水莉乃は小春と連れ立って早足で廊下を歩く。

        恋に破れ屋上で泣いているであろう、百合愛好会の一年生――さくらを慰めるためだ。

        屋上へ続く階段を上り、クリーム色の鉄扉を開ける。

        びゅうっという音とともに秋風が吹き込んできて、小春のライトブラウンのセミロングヘアをサラサラと揺らした。

        さくらはフェンスの下で膝を抱えてうずくまっていた。

        （いまは、一人にしておいたほうがいいと思うけど――）

        フェンスを飛び越えて無謀な行為に走らないか見守る必要はある。さくらに話しかけずともよいと莉乃は思ったが、小春の考えは違う。

        小春はなんの迷いも見せずさくらに近づき、「大丈夫？」と声を掛けた。

        さくらはビクッと肩を揺らした。それから、ゆっくりと顔を上げる。泣きはらした赤い目が痛々しい。

        「んもぅ、こんなに目を赤くして……」

        さくらの目尻に溜まっていた水粒を小春は指先でそっと拭った。

        「本当に好きだったのね、美空ちゃんのこと」

        「……っ」

        さくらは声もなくコクッと頷く。さくらの瞳がふたたび潤みを帯びる。

        小春はさくらが髪につけていた桜色のシュシュをそっと外した。ふわりと広がったさくらの髪の毛を、右手で何度も梳く。

        さくらの唇が震え始める。瞳からは涙が零れ落ちてきた。

        小春はさくらの体をぎゅうっと抱きしめた。大きな胸に顔をうずめさせて、さくらの背を優しく撫で上げた。

        莉乃はそのようすをただ眺めていることしかできない。

        小春は女の子すべてを愛してる。

        私は、特別な一人には――なれない。

        　

        両想いになった美空と結菜が羨ましくてたまらなかった。

        まだ先の話だが、進学すれば百合愛好会にはいられなくなる。進学先はいまと同じ敷地内ではあるものの、授業を受ける校舎がこことはとても離れている。

        （私も、小春に告白しようかな……）

        勝算のない告白をしてどうする、とすぐに自分自身が咎めてくる。

        （でも、きっぱりふられたほうが――私のためになるのかも）

        そうすればきっと、悶々と過ごす日々から解放される。

        自分だけのものにならないもどかしさから、逃れられるかもしれない。

        さくらは一週間ほど百合愛好会を休んだ。さくらの姿を見ないまま、テスト期間になった。

        テスト明け、百合園にやって来たさくらは至って普段どおりだった。

        ふっきれたのか、あるいは開き直ったのかはわからない。美空や結菜ともこれまでと同じように会話していた。

        　

        季節はあっという間に移ろい、卒業式を迎えた。

        そして、その翌日のこと。

        『り～のせ～んぱいっ！　迎えに来たよ』

        電話口から響く小春の声はいつも明るい。

        「わかった」

        あらかじめ身支度を整えていた莉乃はハンドバッグを片手に家を出る。門扉の前に黒い大きな横長の車が停まっていた。

        門扉の外へ出ると、運転席にいた男性がまわり込んできて、後部座席のドアを開けた。奥の座席には小春がいる。

        「わざわざ迎えに来てくれて、ありがとう」

        「いえいえ。だって今日の主役は莉乃先輩なんだから」

        「ん、うん……」

        今日は小春の家で送別会が催される。昨年もそうだった。送り出す側から、送り出される側になったのだという実感がいまだに湧かない。

        （この送別会が済んだから……もう本当に、『終わり』なんだ）

        そう思うと急に寂しさが込み上げてくる。まだ送別会が始まってもいないというのに、いまからこんな調子では先が思いやられる。すでに泣きたい気分なのだ。

        莉乃は気持ちを切り替えるため車の外に目を向けた。景色を眺めていれば気が紛れるかと思ったが、高い塀ばかりが続いていて面白くない。

        （まぁ、仕方ないか……。もう小春の家の近くだし）

        この高い塀の向こう側はすべて、小春の家――泉ホールディングスの敷地だ。

        泉邸の正門から、車に乗ったまま中へと入る。敷地内にも公道とそう変わらない道路が整備してある。

        車で数分ほど走ると、横にも縦にも大きな洋館が見えてくる。

        玄関の目の前で車から降り、邸内へ。エントランスホールに入ってすぐ目につくのは、中央階段の手前にある大きなシャンデリアだ。

        （いつ見ても立派……）

        自分の家と比べるとこの邸はどこも別世界だ。廊下にしても、大人が四、五人は横並びで通れそうなほど広い。

        そうして、『小春は別世界の住人』という考えに至ってしまって、秘かに落胆する。

        「――莉乃先輩、ご卒業おめでとうございます！」

        扉を開けるなりパン、パァンッと祝いのクラッカーを向けられた。

        美空と結菜、さくらの三人はすでに小春の部屋にいた。

        百合の花がそこここに活けられ、花の甘い香りが充満していた。

        パーティーではおなじみの、輪が連なった色紙いろがみが天井から壁へといくつも配されている。美空たちは部屋の飾りつけを手伝っていたのだろう。昨年も、主役の三年生以外は先に集合して準備をした。そのことをふと、思い出した。

        小春の私室はとても広い。一般的な女の子の部屋とはかけ離れている。

        ふつうだったら、女の子の一人部屋にリビングさながらの五人掛けのソファなど置かれていないだろう。

        Ｌ字型の大きなソファの前にあるローテーブルにはホールケーキと、それから生ハムやサラダなどのオードブルが所狭しと並べられている。見るからに美味しそうだ。

        ティーワゴンには紅茶の他にソフトドリンクのボトルも準備してある。

        「じゃ、ローソクに火をつけまーす」

        小春はイチゴのホールケーキに立てられた五本の蝋燭ろうそくにライターで火をつけていった。そのあと、扉近くの調光ボタンで部屋の中を薄暗くする。

        「莉乃先輩、吹き消して！」

        送別会なのに誕生日のようなことをするのは、毎年のことだ。

        小さな火を揺らめかせる蝋燭に向かって「ふうっ」と風を送る。火が消え、煙が立ち込めると、拍手に包まれた。

        「おめでとうございます！」

        皆が口々にそう言って卒業を祝ってくれる。

        （みんなの気持ちはすごく嬉しいけど……複雑）

        できることなら留年したかった。まだ、小春のそばにいたかった――。

        結菜がナイフで切り分けたケーキを食べ、生ハムをつまみ、たわいない話をする。そのほとんどが思い出話だ。

        「でも、莉乃先輩がご卒業だなんて……実感が湧かないです」

        憂いを帯びた顔で結菜が言った。莉乃は曖昧に笑って、「私も」と返す。

        ちらりと小春のほうを見やる。

        （……ぜんぜん、寂しくなさそう）

        結菜と比べるのはどうかと思うが、小春はいつもどおりの明るい顔でパーティーを楽しんでいる。

        （小春は、私がいなくても……どこでだって楽しくやっていけるんだろうな）

        でも、私にはその自信がない。

        小春のいない日々を、どうやって過ごしていけばよいのだろう。不安だ。

        夕方から始まった送別会は深夜まで続いた。

        もうすぐ日付が変わる。新しい日が、やってくる。

        「みんな寝ちゃいましたね」

        「うん……」

        終わってしまった。

        百合園へ顔を出すこともない。

        もう、これきりになるのだ。

        ――それならば、玉砕してもかまわない。

        向かいのソファで眠る美空たちを漠然と眺めながら莉乃は言う。

        「私は小春が好き。小春だけを、愛してる」

        独り言のような響き。

        小春に向けて言っているのに、うまく感情がこもらない。

        莉乃は隣に座る小春のほうへと体ごと向き直る。

        「小春――私だけのものに、なって欲しい。心も、体も」

        後輩の表情は変わらなかった。小春は微笑したまま首を傾げる。

        「私は、莉乃先輩のものですよ？」

        ――ウソ。

        なにか言うよりも先に莉乃は小春の口を塞いでいた。

        僅かな憤りと圧倒的な肉欲が莉乃を突き動かす。

        ぽってりとした艶のある唇を舌で割り、口腔へ侵入する。

        「んぅ、んっ」

        小春が嬉しそうに呻く。上あごを舌先で素早くなぞると、小春は「んふぅ」と声を漏らして悦びを露にした。

        （せめていまだけでも……私のことだけ考えていてほしい）

        どういうふうにしたら、夢中にさせられる？

        やみくもに口腔を貪ればいいというものではない。

        かといって、巧妙な舌戯など持ち合わせていない。

        （どうしたら、この気持ちが伝わるの）

        愛しているという気持ちをどう表現しよう。

        考えても答えは出ないから、ひたすら舌を動かして小春の口腔をくすぐり、性感帯に訴えかける。

        「ふっ、んん……んぅっ」

        莉乃は小春の口から引き抜いた舌をそのまま首筋へと這わせた。

        （……甘い香りがする）

        百合の花の強烈な香りが漂っていても、小春の匂いを嗅ぎ分ける自信がある。

        この匂いは小春が本来持っているものなのか、あるいは彼女が使用しているボディーソープの匂いなのか定かではないが、好きな香りには違いなかった。いつまででも嗅いでいたくなる。

        莉乃が大きく息を吸い込むので、小春はくすぐったそうに身をよじった。

        「莉乃先輩？　もしかして、卒業で――感傷的になってる？」

        なぜそんなことを訊いてくるの。

        「……ん。そう……かも、しれない」

        情緒不安定になっているという自覚はある。だから、求められてもいないのに小春の体を弄まさぐりたくなる。

        「小春がイヤなら、やめるけど」

        本当はやめたくない。小春の体を自分のいいようにしたい。

        でも、肝心の小春が乗り気でないのなら、やめるしかない。

        「イヤじゃないよ。だって、私は莉乃先輩のものだから」

        「……っ」

        それは心からの言葉なのかと、問い詰めたくなったが、グッと堪える。問い詰めて「そうだ」という答えを得たところで、彼女が本当にほかの女の子と肉体関係を持たないとは限らない。上辺だけの誓いなんて、いらない。

        小春を『信じられない』自分が嫌になる。

        けれど――『泉小春』とはそういう女の子なのだ。

        もしかしたら、そういう面も含めて彼女に惹かれているのかもしれない。それは、自分だけのものにしたいという感情とは、矛盾している。

        （ああ、もう……ごちゃごちゃ考えるの、やめ）

        莉乃は顔を上げ、小春のトレードマークである赤いカチューシャを指で辿った。それから、その赤いカチューシャをそっと外す。そうでなければ、寝転んだときに頭皮が痛む。

        ローテーブルの端に赤いカチューシャを置き、小春の紅いシフォンブラウスの胸元を両手で覆った。服の上から、手には収まりきれない大きな膨らみを揉みまわす。

        「あぁ、ん……」

        甘い猫撫で声。いったい何人の女性が、この嬌声を聞いたことがあるだろう。

        莉乃は小春の体を押し倒し、ソファの上に仰向けにする。

        ブラウスの裾を首の下まで捲り上げて下着を露にする。小春はいっさい抵抗しない。恥ずかしそうにも、しない。

        小春は明るい紫だとか赤だとか、そういうビビットな色の下着を身に着けていることが多い。

        （相変わらず大きな胸）

        仰向けに寝転がっていても、小春の胸の大きいのがよくわかる。

        （いつからだっけ……。この大きな胸を揉むのが、楽しくなったのは）

        ブラジャーはそのままで、二つの乳房を掴んでぐにゃぐにゃと揉む。

        「ぁん、やぁん……！」

        手の感触もそうだが、眉根を寄せて悶える小春の反応を見るのが楽しくて仕方がない。

        莉乃は大きく息を吐き、両手で円を描く。

        「莉乃せんぱぁい……。ブラ、外してよぉ」

        「んー……どうしようかな」

        そうして自分自身と小春を焦らす。

        「焦らしちゃ、ヤなのに」

        「でも、好きでしょ？　焦らされるの」

        「好きだけどぉ……」

        歯切れ悪く言って流し目を寄越してくる小春が、小憎らしくて、愛おしい。

        莉乃は小春の深い谷間に指を突っ込み、上下に動かした。

        「やっ、やっ！　そうやって遊ぶの、だめ」

        「遊ばれたいくせに」

        「やぁあん……っ！」

        責めるような口調をすれば小春は悦ぶ。悦んで、腰をくねらせる。

        腰が揺れることでヒラヒラと翻るスカートの中へと左手を潜り込ませて、太ももを撫で上げる。

        「ひゃんっ！　莉乃先輩の手、つめたい……！」

        「小春の肌で温めさせて」

        冷え性なので、私の手足はいつもつめたい。

        でもそれが、小春にとってはきっとプラスだ。つめたい手で触れられるほうが気持ちいいのだと、以前言っていた。

        （そろそろじかに揉みたくなってきた）

        右手を小春の背にまわし、ブラジャーのホックを探す。片手でホックを外すのには慣れた。ブラジャーが緩むと、小春の顔も同様に緩む。

        「莉乃先輩、はやくぅ」

        莉乃は「んん」と曖昧に返事をする。明確な返事をしないことで、小春を焦らす。

        息を整えて、紫色のブラジャーを胸から拭う。この瞬間はいつも緊張する。

        胸の先が尖っていたら、私の勝ち。

        小春の薄桃色の先端は見事に尖りきっていた。莉乃の勝利だ。

        莉乃の顔がほころぶと、小春は逆に不満げになる。

        「莉乃先輩、一人で楽しんでない？」

        「そんなこと、ない」

        「じゃあどうしてそんなにニヤニヤしてるの？」

        「ニヤニヤなんて、してる？」

        「してるぅ」

        それでも莉乃は「そうかな」としらを切った。本当のことは、教えてあげない。

        （小春が本音を言うようになるまで、私だって本心は隠す）

        そうでなければ不公平アンフェアだ。ただのひとりよがりだが、そう決めている。

        ツンッと上を向いている乳頭を間近で観察する。この尖りはいままで幾度となく指や舌で弄ってきたが、どれだけ弄っても飽きがくることはない。

        莉乃は手始めに、乳輪の形に沿って指を円状に動かした。

        「ぁん……あぁあっ……」

        このとき、決して先端には触れてはいけない。乳頭に触れてしまったら、せっかくの焦らし行為が無駄になる。

        小春が悶えて膨らみが揺れるので、乳頭に触れないように指を動かすのはなかなか骨が折れる。

        二つの尖りが硬さを増すのを確認したあと、今度は舌で乳輪の際を辿る。このときもやはり、尖りの部分には触れない。

        「やぅ、やぅ、やぁあっ……！」

        ぐずぐずとした快さが溜まってきたころだ。

        ここぞとばかりに莉乃は舌で乳頭を舐め上げた。それからすぐに「ふうっ」と息を吹きかける。この緩急は非常に大切だ。

        「ひゃあぁあっ！」

        小春の、ひときわ大きな嬌声が部屋の中にこだまする。

        「うー……」

        莉乃はビクッと肩を弾ませる。

        その呻き声はだれの口から発せられたものだろう。

        （そうだった、美空ちゃんたちもいるんだった）

        すっかり二人の世界に耽っていたが――美空と結菜、さくらは向かいのソファで寝ている。

        小春があまり大きな声を出していては、三人が起きてしまうかもしれない。

        （まぁ、もしだれかが起きたとしても続けるけど）

        だから、小春に「声を抑えて」とは要求しない。

        小春もきっと、だれかが目を覚ましても「続けて」と言うに違いない。

        莉乃は身を屈め、小春の乳首に舌先を押しつける。それから左右に素早く蛇行させた。

        「あっ、あっ、あぁっ！」

        硬いそれをこうして舌先で嬲ると、小春はいつもあせったような喘ぎ声を漏らす。漂ってくる焦燥感が、なんともいえない。こちらまで下半身を刺激される。

        大きく口を開けて、胸の蕾を乳輪ごと口腔に収める。飴玉を転がすように舌で弄ってやれば、小春はますます息遣いを荒くして喘ぐ。

        （これからも、私に――こういうこと、させてくれるのかな）

        小春がどういうつもりなのか、いまいちわからない。

        卒業してしまったら接点がなくなる。こちらから連絡して、小春から返事がないというような状態になってしまったら思うと、腹の底に氷水を落としたように全身が冷えた。

        （そんなの、イヤ）

        こういうことをするだけの関係でもいいから、小春と繋がっていたい。倫理的にどうなのだろうと思うけれど、小春と関わっていくためならなんだってする。

        じゅっと大きな水音を立てて乳頭を吸い上げる。もう片方の乳首は指でひっきりなしに弾いた。左手は、太ももとその付け根のあたりを撫で摩る。

        「はぁん、あぁんっ……！」

        何ヶ所も、できるだけ同時に弄る。そうすることで快感の相乗効果が得られる。

        （私が器用なほうでよかった）

        自画自賛して、莉乃は手と舌を懸命に動かした。

        小春をこれでもかと気持ちよくして、私なしではいられない体にしたい。

        （そりゃあ、私よりも経験の多い人はいっぱいいるだろうけど）

        小春の性感帯を熟知している人は、そういないと自負している。

        莉乃は透け感のある紫色のショーツを指で探り、ショーツ生地越しに恥丘を撫でた。

        「あぁあっ！」

        小春はじつはそこが弱い。割れ目の中の豆粒の次ではないかと思う。それくらい、恥丘そこを弄ると小春は感じるのだ。

        円を描いたり、突っついたりして小春のようすを伺う。

        「ひゃぁっ、あぁあんっ！　そこ、だめぇえぇっ……！」

        こういうときの小春の「だめ」は「もっと」だ。莉乃は乳頭を舌で舐めしゃぶりながら恥丘をショーツ生地越しに爪先で擦り立てる。

        「やっ！　だめって、言ってるのにぃ……!!」

        両足をばたつかせて小春が悶える。乳房が不規則に揺れる。なんていい眺めなのだろう。

        親指で恥丘をくすぐりつつ、中指は割れ目のほうへと滑らせた。

        「ひぅっ！」

        快楽を予感したからか、小春の体が小さく跳ね上がった。

        「莉乃先輩っ……ゃん、やぁあんっ……！」

        秘めた裂け目の奥に眠る珠玉を、薄布越しに押して刺激する。親指と中指を同時に動かして、小春の性感帯をいじめぬく。

        「あぁぁあんっ……!!」

        小春の嬌声はいつだって耳に心地よい。もっと聞きたくて、手指の動きが盛んになる。

        紫色のショーツの内側に左手を滑り込ませる。そこはよく濡れていて、どこに触れてもぬめり気を帯びていた。

        （小春って、たぶん……濡れやすいんだ）

        私と比べて、そうだと思う。

        弄る側からすれば濡れやすいに越したことはない。

        莉乃は喜々として蜜口から溢れた愛液を掬い、割れ目の奥の小さな豆粒に塗りつける。

        「ぁうんっ！」

        小春の両脚がガクッと上下に弾んだ。

        「小春はココをヌルヌルにされるの、好きだよね」

        「うっ、うぅ……好きぃ……！」

        「……正直ないい子」

        莉乃の口角が上がっていくのを、小春は物欲しそうな瞳で見つめる。早く豆粒を擦ってもらいたいのだろう。

        （そんな目、されたら……かえって焦らしたくなるのに）

        それをわかっていて小春はそんな目をするのだろうか。そのあたりは、計り知れない。

        ぬめった指先で肉粒のまわりをぐるりと周回する。溝をかきわけると、小春は「ふぁあぁあ！」と大声を上げた。核心に『触れない』心地よさを堪能しているものと思われる。

        淫芽の根元を小刻みに擦る。左右どちらも同じようにした。

        「やぁっ、あぁあっ！　莉乃せんぱいぃ……！」

        小春に名前を呼ばれると、つい口元がほころぶ。嬉しくなって、肉粒に触れたい衝動に駆られるが、なんとかしてがまんする。

        焦らして、焦らして、これでもかと焦らして、触れるのだ。

        小春の息遣いにつられて自分自身も呼吸が荒くなる。心臓も、バクバクと激しく鳴っている。でもこれが、いい。乱れる小春を前にして、落ち着いてなんていられない。

        紫色のショーツの両端に手を掛けて、いっきにずり下ろす。足先から抜けさせて、カーペットの上に放った。

        小春の陰部を間近で眺める。てらてらと光るそこを、凝視する。

        肉粒がヒクヒクとうごめくのがわかった。なんていじらしいのだろう。

        両手を上に伸ばして手探りで乳房を掴み、舌で陰唇を辿る。

        「ふゎああぁぁ……っ」

        先ほど指でしたのと同じように、淫核のまわりを舌でえぐった。

        「ひぁううぅうっ！」

        大量の蜜を零す狭道に、舌を挿し入れる。温かくて狭い小春の空間を舌で蹂躙するこの瞬間が、とてつもなく好きだ。

        「ぁあぁあぅ、あぅうっ……！」

        ぎゅうぎゅうと締めつけてくる小春の肉襞を舌で愉しんだあと、愛液を散らしながら舌を引き抜く。すぐ上にある豆粒の根元を、舌の先でツンッと一回だけ突いた。

        「あぁあぅっ！」

        小春の体がしなり、快感を物語る。

        なにをしても過敏になっている状態だから、ここからはいっきに攻める。

        莉乃は小春の陰唇に自分の口を開けた状態で押し当てて蓋をした。それから、ぬめった肉粒を舌で上下左右に嬲り倒す。

        「ぃやっ、だめだめだめっ……あぁあっ」

        小春はぶんぶんと首を横に振ってイヤイヤをするが、いまやめたら後々恨まれかねない。小春のイヤイヤは本心ではないとわかっている。

        莉乃は手指と舌をひたすら動かす。乳頭を指で引っ張り上げ、花核は舌で絶え間なく弾く。

        「きゃあぁ、ああぁあっ――……!!」

        それまでよりももっと大きな嬌声を上げて、小春の体がビクン、ビクンッと痙攣する。

        小春が絶頂したのは明らかだったが、まだ終わらせる気はなかった。

        潤みきった蜜壷に中指を挿し入れて、ぐちゅぐちゅと水音を立てながら中の具合を探る。

        「はぁっ、あぁんっ……」

        小春の内側は熱く、よく潤んでいて、とても狭い。

        狭小な空間で莉乃は指を折り曲げ、恥骨の裏側あたりを擦り立てる。

        「ぁ、だめぇえぇ……ッ」

        本当に嫌なら小春は足蹴りしてくる。そういう子だ。

        「ソファが濡れないようにするから」

        莉乃は断りを入れて、小春の秘所に顔を近づける。そのあいだもずっと、一定のリズムで指を前後させた。

        「アァッ、だめっ……も――出ちゃうぅううぅっ――……ッ!!」

        莉乃は口を大きく開けて、小春の陰部にかぶりつく。

        「ん、んっ……」

        喉を鳴らし、口に含んだすべてのものを飲み干す。

        その一部始終を、小春は見ていた。

        「ちょ、莉乃先輩――……！」

        「ん……」

        口の端を拭いながら莉乃は小春に顔を寄せる。

        「……浮気しても、いい。でも――本命は、私だからね」

        いつも飄々としている小春が、珍しく驚いたような顔になる。

        しかしそんな珍しい表情はすぐに消えて、いつもの挑発的な笑みになった。

        小春は莉乃の言葉を肯定も否定もしない。微笑んだまま、莉乃にくちづけた。

        


        　

        　

    

    
        番外編　小悪魔なのは先輩のほう。

        　

        　季節が廻めぐり、春がきた。

        （今日から私が三年生か……）

        泉小春は小さく「はぁ」とため息をついて校門を抜ける。

        （莉乃先輩が卒業しても、代わりの人なんていっぱいいると思ってたけど）

        どういうわけか、ほかの女の子に目移りしない。いままでの私なら、かわいい子にはすぐに声を掛けてセクシャルな行為を求めていた。

        それが、いっこうにそういう気が起きないのだ。

        そうして頭に浮かぶのは、莉乃の顔とあの言葉。

        穏やかなのに余裕がなくて、悲しげなのに幸せそう。

        そんな複雑な表情で「浮気してもいい」と莉乃は言った。鮮烈だった。

        （本命、なんて……）

        女の子同士の恋愛なんて、どうせむくわれない。

        そう思うからこそ、一人に執着するのは嫌なのだ。

        どうせむくわれないのなら、気楽に過ごしたほうがいい。だれにも執着せず、自由気ままに遊んでいたい。

        そう、思っていたのに。

        教室に入り、自分の席に座った小春は「はあぁ」と大きなため息をつきながら頭を抱え、何気なく窓の外を眺めた。

        （あ――）

        視力はいいほうだ。三階の窓からだって、外を歩く人の顔がよくわかる。

        （莉乃先輩……）

        楽しそうな笑顔。見慣れない私服姿。私が知っている先輩とは、別人のよう。

        莉乃は見知らぬ女性と楽しそうに笑い合いながら校舎の角に消えていく。

        （なによ、莉乃先輩ったら……！）

        小春はぷいっと顔を真正面に戻し、鼻から盛大に息を吐き出して憤慨する。

        （私に「浮気してもいい」なんて言っておいて）

        机の上に置いていたに両手に力を込め、握りこぶしを作る。

        そうして憤ることで気がつく。「浮気してもいい」というのは、莉乃にも当てはまることなのだと。

        （私にそんなこと言うくらいなんだから、莉乃先輩だって――）

        浮気しても、いいのだ。

        下腹部がズンッと重くなるのを感じた。大きな石を落とされたようだった。

        「……やだ」

        口が勝手にそんな言葉を紡いでしまう。

        「えっ？　小春ちゃん、なにが？」

        前の席のクラスメイトが振り返り、首を傾げる。

        「あ――ごめん、なんでもない」

        小春が笑うと、クラスメイトは「そう？」と笑い返して前を向いた。

        （独り言なんて……私らしくない）

        小春はぶんぶんと首を横に振り、いましがた見た光景を忘れようとする。

        けれど、授業が始まりお昼が過ぎ、放課後になってもなお気は晴れず、悶々としたままだった。

        （一年生の勧誘をしなくちゃいけないけど……）

        とても、そういう気分にはなれなかった。

        小春は百合園でスマートフォンを弄る。結菜と美空、それからさくらは勉強中だ。

        気がつけば、メッセージアプリを開いていた。

        「ああ、もう！」

        小春が突然そんな声を発して椅子から立ったので、三人はギョッとして顔を上げる。

        「小春、どうしたの？」

        「うー……うん。莉乃先輩、なにしてるかなって」

        すると結菜は小首を傾げて、

        「連絡してみたら？」

        「……そうね」

        ゆるゆると膝を折り、ふたたび椅子に腰掛ける。

        小春は眉間に皺を寄せたまま、莉乃にメッセージを送る。

        『いま、なにしてますか？』

        すぐに返事がくる。

        『家にいるよ。小春は？』

        小春はせっせと指を動かし、メッセージを返す。

        『百合園です。みんな勉強してるから、ヒマです』

        『じゃあ、うちにくる？』

        「……！」

        トクンッと胸が鳴った。どうしてそんなふうに胸が高鳴ったのか、理由はわからない。

        『行きます』

        小春は再度、立ち上がる。

        「莉乃先輩の家に行ってくる」

        小春が言うと、結菜は穏やかに微笑んだ。

        「うん、いってらっしゃい」

        「お疲れ様でした」と言う美空とさくらに手を振り、小春は百合園を出た。

        （先輩の家に行くのは……送別会の時、迎えに行って以来だっけ）

        あのときは莉乃の自宅には上がらなかった。

        早足で校門を出て、莉乃の家へ向かう。どうしてこんなに急いでいるのだろう。

        到着するころには、すっかり息が上がっていた。

        「はぁ……」

        息を整えながらインターホンを押す。車庫には車が一台も停まっていない。莉乃の両親は不在だろう。

        『はい。すぐに行くから』

        インターホン越しに聞く莉乃の声は、少し低く感じる。

        間もなくして玄関扉が開いた。上着はトレーナー、下はＧパンというラフな恰好で莉乃が出てくる。

        「……こんにちは」

        唸るように小春が挨拶をすると、莉乃は不思議そうな顔で、「うん？　こんにちは」と言った。

        「先に私の部屋に行ってて」

        「はい」

        小春は階段を上り、突き当りの部屋に入る。

        白と黒のモノトーンで統一された、家具の少ないシンプルな部屋だ。莉乃らしいといえば、まあそうだ。

        小さな二人掛けのソファに座って、莉乃がくるのを待つ。飲み物やお菓子を準備しているのだろう。

        （なんか……いつもより、緊張する）

        莉乃が卒業するまで毎日のように顔を合わせていたのに、急に会う機会が減ったから――だから、緊張するのだろうか。

        「お待たせ」

        莉乃が部屋の中に入ってくる。莉乃が持っているトレイの上にはオレンジジュースと、それからポテトチップスが載っていた。

        「いただきます」

        小春はさっそくオレンジジュースに口をつけ、ポテトチップスをつまむ。早歩きでここまで来たから、喉が渇いていたしお腹も空いていた。

        莉乃はというと、小春が飲んだり食べたりするのを微笑ましく見つめている。

        「……新生活は、どうですか？」

        小春はグラスに半分ほどのオレンジジュースを残して丸いテーブルの上に置く。

        「まあまあかな」

        カーペットの上に座っていた莉乃がテーブルに頬杖をつく。口元は緩やかな弧を描いている。機嫌はよさそうだ。

        いっぽう小春の口はへの字に曲がっていた。

        「……もう、だれかとエッチしましたか？」

        「――はっ？」

        莉乃は頬杖をつくのをやめて目を見開く。

        「するわけないでしょ」

        「ホントに……？」

        コクコクと何度も頷いたあと、莉乃は訝しげな顔になった。

        「そういう小春はどうなの」

        「……ナイショ」

        「はぁ……。小春ってホント、小悪魔」

        「それは、私のセリフ！」

        小春が息巻くので、莉乃は驚いたような顔つきで唇を引き結んだ。

        「莉乃先輩が『浮気してもいい』なんて言うから……逆にできない」

        ――私、なにを言ってるんだろう。

        勝手な言い分だ。先輩に非はない。

        それなのに、やるせない感情をぶつけてしまう。

        「私のこと、ちゃんと縛っていて……！」

        発した声は震えていた。

        涙腺が熱くなる。

        （私……どうして、泣きそうになるの）

        莉乃の顔は驚きに満ちていたが、しだいに微笑へ変わる。

        「ん……いいよ」

        莉乃はおもむろに立ち上がり、小春の隣に腰掛けた。そうして抱き寄せられる。

        「ごめんね？　小春……」

        莉乃がなにに対して謝っているのか、わかるようでわからない。

        「謝らないで」

        唇を尖らせると、そこをちゅっと塞がれた。

        「んん」

        胸の奥が締めつけられるようだった。軽く触れるだけのキスでは物足りなくなって、自ら莉乃の口を塞ぎにいく。

        「ふっ……」

        莉乃の鼻から息が抜ける。唇は閉じられていたけれど、無理やり舌をねじ込んだ。

        「ん、う……小春……んんぅ」

        莉乃を翻弄したくて、懸命に舌を動かす。

        「んっ、ん……ッ」

        なにをこんなに必死になっているのだろう。なにかに追い立てられているようだった。

        とにかく、莉乃と繋がり合っていたい。そんな想いがどこからともなく溢れてきて、どうしようもなくなる。余裕がない。

        ぴちゃ、ぴちゃっと水音が立つ。莉乃の舌をめいっぱい吸い上げて、その根元を舌先でくすぐる。

        「うぅ、んんっ……！」

        お互いに目は半開きだった。相手の顔を半眼で眺めながら、ディープキスに没頭する。

        （莉乃先輩、気持ちよさそう……）

        莉乃にはいままでされるばかりだった。だから、莉乃がどういう表情をしているのかあまり気にしたことがなかった。

        でもいまは、とても気になる。

        小春はスウェットの上から莉乃の胸を揉んだ。

        「んっ!?」

        莉乃の両肩が大きく弾む。胸を揉まれるとはまったく予想していなかったようだ。

        「小春？　どうしたの」

        あせったようすで莉乃が訊いてくる。

        「どうって……先輩の胸を触りたいって思ったから、そうしたの」

        「私のを……？」

        「そう。……どうしてそんなに、ヘンな顔するの」

        小春は頬を膨らませる。

        「だって、小春は『する』よりも『される』ほうが好きでしょ」

        小春の膨らんでいた頬を両手で押しつぶしながら莉乃は言った。口から「ぷぅ」という気の抜けた声が出る。

        「そうだけど、今日は違うの」

        「えー……？」

        莉乃は戸惑いを露に眉根を寄せる。

        「莉乃先輩、私にされるの……イヤ？」

        「イヤじゃ、ないけど。……なんか、どうすればいいかわからなくて」

        「莉乃先輩はなにもしなくていいの」

        小春は深呼吸をして、莉乃のトレーナーの裾から内側へと両手を潜り込ませる。

        「ひゃっ！」

        逃げ腰になって後ずさる莉乃の胸を、がっちりと掴む。

        「逃げないでください」

        「逃げては、ないよ。驚いただけで」

        「なんで驚くの？」

        「いきなり服の中に手を入れられたら、だれだって驚くでしょ」

        「莉乃先輩はいつも私にするじゃない」

        「こんな、急ではないよ」

        「そうかなぁ……」

        トレーナーの内側で手探りをして、莉乃の胸を撫でまわす。

        「ぁ、あっ」

        「先輩……これくらいで、感じるの？」

        莉乃の頬が瞬時に赤みを帯びた。莉乃はバツが悪そうに視線を彷徨わせたあと、

        「感じてる。小春が、触ってるから」

        そう言ってますます顔を赤くするものだから、たとえようのないなにかが手足の先から込み上げてきて、いたたまれなくなった。

        「んもぅ、莉乃先輩ったら……!!」

        赤い頬にキスをしながら莉乃の背に手をまわし、ブラジャーのホックを外す。

        「……っふ」

        下着が緩んだことで心許なくなったらしい莉乃が吐き出した微かな吐息。その息遣いに下半身がふるっと震えた。

        （私……なんだか、おかしい）

        莉乃の些細な変化に目が留まる。見過ごせない。すべてを把握していたい――。

        最初からそうだったわけではない。自分が気持ちよくなればそれでいいと思っていた。

        「莉乃先輩」

        無性に名前を呼びたくなって、そうした。

        「うん……？」

        か細い声が返ってくる。

        込み上げてきたこの感情は、なんなのだろう。

        脚の付け根の秘めたところを中心に、快いものが体じゅうに駆け巡る。そこに触れられているわけでも、ましてほかの箇所を愛撫されているわけでもない。

        ――それなのにどうして、私は気持ちよくなってるの？

        自問しても答えが出なかったので、小春は気を取り直して両手を前へと戻し、莉乃が着ているトレーナーの裾を鎖骨のあたりまで捲り上げた。

        　小ぶりの乳房が明るみに出る。

        （莉乃先輩の胸……。何度も見てるのに）

        小春がじろじろと凝視していると、莉乃は恥ずかしそうにそこを両手で隠した。

        「小春、今日はほんと……どうしたの？　いつもと、違う」

        「……そんなに違う？」

        「うん」

        莉乃の両手に隠されている、薄桃色の部分を見たい。

        小春は莉乃の手首を掴み、左右に開かせようとする。

        「莉乃先輩のせいなんだから」

        「意味がわからない」

        「私だって」

        「なにそれ……」

        困り顔になった莉乃を見て小春は微笑する。こんな押し問答にすら幸福感を覚える。

        小春は莉乃の両手をそっと自分のほうに引き寄せた。露になった薄桃色は尖りきっていた。

        「莉乃先輩の乳首、硬そう」

        「……っ」

        「確かめさせて」

        天井を向いて勃っている二つの屹立を指先でツンッと突く。

        「ンンッ」

        困惑していた莉乃の顔に艶が混じる。

        指で押した乳頭は硬く、いじらしく弾き返してくる。

        「あぁ……なんか、楽しい。莉乃先輩、いつもこんな気分だったの？」

        「こんな――って、言われても……ん、んっ……！」

        二つの蕾を交互に指でノックする。控えめな乳房がふるふると微振動する。

        「気持ちいい？　莉乃先輩」

        「ん、ふっ……気持ちいい、よ……。小春にされることなら、きっとなんでも……そう」

        「なんでも？」

        小春はニィッと笑って、莉乃の乳頭を指で摘まみ上げ、ぎゅうっと引っ張った。

        「ふあぁあっ！」

        「これでも、気持ちいいの？」

        「ん、ぅんっ……。イイ……ッ」

        「莉乃先輩って、じつはＭ？」

        クスクスと声を漏らしながら小春は指の腹で硬い胸蕾をすりつぶす。

        「ぁ、ふぅっ……んん、ふっ」

        悶え喘ぐ莉乃を見ていると、自分の胸の先もむずむずと疼いてくる。

        小春は深呼吸をして頭を低くした。莉乃の乳首を間近で見つめ、舌先でチロリと舐める。

        「あぁっ！」

        莉乃の口から出た大きな嬌声に気をよくした小春は乳頭を丸ごと口に含んだ。乳輪ごと吸い上げながら、舌先で尖りを押し嬲る。

        「はぁっ、ああぁっ……！　小春……ん、んぁっ！」

        名前を呼ばれるのが心地いい。

        自分だけが『求められている』のを実感する。

        （莉乃先輩を、徹底的に気持ちよくするんだから）

        意気込んで、小春は舌と指を動かす。右手の指では莉乃の左側の乳首を摘まんで捻りまわした。

        さっきだって莉乃の乳首は硬いと思った。けれどいまはそれ以上に、カチカチに凝り固まっている。

        （感じてるんだ……私の舌と指で）

        これは、愉悦だろうか。あるいは、征服感。莉乃に快感を与えているのは私なのだという思いが湧き起こる。

        （私なしじゃだめなように、したい）

        ほかの女性ひとが入る隙なんて与えない。いつだって夢中にさせたい。

        （そっか、私――）

        小春はバッと顔を上げて口を開く。

        「莉乃先輩のこと、本当に好きです」

        「ふっ……？」

        急に一切の愛撫を止めてそんなことを口走った小春を見て莉乃は呆然とした。

        莉乃はしばらく口を開けて静止していたが、しだいに耳まで真っ赤になる。

        「う、うん……」

        「アレ……疑わないんですね」

        「えっ!?　ウソなの？」

        「違います。本気だし、大真面目」

        小春は莉乃の瞳を真っすぐに見つめる。

        「でも、前……送別会のときは、信じてくれなかったでしょ。だから、『浮気してもいい』なんて言ったんでしょ……？」

        「ごめん……。信じるよ、小春のこと」

        謝られると、それはそれで――罪悪感でチクリと心が痛む。

        （送別会のときは……まだ、『本当に好き』じゃなかったかも……）

        いや、莉乃が自分の中で大きな存在には違いなかった。気がついていなかっただけだ。

        「莉乃先輩は、私にとってかけがえのない存在です」

        思ったままを口に出すと、莉乃はますます惚ける。

        あろうことか、小春の額に自分の額を当てて熱を測り始めた。

        「ちょっ！」

        「だって、いつもと違いすぎる。熱でもあるんじゃないの」

        「～～っ」

        これまで自由奔放に振る舞ってきたのだ。いまさらこんなことを言っても、不審がられるのは当たり前かもしれない。

        「私は生まれ変わったの！」

        「えぇ～っ？」

        莉乃が苦笑する。

        あぁ、こういうふうに笑う先輩も――好き。

        額を突き合わせたままだったのをいいことに、莉乃にくちづける。

        「んん」

        角度を変えながらちゅ、ちゅっと何度も唇同士を合わせ、唾液で湿った乳頭を指先で弄ぶ。

        「ん、小春」

        莉乃がなにか言いたげだったので、ほんの少しだけ唇を離す。

        「幸せすぎて、信じられないんだと思う。小春に、想われてるなんて――」

        莉乃の瞳にはうっすらと涙の膜が張っていた。

        「泣くほど嬉しいの？」

        いたずらっぽく小春が訊くと、莉乃は素直にコクリと頷いた。

        「私も、同じ」

        「小春は泣いてないじゃない」

        「涙腺が強いだけ」

        「ふふっ……」

        莉乃が微笑むと、目尻に水粒が浮かんだ。小春はそれを舌で舐めとる。

        「ひゃっ！」

        「んん、しょっぱい」

        「それは、涙だから」

        「……でも、おいしい。莉乃先輩の涙」

        舌なめずりをする小春を見て、莉乃は表情を曇らせて、耳の下のあたりをぽりぽりとかく。

        「なんか……今日は、調子狂う」

        莉乃は訝しげな顔になって、小春をジイッと見つめる。

        「あぁ……小春が、服を着たままだからだ。……脱いで」

        当然のようにそう言って、小春の制服のボタンを外していく。

        「こじつけじゃない？」

        小春が咎めるように呟いても、莉乃は手を止めない。性急な手つきでブレザー、ブラウスと順序よく脱がせて、ブラジャーのホックまでも弾いて拭い去った。

        「ゃん……」

        上半身が裸になる。こうして莉乃に体を見られるのは『いつものこと』なのに、その視線が心地よくてたまらなかった。

        「下も、脱いで」

        ショーツを、なかば無理やり足先から抜けさせられる。

        身に着けているものは制服のスカートだけだ。

        莉乃は小春の体を隅々まで観察する。

        「なにもしてないのに、ココ……濡れてる。私のを弄りながら、興奮した？」

        「ふぅ、ん……」

        異論はない。そのとおりだ。

        「ねぇ、莉乃先輩。私……されるばっかりじゃイヤ。莉乃先輩も、一緒に気持ちよくなって」

        そう提案すると、莉乃は「うーん？」と唸って腕組みをした。

        「じゃあ……こうする？」

        莉乃はＧパンとショーツを一緒くたに脱いで、秘所を見せつけてきた。トレーナーにはしっかりと袖を通したまま、胸と下半身を晒した恰好の莉乃は卑猥だ。

        「こうやって……私と小春のイイトコロを、擦ろう……？」

        「ぅん……」

        互いの脚をクロスさせて、敏感な肉芽がぶつかるように角度を調整する。

        これは、なかなか難しい。大きなもの同士をぶつかり合わせるのなら簡単だが、それぞれとても小さな豆粒ものだ。

        「んん、ん――……当たらない」

        小春がぼやくと、莉乃も同じように「んん」と唸りながら腰を動かした。

        「あっ……！」

        「んぅ……っ」

        ようやく、ふたつの花芽が重なり合う。

        その快感といったら、表現のしようがなかった。

        「あぁ、ぁっ……！　莉乃先輩っ……！　これ、すごい……ぁふ、あうぅっ！」

        「は、んぅ……そう、だね……。んふぅ、うっ……！」

        莉乃は積極的に腰を動かして、花核に揺さぶりをかけてくる。小春も負けじと腰を揺り動かした。

        「乳首も……っ、擦り合いたい」

        小春が言った。莉乃はすぐに応える。

        近づいてきた莉乃の体に、自分の胸を押しつける。下半身の肉粒に比べると、胸の先同士を合わせるのは簡単だった。

        薄桃色と薄桃色を重ねてみると、色味が微妙に異なるのがわかった。莉乃の乳首のほうが、自分のものよりもピンク色が濃い。

        「莉乃先輩の乳首、きれい」

        「ふっ……うぅっ……！　小春の、ほうが……きれい……ッ」

        莉乃は瞳を潤ませて両肩を前後に揺する。

        「うぅん、莉乃先輩のほう……！」

        二人とも意地っ張りなのだろうか。この言い合いに決着はつきそうにない。

        「は、あぁっ……もぅ、私――だめ、かも」

        莉乃の息遣いが荒くなってきた。瞳は先ほどよりももっと潤んで、いまにも涙が零れ落ちそうだ。

        「んっ、んっ……一緒にイこぅ、莉乃先輩……っ！」

        小春の掛け声を皮切りに、二人の動きが激しさを増す。

        擦れ合う乳頭と花芽がめくるめく快楽を生み、とどまるところを知らず膨れ上がっていく。

        「あぁああ、やぁああぁああ――……!!」

        「んぁあぁっ、あぅうううぅっ――……!!」

        二人ではしたない大声を出して、全身を仰け反らせる。

        息遣いが混ざり合い、互いの脈動をひしひしと感じる。

        あぁ、なんて幸せなのだろう――。

        


        　

        　

    

    
        番外編　奪えるものなら奪いたい。

        　

        私が作ったメイド服を着た美空が、そこにいる。

        ここは、私の部屋――？

        「さくらちゃん。私と、エッチなこと……しよ？」

        ああ、これはきっと夢だ。そうでなければ、美空が「エッチなことをしよう」なんて言うはずがない。

        （夢でも、いいや……）

        高藤さくらは目の前にいる美空の体をぎゅうっと抱きしめる。

        温かくて、いい匂いがする。これは本当に夢なのかと、わからなくなる。

        「キス……していい？」

        おずおずと尋ねればすぐに「もちろん」という答えが返ってくる。

        さくらは目を細め、美空の口に触れるだけのキスをした。

        「ん――」

        柔らかな唇の感触はとてもリアルだ。

        「美空……っ」

        さくらは眉根を寄せ、ふたたび美空の口を塞ぐ。

        「んっ、んぅ」

        鼻から、なまめかしく息が抜ける。

        （舌……挿れたい）

        唇を重ね合わせるだけでは足りない。もっと深く、繋がり合いたい。

        さくらは舌先で美空の唇をツツ、と辿ってようすを伺った。美空は驚いたのか、ピクリと肩を跳ねさせたが、嫌がって逃げるというようなことはなかった。

        （大丈夫そう）

        一安心して、舌で唇を割る。

        「んくぅ……っ」

        漏れ出た呻き声を聞いて、脇腹のあたりがゾクゾクッと震えた。舌を挿し入れただけなのに、美空のすべてを犯しているような心地になる。

        （私ったら、大げさ）

        まだ、ディープキスをしただけだ。

        （もっと……もっと、恥ずかしいところにも触るんだから）

        心の中で意気込んで、さくらは舌を動かした。美空の口の中でぐるぐると円を描く。

        「ぁう、あぁうっ」

        喘ぐ美空の胸をぐにゃぐにゃと揉む。

        美空が着ているメイド服は、紺色のラウンドネックに白いブラウスを合わせたものだ。胸元を薄いブラウスにしておいて正解だった。服の上からでも、乳房の柔らかさを堪能できる。

        「ゃん、さくらちゃぁん……。そんな、揉んじゃ……やぁっ……」

        「でも、気持ちいいでしょ？」

        「んんぅ……」

        ――かわいい、かわいい、かわいい！

        潤んだ瞳で頬を赤く染める美空が、かわいくてたまらない。

        さくらは鼻息を荒くして、ブラウスの縦に走るフリルレースのあいだにある白い小さなボタンをプチ、プチンと一つずつ外していく。

        美空はブラジャーをつけていなかった。

        「アレ……。どうしてブラ、してないの？」

        道理で先ほどは揉み心地がいいと思った。

        「んん……だって……さくらちゃんに、触ってもらいたかったから」

        「ふぅん、私に？」

        さくらは口の端を上げて、白いブラウスの前を左右にかき分ける。

        「ひゃんっ！」

        ぷるんっと躍り出た乳房が、紺色のラウンドネックのメイド服にのっかる。

        「はぁ……いい眺め」

        思い描いていたとおりの――美空の卑猥なメイド服姿だ。

        「見ないでぇ……」

        美空は恥ずかしそうに胸元を押さえて俯く。

        「見られるほうが興奮するでしょ？」

        ふるふると小さく首を横に振る美空を、目に焼きつける。

        「よく見せて、美空のおっぱい」

        「ん……やぅ」

        美空の手首を掴んで、左右に開かせる。薄桃色の先端は尖って、触りやすい形になっていた。

        「乳首、ツンツンしていい？」

        「ンンー……」

        美空は「どうしようかな」と言わんばかりに視線を彷徨わせる。

        「ツンツンッて……言いながら突いてくれたら、いいよ」

        「えーっ？」

        思わぬ要求をされたさくらは笑いながら首を傾げた。

        「ツン、ツン」

        そう言いながら、美空の乳頭を二つとも指で突く。

        「ぁっ、あっ」

        「これで満足？」

        「ぅん、うぅん……！」

        指で胸の蕾を突くたび、硬さが増していくのが面白い。

        「ね――さくらちゃん。私、アレで遊びたい……」

        美空が唐突に言った。さくらは乳頭に指を添えたまま美空がさし示すほうを見る。

        どうしてか、大人のおもちゃが棚にずらりと並んでいる。

        買った覚えはないが――まあいいか。

        「わかった」

        立ち上がり、棚の前で大人のおもちゃを両腕いっぱいに抱え込み、カーペットの上に座り込んでいる美空の前に戻った。

        「どれから遊びたい？」

        「んんーぅ……」

        美空がおずおずと指さしたのは、桜色のローターだ。

        「これ？」

        楕円形のローターを手に取ると、美空は赤い顔でコクコクと頷いた。

        「こんなので遊びたいだなんて……美空ったら」

        まずはそのままの状態で薄桃色にあてがう。ローターのスイッチは、まだ入れない。

        「あぁあん……！」

        ローターの端で乳首を押し上げると、美空は美しい乳房をふるっと上下に弾ませて身悶えした。

        「つめたいよぉ」

        猫撫で声を出す美空に「がまんして」と言って窘たしなめ、乳輪を象るようにローターを周回させる。

        「あぁ、あはぁっ……」

        じれったいのか、美空は肩を左右に揺らめかせた。

        「早くスイッチ入れて……ブルブルって、して」

        「もう？　もっと楽しんだら？」

        ――愉しみたいのは私のほうだ。

        焦れる美空を見て、愉悦に浸りたい。

        ローターのスイッチ入れず、胸飾りの先端をグリグリと押す。もう片方の乳頭は指先で同じようにした。

        「はぁん……！」

        美空の長い黒髪が波状にたなびく。美空が顔を上げたり下げたりするので、艶やかな黒髪がどんどん乱れていく。

        （そろそろいいかな）

        もうじゅうぶん焦らせただろう。さくらはおもむろにローターの電源を入れた。

        ヴヴヴヴッと機械音を奏でてローターが振動を始める。

        「ふゎぁ……っ」

        まだ体のどこにも触れていないというのに、美空は震えるローターを見て嬉しそうに笑む。

        （どこからいじめよう？）

        すぐに乳首を弄ったのでは面白みがない。

        さくらは手始めに乳房の下端にローターを押し当てた。下から持ち上げるようにして、小さなローターで胸を揺さぶる。

        「やぅっ、やぁん……っ！」

        膨らみの稜線をローターで這い上がる。胸の中心に向かって、あせらず緩慢に上りつめる。

        薄桃色の乳輪に差し掛かると、とたんに美空は「ひあぁああっ！」と大きな声で喘いだ。

        「まだ乳首には当たってないのに、そんな大声出して……」

        「だって、きもちぃんだもん！」

        はぁはぁと息遣いを荒くして美空は下唇を噛む。

        さくらは大きく息を吐き、ローターで乳首の表皮をほんの少しだけ擦った。

        「あぁぁああっ！」

        微細な刺激がかえって快感を生むのだろう。ローターはつかず離れず、触れるか触れないかの位置だというのに、美空はいままででいちばんの嬌声を漏らして悶える。

        「もっと、押しつけてぇっ！」

        必死の形相で美空がせがむので、そのとおりにする。

        震えるローターで硬い乳頭を押し込むと、美空は「ひあぁあああっ！」と絶頂さながらの悲鳴を上げた。

        「イイ、イィッ、すごく――いぃ……ッ！」

        美空はそんなことを言うだろうか。

        （ううん……気にしない）

        いまはこの幸せな行為に没頭したい。美空を、自分のいいように弄り倒すというふしだらな行いに、よけいなことは考えず夢中になっていたい。

        ローターで乳首を弄るのはそのままに、右手でもう片方の乳首を摘まむ。ローターでするのとは反対に引っ張り上げると、美空はますます悦んだ。

        もうこれ以上ないというくらいに美空を気持ちよくしたら、私に好意を向けてくれるだろうか。

        いや、現状いまだって好意は感じる。ただ、恋慕は感じられない。

        （だめだめ、いまは美空を気持ちよくすることに集中しなくっちゃ）

        気が逸れていては手元が疎かになる。

        硬くしこった胸蕾をローターであらゆる方向に嬲る。

        「あぅっ、はぅううっ！」

        美空の下半身の具合が気になったので、右手は足の付け根へ向かわせた。

        メイド服のスカートを捲り上げ、手のひらで太ももを撫で、秘所を探る。下着はやはり、つけていない。

        「わぁ、濡れてる」

        わざとらしく指摘すれば、美空の頬が赤みを帯びた。

        「さくらちゃんが、するからぁ……」

        「私のせいにするわけね」

        「ん、むぅ」

        美空の、尖った唇にちゅっとキスをする。

        「こっちも、ローターでいじめられたい？」

        「ふぇっ!?」

        頓狂な声を出して美空は何度も瞬きをする。

        「う、ええと……その……」

        もじもじと内股を擦り合わせている。

        「どうなの？」

        「んんー……っ」

        美空は目線を上へ向けたり下へ向けたりと忙しない。

        そうして躊躇いを見せたあとで、

        「してほしい……」

        「なぁに？　聞こえない」

        さくらは耳殻に指を添え、耳を澄ませるポーズをする。

        「こっちも、ローターでクリクリしてほしい……！」

        美空は脚を左右に大きく割り、濡れた裂け目を両手でくぱっと開いた。

        「～～っ」

        美空の大胆な行動に面食らう。

        下半身を中心に、あらゆる欲が滾たぎる。

        「上手におねだりできたから、すぐにいじってあげる」

        さくらはＭ字に開かれた脚の中心にローターを向けた。よく見れば、淫核がヒクヒクと震えている。そこへ、振動する桜色のおもちゃをあてがう。

        「あぁっ、ふぁああぁっ!!」

        ローターはすぐに蜜を巻き込み、ぬめり気を帯びる。

        「ほら、美空……。ローターがヌルヌルになっちゃったよ」

        「うぅっ、ふぅう……っ」

        ぬるついたローターで花芽を押しまわすと、美空は「たまらない」といった表情で眉根を寄せて苦悶した。

        さくらはゴクッと喉を鳴らす。美空の内側に指を挿し入れたくなった。

        「美空のナカがどれくらいぐちゃぐちゃになってるか、確かめてもいい？」

        すると美空はすぐに「いいよぉ」と言った。これもやはり、美空らしくないと思ったが、気にしない。

        さくらは美空の蜜洞に人差し指を潜り込ませて中の具合を探る。

        「はぁ……狭くて、あったかくて……すごく、いい……」

        さくらが恍惚とした表情を浮かべると、美空は恥ずかしそうに「やぅ」と啼いた。

        美空に包み込まれているのは人差し指のほんの少しの面積だというのに、全身を温かく抱かれているような心地になる。

        たまらなくなって、さくらは美空の乳頭にかぶりついた。

        「ひぁんっ！」

        胸の先をベロベロと舐めまわし、淫芽はローターでくすぐり、蜜にあふれた隘路は指でかき混ぜる。

        「あぁぁっ、イッちゃうっ、だめだめだめぇっ――……!!」

        美空のすべてが、快感を映してビクンッ、ビクンッと大きく震える。

        美空が刻む一定のリズムを、舌と手指で存分に味わう。

        「……さくらちゃんのも、弄らせて」

        美空の小さな豆粒に添えていたローターを奪い取られる。

        「あっ」

        一回の瞬きのうちに視界が反転して、美空が馬乗りになってくる。

        ふと自分の服装を見やれば、どうしてかパジャマ姿だった。

        桜色のパジャマを、美空はどこか慣れた手つきで脱がせていく。

        「ま、待って、美空……っ」

        さくらもまた美空と同じで下着はつけていなかったので、パジャマの上着を脱がされればすぐに乳房が露呈する。

        「だっ、だめ」

        胸の尖りに向かって美空がローターを押しつけてくる。

        「ひゃっ！」

        ローターは美空の愛液で濡れていた。つめたいローターに乳頭を揺さぶられたさくらは「あぁあぁっ！」と大声を出して身をくねらせた。

        「さくらちゃんも、早くトロトロになって。そうしたら、コレ……挿れて、遊ぼ？」

        美空が手にしているものを凝視する。

        キノコが、二つ。

        ――もとい、両端にキノコのような形がついた棒だ。

        「ふぁ、あっ……ぁん！　もう、トロトロだよ……？」

        素直に告白すると、美空はニィッと口の端を吊り上げた。さくらのパジャマのボトムスを脱がせて太ももを下から押し上げ、脚を左右に開かせる。

        美空は微笑んだまま、潤んだ二つの秘穴に双頭の棒を突っ込んだ。

        「ひあぁあああぁっ！」

        「あぁぁぁああんっ！」

        互いが大きな嬌声を上げる。

        （なにこれ――すごい……っ）

        棒はいっきに奥深くまで突き刺さった。美空にしても同じで、互いの体の最奥までめり込んでいる。

        美空が腰を前後する。棒はぐちゅぐちゅと卑猥な水音を立てて乙女の狭道を出入りする。

        「美空っ……！　きもちぃ？」

        「んっ、うんっ……！　きもちぃよぉ……！」

        美空は矢継ぎ早に言う。

        「さくらちゃん、だいすきっ……！」

        「私も、私も美空のことが――」

        どうしてだろう。好きだと伝えたいのに、それができない。

        上唇と下唇を糸で縫いつけられてしまったかのようだった。口を開ひらけない。

        「んん、ん――……！」

        そうして醒める。幸せすぎる不埒な夢から。

        目の前には、見慣れた桜色の天井。

        ここは自分の部屋で、私はいまベッドの中。

        （私ったら、なんていう夢を――）

        自分に都合のよいことばかり起こるから、これは夢なのだろうと薄々勘づいてはいたが、それでも落胆する。

        さくらは「はぁぁー……」と大きなため息をついた。吐き出した息は熱い。まだ熱は下がっていない。

        今日はせっかくの学園祭だというのに、連日の無理がたたって熱を出してしまった。

        （美空がメイド姿で働いてるところ、見たかったのに）

        そのことが残念でならない。それで、あんな夢を見たのかもしれない。

        私は、美空のことが好き。

        でも、美空は――。

        確信はない。確かめたこともない。でもきっと、美空は結菜のことが好きだ。

        　

        三日後。ようやく熱が下がり、登校できるようになる。

        いつもの時間に家を出ると、門扉の外に美空が待っていてくれた。

        「さくらちゃん、おはよう！　熱は下がった？」

        「ん、うん。もうすっかり元気」

        美空と顔を合わせるのは少し気まずかった。あの卑猥な夢のせいだ。

        「はぁ、よかった」

        無邪気な笑顔を向けられると、よけいに心が痛んだ。

        放課後になり、美空とともに百合園へ行く。

        そこで、さくらは美空の口から出た言葉に愕然とすることになる。

        　

        学校の屋上で、小春の胸でわんわんと泣いて帰宅したあとも一晩中、泣きはらした。

        （今日、学校……どうしようかな）

        熱を出して学校を休むことが多いものだから、むやみやたらに欠席していては出席日数が足りなくなる。

        それに、もうすぐテスト期間だ。このままずるずると学校を休んでいては、自分のためにならない。

        （それに、美空に心配かけちゃうかもしれないし）

        恋愛感情は抱かれていないにしろ、友情は厚いという自信がある。

        （よし、いつもどおりに振る舞おう）

        そう心に決めて、普段どおりの時間に家を出る。すると、門扉の前に美空がいた。

        「さくらちゃん」

        心配そうな視線を寄越されるといたたまれなくなるが、なんでもないふりをする。

        「おはよう。さ、行こ」

        「う、うん……」

        二人で並んで歩き出す。美空の表情は厚い雲に覆い尽くされた空と同じで、浮かない。

        「さくらちゃん、昨日のことだけど――」

        「あぁ、気にしないで。私も、もう気にしてないから」

        せめて友情だけは維持していきたい。

        うまく笑える自信がないが、必死に口の端を上げて笑ってみせる。

        美空はなにも言わなかった。

        一日の授業が終わり、百合園へ行く時間になる。

        「百合愛好会だけど、家でテスト勉強したいからしばらく休むね」

        結菜の顔を見るのはまだ辛い。美空は私のものなのに、と食ってかかりそうな自分が怖い。

        「そっか、わかった」

        そうして美空と別れ、一人で家へ帰る。

        外は雨だった。桜色の傘をさして歩きだす。

        （私――まだ……頑張れる）

        あれだけ泣いても諦められなかったのだ。

        もういっそ、一生諦めないことにするほうがすがすがしい。

        チャンスは、いつ巡ってくるかわからない。

        


        　

        　

    

    
        番外編　好きすぎて、おかしくなっちゃう。

        　

        有栖川結菜は私室の窓辺でぼんやりと外を眺めていた。

        子どものころもよくこうして窓から外を眺めた。以前、住んでいた家の二階の窓からは公園のようすがよく見えた。

        黒く長い髪をなびかせて楽しそうに遊ぶ美空の姿を、たびたび目にしていた。

        思えばあのころから惹かれていたのかもしれない。

        学校が休みの日――土曜日や日曜日。近所の子どもたちが父親と一緒に遊ぶ姿を見ては落胆していた。

        結菜の父親は休日とはいえ家にいることはほとんどない。

        仕事だから仕方がないのだとわかっていたけれどそれでも、公園で父親と遊ぶ彼女たちに羨望の眼差しを向けていた。

        小学生になると、父親よりも友人たちと遊ぶ機会が増える。

        ある日の夏休み。同年代の女の子が公園で遊んでいるのを見た結菜は家を飛び出し、その輪に入ろうとした。けれど、女の子たちは結菜が外へ出るなり自分たちの家に帰ってしまった。結菜は引っ越しを控えていたため、校区外の小学校に通っていた。それで、近所の子どもたちとはほとんど面識がなかった。

        いま思えば、決して意地悪をされたわけではない。もう陽が暮れかけていたので、帰ってしまったというだけだ。タイミングが悪かったのだ。

        だれもいない夕暮れの公園は閑散としていた。

        カラスの鳴く声。

        少し強く吹く風。

        闇の迫る広い公園に、ひとりぼっち。

        言いようのない不安に胸をかき立てられ、物悲しくなって、涙が零れる。

        「どうしたの？」

        だれもいなくなってしまったと、思っていた。

        その声で振り返れば、夕陽を後光のように煌かせた黒髪の女の子が立っていた。

        大きな瞳。子どもながら整った顔立ち。

        風が彼女の髪をひらひらとたなびかせる。

        なんて、きれいなの――。

        （美空ちゃんって……いろいろと無自覚よね。すごくかわいいのに、本人はまるで自覚がないんだもの）

        美空に、出会ったとき私が泣いていた理由を聞かれ、つい「忘れた」と嘘をついてしまったものの、本当はよく覚えている。美空の鮮烈な姿とともに、この日のことは脳裏にこびりついている。

        結菜は沈んでしまった太陽を見送り、テーブルの上に突っ伏す。

        （美空ちゃんと想いが通じ合ったのは、嬉しい。でも……）

        気がかりなことがたくさんある。

        （さくらちゃん……。元気になってくれたのはいいけど）

        どうやらまだ、美空のことを諦めていない。

        小春も、相変わらず美空にセクハラばかりする。

        それで、結菜は悶々とした日々を送っている。

        「どうしたら、美空ちゃんを独り占めできるのかな」

        ぽつりと独り言を紡ぐ。

        いつか、さくらや小春に「美空と話をしないで」と言ってしまいそうで怖い。

        （だめだめ、そんなの）

        結菜はぶんぶんと首を横に振って、常に理性的でいなければと自分自身に言い聞かせる。

        （美空ちゃん、いまごろなにしてるのかな）

        椅子から立ち上がり、窓を開け放ち、藍色と茜色が入り混じった美しい空を見上げる。

        ああ――好きすぎて、おかしくなってしまいそうだ。

        　

        翌日、結菜は一人で買い物へ出掛けた。気晴らしだ。

        この住宅街の近くには大きなショッピングモールがある。電車に乗らずとも徒歩数分で行くことができるので、買い物は専らそこだ。

        まずはウィンドウショッピングする。とくになにか買いたいものがあって来たわけではないので、ふらふらと見てまわった。

        そうしてランジェリーショップの前を通りかかり、結菜は足を止める。

        （下着……新調しようかな）

        入ったことのない店だったが、ビビットな色のかわいらしい下着がズラリと並んでいる。

        たまには白以外の下着をつけるのもいい。

        （白ばっかりじゃ、美空ちゃんに飽きられちゃうかもしれないし……）

        美空には似合う色だと言われたが、変化球も必要だ。

        鮮やかな色の下着に目移りしながら店の奥へと進む。

        （白以外って買ったことがないから、迷う）

        結菜は顎に手を当てて店の隅々まで視線を走らせる。

        とある下着を目にしたとたん、顔も瞳も動かせなくなった。

        （なっ、なにあれ……!?）

        眉間に皺を刻んで、その下着のすぐそばへ進む。

        あらためて近くで見てもやはり、その下着は一風変わっていた。

        （わぁ……すごいデザイン）

        これは、あまりにも煽情的だ。こんなもの、とても身に着ける気にならない。

        （……ううん。これ、いいかも）

        インパクトは大きい。この下着をつけて美空を誘惑すれば、彼女を虜にできるかもしれない。

        結菜はきょろきょろとあたりを見まわし、知人がいないのを確認してからその下着を手に取り、そそくさとレジへと持っていった。

        　

        ショッピングモールで下着を買った翌週のこと。結菜は美空を自宅に招いた。

        「お邪魔します」

        のほほんとした顔で美空が家の中に入ってくる。

        結菜は笑顔で恋人を迎える。

        「両親ともいなくて私だけだから、気を遣わないでね」

        「そうなんですか」

        結菜の言葉に深い意味を感じなかったらしい美空は穏やかな笑みのままリビングのソファに腰掛けた。

        あらかじめ準備をしていたティーポットに湯を注ぎ、カップに紅茶を淹れる。

        横長のトレイに載せて、イチゴのショートケーキと一緒にリビングへ運んだ。

        「わぁ、ありがとうございます」

        甘いものに目がない美空はケーキを見るなりその大きな瞳を爛々と輝かせた。

        「ケーキはおかわりもあるから、たくさん食べて」

        「はい！　いただきます」

        美空はいそいそとフォークを手に取り、ショートケーキを上手に切り分けて口へ持っていく。

        もぐもぐと美味しそうにケーキを頬張る美空を見ていると、それだけでこちらまで幸福感に浸ることができる。

        （美空ちゃんを見てるだけでも、幸せ。だけど――）

        そばにいるというだけでは、不安になる。贅沢な悩みだとは思うけれど、そうなのだ。

        （ちゃんと、繋ぎ止めておきたい）

        結菜は美空がケーキを食べ進めるのを見つめていた。

        「結菜先輩は、食べないんですか？」

        「あ……うん。私も食べる」

        結菜はぎこちなく微笑んでフォークを掴んだ。ケーキを食べるものの、いまいち味がわからない。にわかに緊張しているせいだ。

        ケーキを食べ終わり、紅茶を何杯か飲んだあと、結菜は話を切り出す。

        「あの、ね……。美空ちゃんに、見てもらいたいものがあって……」

        「はい？」

        無邪気な顔で美空が首を傾げる。結菜はそれを見て尻込みした。

        （わ、私……とんでもないこと、しようとしてる？）

        こんな下着姿を見せてしまったら、呆れられるのではないか。逆に嫌われてしまうのではないかと不安になった。

        「どうしたんですか？」

        「あ――ぅ……ええと……」

        結菜はギュッと目を瞑り、覚悟を決める。

        身に着けていた白いワンピースのボタンをがむしゃらに外して脱ぎ捨てる。

        「こっ、これ……先週、買ったの。どうかな……？」

        俯いて、言った。顔を上げずとも、美空の視線が注がれているのがわかった。

        （カップレスのブラジャーなんて……ほとんど、なにもつけてないのと同じ）

        いまになってそんなことを思う。

        アンダーバストにワイヤーが通った生地があるが、肝心のカップの部分がないのだ。

        その上には薄手のキャミソールを着ているものの、透けているので乳房は隠せていない。

        ショーツに至ってはほとんど紐しかなく、脚の付け根は開け広げである。

        美空は絶句している。なにも言葉を発しない。

        （やっぱり、呆れられてる……!?）

        顔が、耳が、カアァッと熱くなる。こんな醜態を晒して、私はいったいなにをしているのだろうと後悔した。唇をキュッと噛み締める。

        「結菜先輩、セクシーです」

        そんな言葉が唐突に響く。

        結菜は涙声で「へっ？」と言って顔を上げた。

        美空の頬は赤くなっていた。赤い頬を、美空は右手の人差し指でポリポリとかく。

        「じつは、その……乳首が透けてて、どうしたのかなって……思ってたんです」

        「えぇっ!?」

        別の羞恥心にも見舞われる。

        「な、なんで言ってくれないのーっ!?」

        涙目になって身を乗り出す結菜を宥めるように、美空は手をかざす。

        「だって、見てるだけで……興奮、しちゃうから……！」

        美空はチラチラと結菜の胸元を見ながら、

        「乳首が透けてます、なんて言ったら……もう、襲っちゃいそうで」

        唇を噛んで俯く美空の顔を、下から覗き込む。

        「……本当？」

        「本当です。いまも、すごくドキドキしてます。結菜先輩の裸を見るだけでもそうなのに、そんな……エッチな下着をつけてたら、ますます」

        「呆れてないの？」

        「呆れる……？　そんなわけ、ないじゃないですか」

        美空の右手が透けたキャミソールの肩紐をそっと撫でる。

        「誘惑されてます。結菜先輩に」

        「ん――」

        肩をほんの少し撫でられただけなのに、性的な興奮を覚える。

        「触っても、いいですか……？」

        「ん……もちろん。そのために、これを着てるんだもの」

        美空は悩ましげに「はぁ」と息をつき、結菜の膨らみへ向かって右手を滑らせる。

        薄手のキャミソール生地は美空の手の感触を如実に伝えてくる。脇腹のあたりがゾクゾクと震えた。

        もうすぐ、美空の右手が膨らみの頂点に届く。吐く息が荒くなるいっぽうで、空気を吸い込むのを忘れてしまいそうになった。

        「あっ……！」

        キャミソールの薄布越しに触れられると、じかにそうされるのとはまた違った快感を覚える。

        美空の指先から甘い痺れが生まれて、全身に広がっていく。

        なにを遠慮しているのか、先ほどから美空は胸の先をツン、ツンと控えめにしか突かない。

        （もっと、強くしてほしい）

        けれど、こんな恰好をした上で「もっと」などと言えばいよいよ、性に飢えた獣のようだ。

        結菜は必死に自制する。下唇を噛み、じれったい快感に耐える。

        「キャミソールの向こう側で尖ってるの……すごく、エッチです」

        美空の、小さな呟き。それすらも、じれったさを手伝うばかりだ。

        「ふぅう……っ」

        結菜は口元を押さえた。そうしていなければ「もっと強くして」という言葉が口から零れ出てしまう。

        美空は両手を使って乳頭を弄り始めたが、それでも刺激は弱いままだった。

        「遠慮、しなくて……いい、よ……？」

        か細い声で結菜が言う。

        ああ、結局は言ってしまった。これでは、「もっと激しくして」と言っているようなものだ。

        美空は結菜を責めることなく、素直にコクンと頷いて、二つの乳頭をキャミソール生地ごと指のあいだに挟んで引っ張った。

        「あっ、あぁっ……！」

        美空の指と、それから生地の擦れる感触がたまらない。これまで感じたことのない快さだ。

        「結菜先輩……？　痛かったら、言ってくださいね」

        「ふぅ、うんぅっ……。痛くなんか、ない……よ……あ、ぁうっ」

        キャミソール生地と一緒くたに胸の先を擦り合わされると、どんどん先端が硬くなる。硬さと敏感さは比例して膨れ上がっていく。

        「んは、あぅっ……あぁ……！」

        脚の付け根を覆う布はないから、蜜はダイレクトに外へ出ていってしまう。そこが大量の愛液を溢れさせているのが、感覚でわかる。このままではソファを濡らしてしまう。

        結菜は懸命に脚を閉じ合わせていた。

        そこへ、美空の片手が伸びてくる。ゆっくりと太ももを撫で上げられれば、「はぁんっ」とはしたない声が出て脚から力が抜ける。

        「濡れてますか……？」

        「う――ん、ぅ……」

        恥ずかしさに邪魔されて、はっきりとした言葉を返せない。

        自分がどういう状態なのか伝えるには、見てもらうほうが手っ取り早い。

        結菜はおずおずと脚を開き、美空に秘所を見せつける。

        美空は濡れた秘園を見て、ゴクッと喉を鳴らした。

        「いっぱい、溢れてます」

        「や、やだ……言わないで」

        美空は「すみません」と言いながらも、結菜の陰部から目を逸らさない。

        「舐めたい、です。結菜先輩のココ……」

        「――っ!?」

        結菜はいましがた開いたばかりの脚を性急に閉じる。

        「だ、だめ」

        「どうしてですか？」

        「恥ずかしいから」

        「でもこのあいだ、結菜先輩だって私のを舐めました」

        「そっ、それは……」

        結菜が視線を彷徨わせると、美空は「そうだ！」と大きな声を上げた。

        「同時に舐め合えば、お互いに恥ずかしくないかもしれません！」

        これぞ名案、とばかりに美空が言ってのける。結菜は口を開けて驚嘆する。

        「ど、同時にって……！」

        ――どうやって？

        脚の付け根を同時に舐めるには、どうすればよいのか。

        結菜は想像した。

        そうして、よけいに恥ずかしくなった。

        上に乗るか、あるいは下になるにしても、自分の大切な部分を相手の顔の前に持っていかなくてはならない。

        （舐めるためには絶対そうなるわけだけど）

        互いに、同時にというのはあまりにも卑猥だ。

        「……イヤですか？」

        悲しそうな声と表情で美空が訊いてくる。

        「やっ――じゃ、ない、よ……」

        どぎまぎしながら結菜は言葉を濁す。

        「ただ……とにかく、恥ずかしい」

        「でも、結菜先輩が誘惑するからいけないんです」

        いつになくきっぱりとそう言って、美空は自身のスカートを捲り上げてショーツを脱いだ。

        「私だって、恥ずかしいです。けど……結菜先輩と、したい――」

        切実さを滲ませて訴えかけれれば、心がグラグラと揺らぐ。

        「じゃ、じゃあ……美空ちゃんが、私の上に乗って……？」

        せめて下にいるほうがまだ恥ずかしくない。そう判断してのことだった。

        「わかりました」

        結菜はソファの上に仰向けに寝転ぶ。そうして、美空が乗ってくるのを待つ。

        　美空は頬を赤くしたまま結菜の顔の前に自分の秘めやかな箇所を向けて寝そべった。

        （あぁ、でもやっぱり……恥ずかしい！）

        目の前に、美空の大切な部分がある。そして美空の目の前には、私の大切な部分があるわけで――。

        （頭の中が、煮えそう）

        脳が沸騰してしまいそうだ。羞恥心で、くらくらしてくる。

        （でも……しあわせ）

        恋人にしか見せない箇所を互いに晒している。それが嬉しくてたまらなかった。

        美空の顔が見えないのをいいことに、結菜は秘めやかなその部分をまずまじと観察した。

        （美空ちゃんも、濡れてる……）

        私のを弄りながら濡らしていたの、と問い詰めたくなったが、口には出さなかった。

        陰唇から滲み出た蜜を、指先でそっと掬う。

        「ンッ……！」

        予告もなしにそこに触れたからか、美空はビクリと体を弾ませた。

        「ごめんね、びっくりした？」

        「ん、いえ……。平気、です」

        一安心して、ふたたび蜜口に指を添える。

        （ヌルヌル、してる）

        その指触りはなんとも言えない。撫でまわしているだけで気持ちがよくなってくる。

        結菜は美空の陰部から零れ出てきた愛液をほかの箇所にも塗り広げていった。とくに、淫核には念入りに塗り込める。

        「ぁ、あっ……」

        美空の腰が悦びを露に左右に揺らめく。そうして腰を揺すられると、美空の秘所がいっそう魅力的に映る。愛撫を誘うように揺れているのだ。

        結菜はこっそりと深呼吸をして、人差し指を美空の内側へと潜り込ませる。

        「あぅ、んんっ……！」

        指は吸い込まれるように美空の中へと入っていった。よく潤った狭い隘路は結菜の指を大歓迎して、くちゅ、くちゅっと淫靡な水音を奏でる。

        （熱くて、狭くて……いい……）

        結菜は息を荒げ、夢中でそこを弄まさぐった。

        もう片方の手指では花核で遊ぶ。ぷっくりと膨らんだ肉芽のまわりをぐるぐると指で辿ると、美空は「ふゎあぁあっ！」と大声で喘いだ。

        「わ、私もっ……触ります、よ」

        宣言して、美空は結菜の切ない箇所を両手で撫でまわす。

        「結菜先輩の下着……脱がなくても触れるから、いいですね」

        しみじみとしたようすで美空は言葉を継ぐ。

        「いつもこの下着でも、いいかも」

        「えーっ!?」

        結菜は驚嘆して、美空の顔色を伺う。

        「いつも、は……ちょっと……恥ずかしい」

        「ふふ、冗談ですってば。だって、学校で着替えるときに困るじゃないですか。こんな恰好……ほかのひとには絶対、見せられない」

        もともと湿っていた下半身が、潤みを増す。独占じみたことを言われると、身も心も大喜びする。

        「私だけ、です」

        「ん……そう、だよ。美空ちゃんだけ――」

        脚の付け根に、生温かいなにかが這う。

        「ひぁあぁっ！」

        突如としてもたらされた刺激に、思いがけず体が大きく跳ね上がった。

        「あ、ふぁっ……美空ちゃん……っ」

        少しざらついた美空の舌先が、敏感な豆粒を下から上まで丁寧に這う。一舐めされただけでも、絶頂してしまうのではないかと思うくらい気持ちがよかった。

        それなのに、美空は何度も舌を這わせる。それも、花芽の端から端まであますことなく舐め辿るのだ。

        「はぅっ、あぁ……んっ、あぁあんっ……！」

        美空が上に乗っかっている状態だというのに、身をよじらずにはいられなかった。腰を揺らしていなければ、自分を保っていられない。意識がどこかへ飛んでいってしまいそうだった。

        「美空ちゃんっ、だめぇ……っ！　もっと、ゆっくり……じゃなきゃ、私……！」

        絶え絶えに言うと、美空は「んん？」と呻きながら首を傾げた。

        美空の吐息が湿った肉粒に当たり、またも「ひぁあっ！」と大声を上げる。

        「もっと、ゆっくり……ですか？」

        先ほどよりもさらに緩慢な動きで美空は舌を動かす。

        「ぁっ、違うの、そうじゃ――あぁ、ぁっ」

        ゆっくりというのは、舌の速度ではない。まずは指を使ってじっくりと攻めてほしいという意味だったのだが、伝わらなかった。

        ひどく緩やかな舌遣いはいっそう快感をくすぶらせる。じれったさが加わり、いよいよいたたまれなくなる。

        「ぁう、はぁっ……あぁ……！」

        美空は結菜の淫核を舌で舐め辿りながらも、指では蜜口の浅いところをくすぐった。

        「んゃっ、ぁああぁっ！」

        指遣いも、舌と同じで恐ろしく緩やかだ。

        （私が、ゆっくりって言ったからだけど……！）

        自業自得なわけだが、それにしてもこれはいけない。頭の中が白く霞んでくる。

        しかしいまさら「激しくして」とは言いだせないので、耐えるしかない。さながら快楽の拷問だ。

        （そうだ……私も、美空ちゃんのを舐めていれば）

        そうすれば少しは気が紛れる。

        小刻みに揺らめく美空の陰唇に舌を伸ばし、小さな珠玉を控えめに舐める。

        （美空ちゃんの舌遣いを真似しよう……）

        目には目を歯には歯を、というわけではないが、美空の真似をすればきっと同じ気分に――じれったくてどうしようもない快楽に、苛まれる。

        結菜は慎重に舌先を動かした。集中していなければ、見当違いの箇所を舐めてしまいそうだった。

        小さな小さな豆粒の下端から上端までをゆっくりと舌でなぞる。

        「はぅ、うぅんっ……！」

        美空が喘ぐ。甲高い嬌声を上げて悶えながらも、美空は結菜の淫核から舌を退けない。

        （私たち……舐め合ってる）

        急にそのことを自覚した。瞬く間に羞恥心が込み上げてくる。息遣いは荒くなるいっぽうだ。

        他人ひとには決して言えないことを、している。

        背徳感を覚えたからか、快楽が高まる。

        興奮しているのに、舌先の動きには集中できていて、美空の舌にも神経がいく。不思議な感覚だった。

        「ん、んふっ――」

        美空の舌が『ゆっくり』ではなくなってきた。美空もまた興奮しているらしく、舌の動きが早くなる。

        肉粒を、舌で素早く嬲られる。結菜は「んん、んっ」と呻き悶えながら、自分がされているのと同じように舌を蛇行させて美空の秘芯を揺さぶった。

        どんどん昇りつめているのがわかる。もうあと少しでも早くされたら――。

        「んんっ、んぅ――……っ!!」

        内側から波が巻き起こって、全身に行き渡る。舌先からもそれが伝わってきた。どうやら美空も絶頂してしまったらしい。

        結菜は美空の陰唇に舌を添えたまま「はぁ、はぁ」と荒く息をする。

        「……まだ、足りないです」

        下方からそんな声が聞こえてきた。

        美空は起き上がり、口元を手の甲で拭いながら、今度は顔を突き合わせる恰好で覆いかぶさってくる。

        薄手のキャミソールを首のところまで捲られ、尖ったままの乳頭を指で摘まみ上げられた。

        美空は二本の指で挟んだ結菜の乳首をすぐに捏ねまわし始める。

        「私、も……」

        きちんと言ったつもりだったが声は掠れてしまった。

        結菜は「コホン」と小さく咳払いして、美空のカットソーの中へ両手を入れ、背のホックを外してブラジャーを緩ませた。

        美空はなにも言わない。無言の同意だ。

        柔らかな膨らみの下部を親指と中指を支点にして掴み、ふるふると小さく揺さぶる。

        「はぅ、んっ……」

        美空の口から漏れた、耐えるような嬌声。先ほどまでとは違って耳のすぐそばで響く。四六時中だってこの声を聞いていたいと思った。

        「美空ちゃん――好き、大好きっ……！」

        言葉にすると、その想いがよけいに膨れ上がる。絶頂したばかりの下半身が、いまだに震えを伴っているような気がした。

        「ふは、ぁ」

        なにもかもが昂って、嘆息する。乳首を弄いじる美空の指が活発になってきた。

        「やぅ、ん……！　早くしちゃ、だめ……！」

        「……すみません。ゆっくり――でした、ね」

        艶っぽい顔で苦笑して、美空は結菜の首筋に顔を埋める。

        「ンン……ッ」

        首筋に吸いつかれた。ちゅうっという音とともに、チクリと小さな痛みが迸る。独占愛を示されている。

        美空は結菜の首筋につけた赤いキスマークを舌で舐めて、

        「私もっ……大好きです、結菜先輩」

        ふたたび結菜の首に赤い印をつける。

        微睡みに似た心地よさを覚えるのに、眠気がくるわけではない。むしろ頭は冴えわたっている。

        結菜は大きく息をしながら美空の胸飾りを押した。乳頭は頑なに指を弾くのだが、そのコリコリとした感触がまたいい。弄いじりがいがある。

        （あ……美空ちゃん、私の真似してる）

        舐め合いをしたときとは逆で、美空は私の指遣いに倣って乳首を押してくる。

        試しに摘まみ上げると、やはり美空にも同じことを返された。

        「美空ちゃんっ……キス、したい」

        乞えばすぐにそのとおりになる。美空はすぐに応えてくれる。

        相思相愛になって、こうして睦み合うことができるのは本当に幸せなことだと思う。

        だって、叶わない恋はきっと星の数ほどあるから。

        みずみずしく柔らかな唇が自分のそれに触れる。

        結菜は美空の唇を何度も食んだ。そうやって感触を確かめて、覚え込もうとする。

        （美空ちゃんの全部を、記憶したい）

        声も仕草も、美空のなにもかもを私の中に刻み込みたい。

        息継ぎのために口を開くと、そこから美空の舌が侵入してきた。

        （舌を絡め合わせるの、恥ずかしいって思ってたのに）

        いまは悦びしかない。美空も、そうなのかもしれない。

        美空の右手が脇腹を撫でる。

        「んん、んっ……」

        くすぐったい、と言いたかったが、舌を絡め合わせているので言葉は出せない。

        結菜もまた、美空の脇腹を撫で下ろす。目を半開きにしていたので、美空がくすぐったそうに身をよじるのが見て取れた。

        それぞれの右手が陰毛を撫でる。指に絡めて、くるくると弄もてあそぶ。

        内股をもじもじと擦り合わせることで愛液が外へ零れないようにしたかった。でも、きっともう手遅れ。

        ソファを濡らしてしまっているかもしれないが、いい。この至高のひとときを、そんなことで中断したくない。

        互いの指が、陰毛の下へ滑る。意図してそうしたのか、手元が狂ってそうなったのか、自分の指だというのにわからなかった。

        だって、美空の指も同じように動いたから。

        快楽を生む肉粒はぬめり気を帯びていた。これも、二人に共通していること。

        結菜は美空の花芯には触れず、そのまわりに指を這わせた。すぐにそこに触れてしまったら――触れられてしまったら、あっという間に絶頂する自信があった。

        「あぅっ、ふ……うぅ……っ」

        「んぅ、あぁ……。ぁん、あっ……」

        ごく間近で見つめ合い、陰唇では指を走らせる。

        脚の付け根の小さな口から溢れた蜜を、ときおり掬ってまた花芽のまわりを指でえぐる。核心に触れない心地よさを、二人で存分に味わう。

        「は、あぁっ……結菜先輩――焦らして、ます？」

        美空は目を細め、眉根を寄せて苦悶する。

        「んん……美空ちゃんこそ」

        どちらが先に耐えられなくなるだろう。

        いつまで焦らしていられるだろう。

        「じゃあ……『せーの』で触る？」

        冗談ぽく提案すると、美空は「いいですね」と二つ返事をした。

        「せーの――……」

        指先が、ツンッと淫核に触れる。

        「ひあぁあっ！」

        「んぁあうっ！」

        同時に啼いて、大きく息を吐き出す。

        「これだけで、イッちゃうそうになりました」

        「わ、私……も……」

        全力疾走したあとのように「はぁはぁ」と大きく息をして胸を上下させる。

        「擦るのも、一緒にしましょう？」

        今度は美空が提案してきた。結菜は「そうだね」と相槌を打つ。

        「すぅ、はぁ」と深呼吸して息を整え、美空の秘粒に指をあてがう。同時にスタートを切るには、そうしてあてがうよりほかにない。

        美空の指が花芽に当たる。

        あぁ、やっぱりこれだけでも気持ちいい。

        今度は美空が「せーの」と掛け声を紡いだ。

        二人の指が滑りだす。

        「あぁぁあっ、やぁああっ！」

        「ふわぁぁあっ、あぁんっ！」

        ぬるついた指が小さな豆粒を擦り立てる。強くも弱くもない、絶妙な加減で擦られている。

        「はぁっ、あぁっ……だめ、すぐ……もぅ、だめぇえぇぇっ――……!!」

        結菜の絶叫に合わせて、二人の下半身が絶頂のリズムを刻む。

        ビクン、ビクン、ドクン、ドクン。

        脈打つたびに快感が広がっていく。

        「また、イッちゃった……」

        結菜の呟きに、美空は頷くことで同調する。

        美空と体を弄まさぐり合っていたら、何度でも絶頂してしまいそうな気がする。

        『大好き』の気持ちが溢れて、止まらない。

        結菜は美空の体に腕をまわして、力いっぱい抱きしめた。

        　

        　

        　

        おわり

        


        　

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        


        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　百合愛好会に入りましたが女の子と恋愛するつもりはありません！

        著者　　　　　水無月はな

        表紙イラスト　羊毛兎

        発行日　　　　二〇一九年六月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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